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一九五八年　七月一日

（午前十一時〇三分開会）

○議長（高良一君）

開会いたします。本日の出席二十九名、欠席は十三名で議会は成立しております。

○議長（高良一君）

只今から本日の会議を開きます。

諸般の報告を申し上げます。

六月三十日附琉商議第三十三号を以って琉球商工会議所会頭富原守保から議長宛替費地譲渡について陳情書が参っておりましたのでその写を印刷の上各位に配付いたしますと共に所管の総務戝政委員会にその審査を付託いたしましたから左様御了承願います。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

本日の議事日程は印刷の上お手許に配付いたしておきましたのでそれにより報告に替えます。

――― ○ ―――





議事日程　第八号

一九五八年七月一日　午前十時　開議


 
  	第一　那覇市都市計画事業に対する請願決議案
  	（一番議員久場景善他二十四名提出　決議案第八号）
 

 
  	第二　区画整理事業の刷新強化に関する促進決議案
  	（三十一番議員宮城実他二十四名提出　決議案第九号）
 

 
  	第三　警察官の増員と首里分署（又は首里警部補派出所）
  	（八番議員儀武息睦他二十四名設置促進の陳情について　提出　決議案第十号）
 

 
  	第四　那覇市行政区画整理調査研究委員会設置条例
  	（市長提出議案第十八号）
 

 
  	第五　泊港々湾施設管理使用条例の一部を改正する条例
  	（市長提出議案第十九号）
 

 
  	第六　那覇市都市計画委員会設置条例の一部を改正する条例
  	（市長提出議案第三十九号）
 

 
  	第七　那覇市財産条例
  	（市長提出議案第四十号）
 

 
  	第八　那覇市契約条例
  	（市長提出議案第四十一号）
 

 
  	第九　移転に伴う借地料免除について
  	（市長提出議案第二十六号）
 

 
  	第十　土地所有権の和解について
  	（市長提出議案第二十七号）
 

 
  	第十一　財産の売却について
  	（市長提出議案第二十八号）
 

 
  	第十二　市有地の無償貸付について
  	（市長提出議案第二十九号）
 

 
  	第十三　水道事業の指定について
  	（市長提出議案第三十七号）
 

 
  	第十四　那覇市水道事業の基本計画
  	（市長提出議案第三十八号）
 

 
  	第十五　公有水面の埋立について
  	（市長提出議案第二十四号）
 

 
  	第十六　区画整理那覇第一地区辻工事区内の公有水面埋立について
  	（市長提出議案第三十号）
 

 
  	第十七　区画整理那覇第一地区若狭工事区内の公有水面埋立について
  	（市長提出議案第三十一号）
 

 
  	第十八　一九五九年度那覇市歳入歳出追加予算
  	（市長提出議案第四十二号）
 

 
  	第十九　一九五九年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出追加予算
  	（市長提出議案第四十四号）
 

 
  	第二十　一九五八年度予算の繰越について
  	（市長提出議案第四十五号）
 

 
  	第二十一　一九五八年度予算の繰越について
  	（市長提出議案第四十六号）
 

 
  	第二十二　区画整理区域の変更について
  	（市長提出諮問第三号）
 

 
  	第二十三　公有水面埋立免許申請について
  	（市長提出諮問第四号）
 

 
  	第二十四　都市計画埋立面積増加計画について
  	（市長提出諮問第五号）
 

 
  	第二十五　公有水面埋立免許申請について
  	（市長提出諮問第六号）
 

 
  	第二十六　収入役の選任同意について
  	（市長提出議案第四十三号）
 

 
  	第二十七　塵芥汚物焼却設備早期実現に関する決議案
  	（二番議員平良真次郎他十二名提出　決議案第七号）
 

 
  	第二十八　日本政府の援助金要請に対する議会代表派遣について
  	（二十一番議員瀬名波栄発議）
 


 
  	第二十九　国民体育大会沖縄選手団派遣補助費について
  	（総務戝政委員会審査報告）
 

 
  	第三十　泊港々湾施設使用の時間延長について
  	（総務戝政委員会審査報告）
 

 
  	第三十一　奥武山区民からの移動費支給代替地貸与の早期実現について
  	（総務戝政委員会審査報告）
 

 
  	第三十二　傷痕軍人会那覇支部運営費補助金交付方について
  	（総務戝政委員会審査報告）
 

 
  	第三十三　補助金交付方について
  	（総務戝政委員会審査報告）
 

 
  	第三十四　那覇市遺家族会への補助金交付方について
  	（総務戝政委員会審査報告）
 

 
  	第三十五　補助金交付方について
  	（総務戝政委員会審査報告）
 

 
  	第三十六　那覇地区交通安全協会から補助金交付について
  	（総務戝政委員会審査報告）
 

 
  	第三十七　泊港ターミナルビル内の売店契約について（第五次）
  	（総務戝政委員会審査報告）
 

 
  	第三十八　泊ターミナル内売店経営の公正なる割当について
  	（総務戝政委員会審査報告）
 

 
  	第三十九　泊ターミナル内売店経営問題に対する再陳情について
  	（総務戝政委員会審査報告）
 

 
  	第四十　泊ターミナルビル内売店経営の公正妥当なる割当陳情について
  	（総務戝政委員会審査報告）
 

 
  	第四十一　泊港ターミナルビル内売店契約について
  	（総務戝政委員会審査報告）
 

 
  	第四十二　泊港ターミナルビル内売店割当について
  	（総務戝政委員会審査報告）
 

 
  	第四十三　泊港ターミナルビル内売店契約について（第六次）
  	（総務戝政委員会審査報告）
 

 
  	第四十四　陳情の結論明示方について（泊港ターミナル売店）
  	（総務戝政委員会審査報告）
 

 
  	第四十五　世持神社敷地誤記訂正の件
  	（総務戝政委員会審査報告）
 

 
  	第四十六　中央農研所移転指定地買収と取上げ阻止について
  	（総務戝政委員会審査報告）
 

 
  	第四十七　中央農研所移転用地買収反対について
  	（総務戝政委員会審査報告）
 

 
  	第四十八　商業高校体育館建設に対する補助金交付方の陳情について
  	（総務戝政委員会審査報告）
 

 
  	第四十九　水害に依る安里川浸水地域の恒久対策と流失架橋の復旧
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	並びに水害路面の補修方の早期実現方に関する陳情
  	
 

 
  	第五十　与儀区八班排水路並びに仮橋改修早期実現方に関する陳情について
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第五十一　三区十五、十六組の区内排水溝設置並びに路面舗装方に関する陳情
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第五十二　若松通り道路舗装方に関する陳情
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第五十三　旧那覇料亭前通り（Ｃ橋）橋梁早期架設方の陳情
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第五十四　通学路排水溝施工並びに工事方の陳情
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第五十五　安謝区内東側の安謝校より岡野区に至る道路の改修
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	並びに排水溝設置方の陳情について
  	
 

 
  	第五十六　三原区より松川小学校への通学路新設促進方の陳情
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第五十七　大道小学校々地に接する安里川護岸及び通学路排水
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	溝設備の陳情について
  	
 

 
  	第五十八　牧志中央通り排水溝の掩蓋施工方の陳情について
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第五十九　安謝区劇場通り北側の排水溝施工方の陳情
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第六十　二中前区五班区内排水路改修について陳情
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第六十一　沖縄水産高校西側公有水面埋立免許願同意について陳情
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第六十二　バスターミナル用地内の市有地譲渡方について陳情
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第六十三　小禄小学校々地購入について陳情
  	（文教厚生労働委員会審査報告）
 

 
  	第六十四　泊小学校附属幼稚園の敷地割当に関する陳情
  	（文教厚生労働委員会審査報告）
 








一、本日会議に付した事件

一九五八年七月一日


 
  	第一、那覇市都市計画事業に対する請願決議案
 

 
  	
  	（一番議員　久場景善他二四号提出決議案第八号）
 

 
  	第二、区画整理事業の刷新強化に関する促進決議案
 

 
  	
  	（三十一番議員　宮城実他二十四名提出決議案第九号）
 

 
  	第三、警察官の増員と首里分署又は首里警部補派出所設置促進陳情について
 

 
  	 
  	  （八番議員　儀武息睦他二名提出決議案第十号）
 

 
  	第四、那覇市行政区画整理調査研究委員会設置条例
 

 
  	
  	（市長提出議案第十八号）
 

 
  	第五、泊港々湾施設管理使用条例の一部を改正する条例
 

 
  	 
  	（市長提出議案第十九号）
 

 
  	第六、那覇市都市計画委員会設置条例の一部を改正する条例
 

 
  	  
  	（市長提出議案第三十九号）
 

 
  	第七、那覇市財産条例
  	（市長提出議案第四十号）
 

 
  	第八、那覇市契約条例
  	（市長提出議案第四十一号）
 

 
  	第九、会期延長について
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○議長（高良一君）

只今から議事に入ります。

日程第一那覇市都市計画事業に対する請願決議案についてを議題とし提案理由の説明を願います。

○宮城実君

これは米国大統領、米国上下両院議長、国防長官、高等弁務官、民政官あてでございます。

説明するまでもなく施政権を有する米国は当然の義務として琉球の復興をやらなければならないのでありまして、こういう現状から日本政府へ要請と平行いたしまして、米国の関係筋に請願いたしております。

万場一致の御賛同を得たいと思います。

（「賛成」「異議なし」という声多数あり）
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那覇市都市計画事業に対する請願決議案

首題の件について別紙案のとおり議会の議決を得たいので提案します。

一九五八年六月三十日　提出

 
 
  	一番議員
  	久場景善
 

 
  	四番議員
  	比嘉佑直
 

 
  	五番議員
  	赤嶺一男
 

 
  	六番議員
  	渡口政行
 

 
  	七番議員
  	森田孟松
 

 
  	八番議員
  	儀武息睦
 

 
  	九番議員
  	金城武一
 

 
  	十一番議員
  	高良一
 

 
  	十四番議員
  	喜久山朝重
 

 
  	十七番議員
  	金城賢勇
 

 
  	十八番議員
  	玉城正次
 

 
  	二十番議員
  	宮里敏慶
 

 
  	二十三番議員
  	高良清二
 

 
  	二十四番議員
  	糸数昌剛
 

 
  	二十五番議員
  	大山盛幸
 

 
  	二十六番議員
  	玉那覇有義
 

 
  	二十七番議員
  	辺野喜英興
 

 
  	二十九番議員
  	比嘉朝四郎
 

 
  	三十番議員
  	渡口麗秀
 

 
  	三十一番議員
  	宮城実
 

 
  	三十二番議員
  	仲宗根梶雄
 

 
  	三十八番議員
  	備瀬知良
 

 
  	三十九番議員
  	新垣松助
 

 
  	四十番議員
  	金城幸信
 

 
  	四十五番議員
  	普久原朝光
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那覇市都市計画事業に対する請願決議（案）

戦後十三年琉球の政治経済の中心たる那覇市の都市計画事業は軍民両政府の絶大なる御援助と御指導に依り着々と進捗しつつあり、茲に更めて深甚なる謝意を表する次第であります。

思い見るに那覇市の都市計画事業に要する費用は完成を見る迄に莫大な経費を要するものであって現在の進捗状況は僅かに二〇％にも達しない実情であってこの現状をこの侭持続するに於いては那覇市の都市計画の完成は正に百年の河清を待つの感を深くするものであって市民と共に洵に憂慮に堪えない次第であります。

飜って当市の財政を検討するに専ら自己財産に依存すると余儀無くせられこの一大事業を完成せしめる事は到底不可能な状態にあるのであります。

就きましては那覇市今日の実情と善意を酌まれ都市計画事業を促進せしめられる様特別の御配慮を賜り度く第二十四回那覇市議会の議決により請願いたします。

一九五八年　月　日

那覇市議会議長　高良一

大統領

上下両院議員

国防長官　宛

高等弁務官

民政官
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○議長（高良一君）

ではこの請願決議案に対しましては質疑討論を省略し万場一致御賛成と認め原案通り可決決定いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第二、区画整理事業の刷新強化に対する促進決議案について提案者の提案理由の説明を願います。

（二十三番議員、三十九番議員出席）
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決議案　第九号

区画整理事業の刷新強化に関する促進決議案

首題の件について、別紙案のとおり議会の議決を得たいので提案します。

一九五八年六月三十日　提出


 
  	一番議員
  	久場景善
 

 
  	四番議員
  	比嘉佑直
 

 
  	五番議員
  	赤嶺一男
 

 
  	六番議員
  	渡口政行
 

 
  	七番議員
  	森田孟松
 

 
  	八番議員
  	儀武息睦
 

 
  	九番議員
  	金城武一
 

 
  	十一番議員
  	高良一
 

 
  	十四番議員
  	喜久山朝重
 

 
  	十七番議員
  	金城賢勇
 

 
  	十八番議員
  	玉城正次
 

 
  	二十番議員
  	宮里敏慶
 

 
  	二十三番議員
  	高良清二
 

 
  	二十四番議員
  	糸数昌剛
 

 
  	二十五番議員
  	大山盛幸
 

 
  	二十六番議員
  	玉那覇有義
 

 
  	二十七番議員
  	辺野喜英興
 

 
  	二十九番議員
  	比嘉朝四郎
 

 
  	三十番議員
  	渡口麗秀
 

 
  	三十一番議員
  	宮城実
 

 
  	三十二番議員
  	仲宗根梶雄
 

 
  	三十八番議員
  	備瀬知良
 

 
  	三十九番議員
  	新垣松助
 

 
  	四十番議員
  	金城幸信
 

 
  	四十五番議員
  	普久原朝光
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区画整理事業の刷新強化に関する促進決議案

区画整理事業は都市計画の根幹をなしその合理的進展は首都建設の速度に重大な影響を及ぼし且つ又直接個人の私法上の権利に繋りその効果的運営は各方面より強く要望せられ市民注視の焦点となっているのであります。

しかるに区画整理事業の現況をみるに瀬長市長就任以来責任者の離退職　職員の異動が相次ぎ之に加えて技術の拙劣法規研究の不備事務能力の未熟等に因り該事業の推進に重大な支障を来しひいて都市計画の遅延並びに地主に対する経済上の損害を招来していることは洵に憂慮に堪えない次第であります。ここに二、三の例を挙げると

一、美栄橋地区は全工事を終了して既に三年近く経過している。然るに土地区画整理事業の最も重要事務たる権利の確定を計るべき換地処分の準備さえされず放任されている

二、第一地区に於いては瀬長前市長就任以来一年半経過したるに拘らずその間換地予定地の指定は崇元寺町の僅かな一部分になされたのみで辻町　若狭町　崇元寺町の各一部は未だに指定されないそのため土地の利用は出来ず何等の収益も上げ得ず当該地主のみが非常な損失を負担している

三、第二地区の調査設計に第一地区　美栄橋地区の費用を以って充当されていることは両地区地主に不当の負担を課していることである計理の不当運営といわねばならない。

四、事業完了の遅延は経費出費の増嵩を招来する。費用負担者たる土地所有者の負担を徒らに加重するのみである。

五　国県有地の処理権は財産管理課にある。日本政府の回答があるならそれを以って当該管理者に折衝し速やかな処理に努めねばならないその努力が全然なされていない

六　瀬長前市長就任以来区画整理課長は四度更迭されている。然もその何れも区画整理に関して全くの未経験者である。区画整理事業の重要時期に於いてかかる人事は課長として責任のある運営をなし得ないのは当然であり必然的に課内の非能率沈滞を招来しているのである。

等々の様に継続的組織的事務処理に極めて粗漏無責任な侭時を稼いでいるのが実情であります。専門家の言に依れば土地区画整理事業は工事が完成して漸く五〇％の進捗に過ぎないと聞きます。然も今後の業務は事務技術面共に益々繁雑さと多様性を増し来るのであります。斯かる情勢にあるとき過去一年半前述の様な経過を省みるとき将来二ヶ年の予定期間内に事業の全工程を完了せしめるとの当局の言明は市民の負托に立つ我々議員として到底信をおいて安閑たるを得ないのであります。速やかに事業を促進するため衆智を集め或は経験者を起用又は業務の一部民間依託等何らかの手段を講ずると共に特に課内の刷新強化を図り最も急施を要する未済換地予定地の指定未着工地域の工事促進工事完了地域の確定測量等は直ちに着手し以って負担費用の軽減に意を致すと共に事務の促進を図り早期完成に万全の措置を採られるよう促進方を強く要請するものであります。




右決議案として提出します。
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○宮城実君

これは昨日委員長のほうから詳細に報告がありました通りでございます。内容はいま読み上げました通りでありまして我々といたしましても人のアラを捜してあるいは欠陥をあばいてどうのこうのという事は毛頭ないのであります。区画整理が遅れていることは率直に認めていただきまして当局におきましてもこの事業の重要性に鑑みまして早急な打開策を講ずるようお願いするわけであります。

○議長(高良一君)

質疑に入ります。

○新垣松助君

区画整理事業に対しまして賛費地の処分が相当あるやに見受けられます。たとえば去る二十六日にバスターミナルのほうから譲ってくれといって来た一〇八八坪の替費地それから泊北岸の北側にある八〇〇坪の替費地それから安里川にもその土地が約(聴取不能)・・・・・・・・・・

(二十四番議員出席)

これは替費地であるかどうか市の処分すべき土地が二五〇〇坪あるはずです。これを市当局は何時処分をし、この替費地の売却費でもって区画整理が完了する予定であるか。

当局の御見解を承りたい。

○建設部長（松根稔君）

替費地処分の予定を申し上げます。今年の七月、東町の久米町で二〇〇〇坪、八月、九月までに三、五七〇坪こういうふうに次々と予定がたてられております。これは印刷にして差上げてあります。泊のほうは五九年六月に五六五坪同じく八月に三二〇坪、こういう具合になっております。

○宮里敏慶君

替費地につきまして売却する時の評価の方法、それからどういう方法で売却するか、その点についてお伺いいたしたいと思います。

○建設部長（松根稔君）

公入札になっております。二回落札者がない時には随意契約いたします。

○宮里敏慶君

最低額というのを決めると思いますが如何なる方法で決めておるか伺います。

○建設部長(松根稔君）

評価委員会というのがございまして、役所内で評価いたしまして予定価格を決めております。

○宮里敏慶君

評価委員会というのはどういう人がおりますか。

○建設部長(松根稔君)

総務部長、建設課長、財政部長、徴税課長、税務課長、区画整理課長とこういうふうになっております。

○宮里敏慶君

この決議案のほかに第五の項目に国県有地の処理権は財産管理課にあると書いてありますが、これは管理権はあるかも知れませんが処理権があるかという問題です。

質問をいたしたいと思います。なおこの中に日本政府の回答があると、この間建設部長さんはあいまいな返事をしておりましたが、この国県有地の管理は日米講和条約に出せる問題であると本員は思料するものであります。

この問題について立法院のほうにも国県有地のいわゆる行政府管理の意見を申し上げたこともありこの問題は果して那覇市だけにこの国県有地を管理せしめるかどうか。

こういった問題は全琉的な大きな問題であると思うのであります。それで果して第五項目が日本政府から那覇市の方に移管されたかどうか。さらにこの問題は那覇市議会がこういう決議をした場合に市としてこれは責任をもってやれるかどうか。この問題はむしろ全琉的な問題として別に項目を取り上げてこの問題の解決策を立法院に要請し軍にも要請するという方法も考えられますけれどもこの件につきまして当局ならびに提案者に質問いたします。

○建設部長(松根稔君)

前の説明に不十分な点があると思います。国県有地につきましてはこれが財産管理課に処分権があるかという問題はこれの財産管理は日本政府との問題でありまして申しあげましたことは日本政府の許可を得まして那覇市の区画整理後国県有地を計画に基いて換地分割してよろしいというだけの事であります。

○宮里敏慶君

今先建設部長が説明なされたように日本政府から那覇市に要請があった国県有地に対しては那覇市で処理していいという日本の総理府からの回答が来ておるのでこれを管理するのは財産管理課であって今後は財産管理課と交渉すればむこうの許可というのがあれば差し支えないという事でありますか。

○市長(兼次佐一君)

先の建設部長の答弁によって十分御諒承願いたいと思うのであります。国県有地と那覇市の区画整理との関連につきましては那覇市の区画整理事業に則って国県有地であろうともその計画によって為すことについては諒解であります。那覇市の所有にするとかいわゆる国県有地の処理権とは全然関係のないものもあって国県有地なるが故に区画整理を為す場合に境界（空間）を残さないでいわばそれも区画整理に含めていいというような意味であります。国県有地を那覇市にもらうといったような考え方で努力するという事でございますならば御参考のために申し上げたいのであります。県有地に対しては琉球政府に当然譲渡していいんじゃないかということを私自身日本政府の責任ある人に話しした事がございますが現在の琉球政府は戦前の沖縄県とみなす事が出来ない。

従って県有地を現在の琉球政府に譲渡することは不可能であるという答弁でございました。琉球政府に対してすら県有地の移譲が不可能であるならば那覇市の県有地の譲渡が今更不可能であることは今更申しあげることはないのであります。

建設部長の答弁は区画整理事業を為す場合においても他の土地と同様に国県有地もまた整理させていいという点であるという事を御諒承願いたいと思います。

○仲松庸全君

今上程になっております決議案第九号、区画整理事業の刷新強化に関する促進決議案に対し、結論として賛成いたします。ところがその立案において基本的考えかたを異にしていますので私の考え方を披瀝して賛成討論にしたいと思います。即ち、この決議案はその結論を引き出すために前市長瀬長氏の責任ばかりを追求しているが、私はこのような見解には立たない。むしろ市民の選挙によって当選した正しい選挙によって民主的に当選した市長の政治に対し真正面からこれを弾圧したアメリカと更にアメリカに渡って沖縄の土地を売り飛ばしつつある売国的な当間主席の不当な弾圧によるものが、この結果を生んでいるという基本的な立場に立ってこの見解をもってその考え方を表明し結果においてこれを都市計画上根本的な問題であると思うのでこの決議案に賛成いたします。

○浦崎康華君

このままであるなら反対であります。仲松議員がいわれたように非常に政治嗅みがあってこれは何かの方策のように考えます。こういったような案件はもっと素直にやって立案をすべきであるにもかかわらずその責任を前市長、現市長に覆いかぶせるような嗅みが多々ありこの点を余程留意しないと賛成するわけにはいきません。というのは私は旧市内に生まれ旧市内に育ち旧市内に土地を持っておるものであります。この区画整理の促進を一日も早くやっていただきたいということを願う場合においては他の市民の皆さんと同様であります。けれどもみなさん御承知のとおりあの旧市内は当間重民氏の時代に解放になった土地であります。この土地すらまだその間に当間重民氏、又吉康和氏、当間重剛氏とこの三氏の市長を経ております。まだ市として十分になっておりません。従って瀬長、兼次両市長にしわ寄せをもってくるのは妥当ではない。それから従来の市長さんが如何にも公明正大のようにいわれておりますが私自から泊の埠頭にある土地を換地してそこを我那覇鉄工所に貸しているような状態であります。この近所にもあります。

この外孔子廟明倫堂の旧敷地は久米町の共有でありますけれども換地はズット堂屋敷のほうにもっていってるように聞いております。こういう不当な処理があったにもかかわらず前の市長の功績を謳歌し現市長の行き悩んでいる非常に苦心惨憺している仕事にしわ寄せをもってくるという事は妥当ではない。促進するならばもっと素直にこの決議案をつくっていただきたい。

その意味において継続審議を私はお願いいたします。それからなおついでに申し上げます。従来替費地は闇取引が多かったのでありますが瀬長、兼次市長になってからこれを公告して公売に付するような手続きをやったということは非常に民主的であるとしてみんなむしろ感謝しています。祖先伝来の自分の土地を悪い所に当てはめられている人達は「何のための都市計画だ」という感じを持っています。

従いまして広範囲に民主的にやることが第一で唯急いでいるからというふうな事では妥当ではない。それから市民の所有の土地も余程検討して遂行していただく意味においてもこのままの案文では同調出来ません。従いましてこのままであるならば反対であるが保留して十分に慎重に検討する意味から継続審議にもってゆけば結構だと考えます。

○瀬名波栄君

非常に結構な決議案であります。この決議案の中に瀬長市長就任以来責任者の異動が相次ぎこれに加えて技術の拙劣法規研究の不備事務能力の未熟これによって該事業の推進に重大な支障を来たし、経済上からも事業の現状に大きな打撃を与えておるということがいわれております。明らかにその通りでありますが、これを今先の浦崎議員の発言からしましても明らかに素直でない案文であります。

これは那覇市民だけではなしに沖縄県民全てが承知しております通り瀬長亀次郎氏が那覇市長に当選した直後から那覇市の職員の上級幹部の中にはこれに対する不服声明を出し、あるいは自ら職場を放棄し、これによって那覇市政を混乱に陥し入れようとしたのであります。しかも市民の財産をあずかっているところの重大なる区画整理事業の担当、これは今先の議員の発言によりましても明らかな通り、換地整理を不当に行い或は不当な談合入札をもって原価でこれを他の人に移壌し、もって事業に多大なる損害を与え、引いては市民に損害を与えたのであります。更に替費地を不当に処分することにによって一部の人々の利益を守り、多くの零細地主の不利を招いたことも事実であります。私はこの現在の委員会も当時の高級市職員の中にもそういう不心得をして市民に奉仕する公僕精神を失い地主の経済的な不利益を招いた不当な涜職官吏がおったという署名に反対はしないのであります。従ってこの決議案はそういう那覇市の腐敗し切ったところの政治の如きを具体的に示したものとして、本決議案をその意味において不採択にしていただきたい。そして直ちに討論を打切り採決していただきたいと思います。

○宮城実君

提案者の一人として一言申しのべます。

内容において瀬長市長に対する文句があるのを以って非常に政治的な臭いがあるというふうな事がいわれておりますが、提案者といたしましては決してそういうふうな意図のもとに提案したのではありません。私が最後に申しあげた言質を認めていただき我々は何も人のアラを採しあるいは欠陥をあばいてこれをどうのこうのするのではない。現実に区画整理を早く進めていただきたいという外はないのでありまして、内容には相当きつい文句もあるかも知れませんが、その真意を汲んでいただき討論を打ち切りまして採決していただきたいと思います。

（「賛成」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

動議は成立しております。採決に入って御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め、日程第二、区画整理事業の刷新強化に関する促進決議案について採決に入ります。

原案に賛成の方挙手を願います。

○議長（高良一君）

多数御賛成でありますので原案通りこれを可決決定いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第三警察官の増員と首里分署又は首里警部補派出所設置促進の陳情についてを議題といたし提案者から提案の趣旨説明を願います。
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決議案第十号




警察官の増員と首里分署（又は、首里警部補派出所）

設置促進の陳情について




首題の件について別紙案の通り琉球政府行政主席並びに琉球立法院議長、警察局長、那覇署長宛陳情書を提出致したく議会の議決を得たいので提案する




一九五八年六月三十日提出

八　番議員　儀武　息睦

二十五番議員　大山　盛幸

二十六番議員　玉那覇有義
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宛：行政主席

　　立法院議長

　　警察局長

　　那覇署長

発：那覇市議会議長

題：警察官の増員と首里分署又は（首里警部補派出所）設置促進の陳情について

○首里地区警察署が、普天間への移転以降平和な首里の町に頻々と盗難事件や暴力事件が起り、不良団がうろつき、住民は不安と恐怖を感じております。

○治安維持の必要から那覇地区警察署の首里分署（又は警部補派出所）の設置方を警察局に陳情した当の蔵町中央通り会の代表者達は、敷地の獲得が困難で当惑しておりましたが、最近琉球大学の運動場地均し工事で蓮池が埋立てられることを知った代表者達は、此際是非埋立地の一部（郵便局側）を警察に提供して一日も早く建設される様那覇市当局に要望しております。

○那覇市当局に要望致しました処市当局に於いても、その実情を確認され蓮池埋立地（郵便局側市有地）より五拾坪貸与する旨確約を得ております

依って政府並びに関係御当局に於かれましても、首里の町の治安維持のため実情を御調査の上特別の御配慮を賜り早急に予算措置を講ぜられ
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警察官の増員、首里分署（又は警部派出所）の設置を促進願いたく第二十四回那覇市議会の議決により陳情致します




一九五八年　月　日

那覇市議会議長　高良一
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○大山盛幸君

本決議案を出さなければならなかった過程を説明申しあげましてみなさま方の御賛同をお願いいたします。御承知の通り首里警察署が普天間に移動しましてから首里の方では盗難や暴力沙汰が頻繁として起っております。それを痛切に感じて早急に警部補派出所首里分署の設置方を要望したのが、もとの警察署にあった附近の当の蔵の住民達でございます。

当の蔵の代表の方たちは早速この問題を取り上げまして代表が警察当局にお願いにいったのでありますが、残念な事にその分署または警部補派出所に使う土地が見つからん個人有地がどうしても獲得出来ないで非常に困っている時に琉大のあの運動場の地ならしから蓮池がチョッピリ埋められております。あれを地元の代表の人達が是非そこに分署又は警部補派出所をつくってもらって首里の町の治安維持を為さなければならんという意味でこの件を市当局にお願いしてもらいたいという要望がございましたので三名の連署をもちまして当局の方に陳情書を提出したわけでございます。

文書は総務課からその主管財政課に廻わりましたが、財政課では課長と部長がいろいろと検討をいたしました結果実はこの土地の無償譲渡をしてもらいたいという陳情を出したわけでございますが西武門及び泊その他にほとんど土地が有償で貸し付けられているので無償の提案はチョット困るという当局の御見解でありましたが、これは現在ある係の方にお話し申しあげましたところ警察として外のほうでも全て貸し付けは有償でやっているから有償で差し支えない場所、そうなれば別個でも是非促進してもらいたいという向うの係りの要望もございましたので当局のほうに有償でもいいと申したのであります。これをどうしても促進しなければならなかったのは現在予算の処理も講じられていないというお話でございます。土地のない為に予算の措置が講じられてないというお話でございますので一応その前にみなさま方の御賛同を得たく提案したわけでございます。

これから文案を読みますからあとでごらん下さい。
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○首里地区警察署が普天間への移転以降平和な首里の町に頻々と盗難事件や暴力事件が起り、不良団がうろつき、住民は不安と恐怖を感じております。

○治安維持の必要から那覇地区警察署の首里分署（又は警部補派出所）の設置方を警察局に陳情した当の蔵町中央通り会の代表者達は、敷地の獲得が困難で当惑しておりましたが、最近琉球大学の運動場地均し工事で蓮池が埋立てられることを知った代表者達は、此際是非埋立地の一部（郵便局側）を警察に提供して一日も早く建設される様那覇市当局に要望しております。

○那覇市当局に要望致しました処市当局に於いても、その実情を確認され蓮池埋立地（郵便局側市有地）より五拾坪貸与する旨確約を得ております

依って政府並びに関係御当局に於かれましても、首里の町の治安維持のため実情を御調査の上特別の御配慮を賜り早急に予算措置を講ぜられ警察官の増員首里分署（又は警部派出所）の設置を促進願いたく第二十四回那覇市議会の議決により陳情致します
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こういうふうになっておりますが、最近も仕事から帰りの者が暴力沙汰によってやられ、女性に対しても此処二、三日来二件ございます。早急にこの陳情を処理いたしましてその措置を当局にお願いしなければならんと思っておりますが、特にこの警察官の増員と謳いましたのは、現在三つの派出所がございますが、山川の派出所の方は六名の警官がおりますので非番を除いても誰か一人は必ずこの交番に詰めており、一人は巡羅しても残っておりますが儀保と鳥堀の二つの交番は三名の巡査しかおりません。巡羅する場合には一人も交番に居残れないようなことがあるわけでございます。こういうような見地からこの警官の増員は早急にお願いしたいと存じます。なおこの文案にチョット間違ったことがあるかも知れませんが確約を得ております。陳情書には五十坪と書いてございますが、警察側の話によりますと三十坪でもいいんだが派出所をつくると警部補派出所になると後二十坪ぐらいは使うとこうなった場合どうしても用地がなければならない。

これに車の置場の用地がなければいかんから五十坪は当局にお願いしていただきたいという事であります。

五十坪ぐらいならほかに将来首里支所が出来ましても支障はないからよかろうというお話でございますのでこういうふうな文面にしてあるわけでございます。一つみなさま方の御賛同を得まして万場一致でこの問題を解決していただくようお願い申しあげたいのであります。

（「賛成」というものあり）

○久高友敏君

提案者におたずねいたします。この決議案をみました場合、儀武、大山、玉那覇の三氏になっております。特に三氏が警察官の増員とかが必要であり、またこの要請決議案に対しまして立法院で審議中の予算において警察当局の増員が見込まれるかどうか。派出所の設置ということになれば当然予算が伴うと思いますが、そういった政府との折衝は如何なる方法でやっているのか伺いたいのであります。

○大山盛幸君

予算措置の問題は現在のところ先程説明申しあげました通りまだとられてないが補正予算ではとれる可能性が十分にあるという警察当局の係りの御見解でございまして、それで早急にこの案を出せば補正予算においては必らず獲得出来るもんだと思います。なお三名については本当に失礼だと思います。陳情者から三名と頼まれたので三名の名前にしたわけでございまして別に同時に名前をあげることには絶対に反対するものではございません。ただ提案を早急にするために長たらしく出来ませんのでその点を一つおゆるし願いたいと思います。

○久高友敏君

よくわかりました。この問題につきましては当然地元民からつまり、首里地域住民からその辺の状況なんかを綿密に調査して当然政府に地元から経過を通知しじかに地元から政府にお願いして政府が当然那覇市に市有地の無償譲渡とかの契約が行われる段階を踏むべきだと私は考えます。当然市有地の譲渡とか処分についてはこれは額にもよりますが、こういった数十坪の場合には、当然那覇市長に文書でもってやるべき筋のものであると思います。地元民が警察が強化される事を必要とするならばその筋の警察署に或は立法院に陳情すべきが筋が通るんではないか。ところが那覇市会において、こういった決議案を拒むわけではありませんが、もう少しやり方があったんじゃないかと思いますが提案者としてはどう考えますか。

○大山盛幸君

区域面につきましては先程お話し申しあげました通り切実な問題であったようでこれは通り会の代表者が、この陳情をすることについて、警察当局にお願いしてジカにあたっていないようでございます。警察当局としても土地さえあれば予算化し、早急に実現を図って陳情者の要望に応えようという意向のようであったのでございます。警察当局としても土地を探すようなことは出来ぬと陳情者にお願いしたようでございます。それで陳情者も個人有地をいろいろ折衝したわけでございますが、どうしても個人有地の獲得が出来なかったようでございます。さしあたって何とか当局の方で講じられるのを待っている矢先、埋立地の問題が出たのでこれをあてにしたようなわけでありまして、おっしゃる通り警察当局のほうから市の方にこういうような譲渡をしてくれと陳情して貰う事も考えられますが、何しろ警察当局としてはこのような埋立地があるという事も解りませんし、警察当局とお互いの話合の中から、こういうふうな過程を経て是非議会議員の協力を得てこの問題を促進するには最も力があるというような御見解があったのであります。

○石原昌進君

決議案につきましては只今大山議員から詳しく説明があり、更に久高議員のその意に応えて十分質問があったというのも解っております。まことに時宣を得た決議案と考えまして提案者に対して敬意を表するものであります。

本員も首里における最近の不良団の跋扈やあるいは盗難事件が頻々として起っております。本員は全議員の賛成を要請しまして質疑を打切り討論を省略しまして採決に入っていただきますよう動議を提出いたします。

（「賛成」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

動議は成立しております。只今の動議の通り取計うことに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め質疑を打切、討論を省略いたしまして採決に入ります。本決議案につき原案通り承認することにして異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

万場一致賛成のようですから原案通り可決決定いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第四、那覇市行政区画整理調査委員会設置条例について、総務財政委員会の審査報告を願います。

○大山盛幸君

日程第四の那覇市行政区画整理調査研究委員会設置条例について、審査の経過並び結果の御報告を申しあげます。本条例設置の理由は去る三月の定例議会において、議会より決議案として提出した那覇市行政区画整理調査研究委員会設置方要請に答え当局から提案されたものであり、内容は市長の諮問機関で議事運営は合議制となっているのであります。

論説の焦点は委員会の構成委員数の配分と臨時委員の委嘱にあったのでありますがこれに対し活発なる質疑討論がなされたのであります。結論といたしまして現在那覇市の雑然とした区画を早急に整理するには原案の学識経験者三名では少なさすぎる。学識経験者は広く市民から人材を求めて、委嘱して貰う意味から六、六、三の委員構成を五、五、五に改めるべきだとの全員の意見により御手許に配布いたしてあります委員会の審査報告書の通り当局の訂正を認め原案を承認いたした次第であります。

宜しく御審議の上各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の委員長報告に対し質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

質疑ないと認め討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では討論を省略して採決に入ります。日程第四につきましては委員長の報告通り原案を承認することに異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

多数御賛成のようですから原案通り可決決定いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第五、泊港湾管理使用条例の一部を改正する条例について総務財政委員長の審査報告を願います。

○大山盛幸君

日程第五の那覇市泊港々湾施設管理使用条例の一部を改正する条例について委員会における審査の経過並に結果につき御報告申し上げます。

改正の理由といたしましては三月の定例議会において議会から別表中の事務所七百円以上、店舗千四百円以上と夫々改正し競争入札で貸付けするようにとの強い要望がありましたのでその主旨に沿って今回その改正を提案いたしたとの事であります。論議の焦点は店舗賃貸料千四百円の額にあったのでありますが、その算定の基礎は那覇港ターミナル内の売店を基準にしてその額を定めたいとの事であります。所で現在の泊港においては船舶の出入並びに特に送迎等の統計資料から勧案して那覇港と比較にならぬ程の数字を示してをり、従って売店の売上が那覇港以上に上昇することは十分考えられるのであり那覇港の売店を基準に妥当性を欠いており千四百円では安すぎる。又工事請負契約条例に依ると公入札でなくとも随意契約も出来ないのであるが、その取扱いについては如何様な措置をするかにあったのであります。これに対し当局の説明によりますと日本では一般使用料と占有使用料の二つの方法があって横浜、神戸においては条例で定額になっておるが占用使用料は本質的には賃貸借と何等変りはないので増額しても差支えはないと辨明がなされたのであります。

それで委員会においては当局から提出された訂正案について慎重審査いたしました結果店舗千四百円以上とする事、及び附則の公布の日を一九五八年七月一日に改めることの当局の訂正案を認め第二項については既に委員会においてその態度も決定している関係上認めることは出来ないので第二項を削除した次第であります。結論といたしましてお手元に配布いたしてあります委員会の修正案通り、これを承認したわけであります。よろしく御審議の上各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の報告に対して質疑に入ります。

○宮里敏慶君

このポートターミナルの売店千四百というのは安い。

月千四百円というふうになっていろいろ問題を惹起しておりますが新聞にもこの売店の許可について不正事件があるというふうに発表しておりますし、那覇市議会でも売店のことについて不正事件説から市の職員を何とか処置してくれという陳情も出ております。市長はこの不正事件の真相について調べた事があるかどうかおたづねいたします。市長さんは適材適所に登用するための人事を断行してうんぬんとおっしゃっておられますが、不正事件が事実であるとすればその職員を処理する意志があるや否や承りたいと思います。

○市長（兼次佐一君）

只今の問題につきましてはそういったような陳情書が議会に出されているという事を非常にビックリいたしまして早速総務部長ならびに港務所長を呼びいろいろ事情を聞きましたら陳情されている事実とは相当相違する問題であって結論において決して不正な行為がなかったという事が解ったのでございます。

しかしながらかような不評がたてられたという事につきましては誠に残念でございますが幸いにして不正事件としてとり上げられるような事でなかったという点を十分に認めまして今後はさような疑惑を持たせる行為のないようにつとめてゆきたいと考えております。

（「進行」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では質疑を打ち切りまして討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では討論を省略して採決に入ります。

○議長（高良一君）

日程第五、泊港港湾施設管理使用条例の一部を改正する条例については委員長の報告通り承認することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

多数御賛成のようでありますからさよう可決決定いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第六、那覇市都市計画委員会設置条例の一部を改正する条例を議題といたし、総務財政委員会における審査の経過並に結果について報告願います。

○高良清二君

昨日と同様委員長がいささか疲れているようでありますから代りまして私が審査経過の報告を申しあげます。日程第六の那覇市都市計画委員会設置条例の一部を改正する条例について当委員会における審査の経過並結果につき御報告申し上げます。

本議案改正の理由は一九五〇年六月に制定された那覇市都市計画委員会設置条例は未だその活用をみるにいたらなかったが首都建設法の立法化に伴い同法の規定に基き、琉球政府内に首都建設委員会が設置されその委員である市長の諮問に応じ又市長に建議する機関として委員会の活動を活発にし広く各階層からの意見を聴する意味から委員数を定める外同条例の一部を改正したいというのであります。本議案の論議の焦点も先に報告いたしました那覇市行政区画整理調査研究委員会設置条例と同様学識経験者は広く市民から人材を求めて委嘱して貰うため原案の六、六、三の委員構成を五、五、五とする外皆さんのお手許に配布いたしてあります当局の訂正案を認め全会一致訂正案通り承認した次第であります。宜しく御審議の上各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の委員長報告に対し質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

質疑ないようでありますから討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では採決に入ります。日程第六、那覇市都市計画委員会設置条例の一部を改正する条例につきましてはこれを原案通り承認することにして御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

多数御賛成のようですからこれを原案通り可決決定いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第七、那覇市財産条例についてを議題といたし、総務財政委員長の審査報告を願います。

○高良清二君

日程第七の那覇市財産条例について委員会における審査の経過並に結果につき御報告申し上げます。改正の理由といたしましては現行条例の市有財産の取得管理及び処分条例について条例で定める事項と規則で定める事項とが判然としないようであり、例えば契約条例の手続き入札等といったようなものは一つの手続であって、これは規則で定めるのが妥当だと思料されるし、現行の工事その他の請負条例第十六条の規定は運用上において非常に矛盾する所があり、最低価格八割以上のものをもって落札といった点は契約の原則から反するような所があると考えられるし、尚市町村自治法の百四十六条の第二項及び百七十五条の第二項の規定はそれぞれ第一項と同じように財産管理契約の関係条例の目的或は適用範囲に従って制定するのが妥当と思うし又財産の取得管理及び処分条例第五条の規定で財産の取得は総て一般的社会通念からして寧ろ積極的に求めるべきであるのにこれを取得するのに制限がなされており、そういった面も検討すべき余地があるのみではないかという考え方から現行条例を全面的に改廃したいと思い提案したとのであります。それで委員会においては審査の慎重を期する意味から逐条審議をいたしたのでありますが、なにしろ本議案は法的な問題その他いろいろ解釈上の疑義等もあって会期も差し迫っている現状からこれを二、三日で処理することは到底不可能なことでありますので審議未了のまま継続審査することに全員意見の一致を見た次第であります。以上簡単に中間報告を申し上げ、各位の御承認を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の委員長報告では慎重審議するために本案を継続審議したいということでありますが左様取計うことに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め日程第七那覇市財産条例につきましてはこれを議会閉会中継続審査をなさしめる事に決定いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第八、那覇市契約条例について総務財政委員会の審査の経過を報告願います。

○大山盛幸君

日程第八那覇市契約条例について御報告申し上げます。本議案も継続審査の議決をした那覇市財産条例と同様法的な問題その他いろいろ疑義な点もありますので慎重に検討いたしたいとの全員の総意により、継続審査の議決をして頂くことに決定いたした次第であります。宜しく御取計いの上各位の御承認を得たいのであります。

（「これも同様に継続審議でいいでしょう」と呼ぶ者あり）

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないようですから日程第八、那覇市契約条例につきましても議会閉会中継続審査をなさしめることに決定いたします。

――― ○ ―――

○大山盛幸君

動議を提出いたします。日程第七、第八の那覇市財産条例及び那覇市契約条例は当局からこの本会議中に是非処理できるように努力願いたいというようなたっての御要望もございますが、さきほど中間報告で申しあげました通り日程の都合でどうにもならずに継続審査という形でこれを中間報告をしたわけであります。この条例を当局の要望を取り入れ是非会期中に処理するためにどうしても会期延長をしなければならん。

なお会期の延長については他の委員会においてもつとめて今会期中処理する方がよいというような案件もあるようでございますけれども会期延長の動議を提案したいと思います。大体の案を申しあげますと、本月の会期を今月の十日までに会期延長をする。第一案は明日を本会議それから八日までの六日間休会、各委員会で審査する。九日、十日を本会議、第二は二日、三日本会議五日間休会、八日、九日、十日本会議この二つでございますのでその件を議長の方からお諮り願いたいと思います。

○議長（高良一君）

それでは意見調整のため暫く休憩いたします。

（午前十二時十分　休憩）

（午前十二時十七分　再開）

○議長（高良一君）

再開いたします。只今の第一案では明日本会議にする、それから三日から八日まで五日間を休会、それから九日、十日に本会議を開く。第二案は二日、三日を本会議とし、四日から八日まで五日間休会、九日、十日を本会議とするという事であります。

（「第一案賛成」「第二案賛成」と呼ぶものあり）

それと本日はこれで散会して明日十時から本会議を開きたいとの事であります。

（「第一案に賛成」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

只今の会期延長の動議をお諮りいたします。

会期を九日間延長いたしまして明二日まで本会議を持ち三日から八日まで休会して委員会の付託案件の審査をやりそれから九日、十日と本会議を開いて議会を終了するという第一案に賛成の方挙手を願います。

（「賛成」と呼ぶもの多数）

○議長（高良一君）

多数御賛成と認めます。よって左様に決し、明日は本会議を開催し三日から八日までの五日間を休会とし、さらに九日、十日に本会議を開催することとし、本会期を九日間延長することに決定いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

尚本日はこれを以って散会いたしたいとの事であります。

お諮りいたします。左様に取計って御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認めます。よって本日はこれをもって散会し明日二日午前十時本会議を再開することにいたします。

（午前十二時二十分散会）
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一、本日の会議を行った場所　市会議室

一、出席議員氏名

 
 
  	議長
  	高良一
  	議員
  	高良清二
 

 
  	副議長
  	渡口麗秀
  	同
  	糸数昌剛
 

 
  	議員
  	久場景善
  	同
  	大山盛幸
 

 
  	同
  	平良真次郎
  	同
  	上原文吉
 

 
  	同
  	渡口政行
  	同
  	比嘉朝四郎
 

 
  	同
  	森田孟松
  	同
  	宮城実
 

 
  	同
  	儀武息睦
  	同
  	具志清裕
 

 
  	同
  	金城武一
  	同
  	金城重宣
 

 
  	同
  	仲尾次盛夏
  	同
  	黒潮隆
 

 
  	同
  	仲松庸全
  	同
  	浦崎康華
 

 
  	同
  	石原昌進
  	同
  	備瀬知良
 

 
  	同
  	金城賢勇
  	同
  	新垣松助
 

 
  	同
  	玉城正次
  	同
  	金城幸信
 

 
  	同
  	大城清徳
  	同
  	儀間真祥
 

 
  	同
  	宮里敏慶
  	同
  	屋慶名政永
 

 
  	同
  	瀬名波栄
  	同
  	真栄田義晃
 

 
  	同
  	玉井栄次
  	同
  	久高友敏
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一、市当局より参与せる者の職氏名

記

 
 
  	市長
  	兼次佐一
  	衛生課長
  	比嘉政謙
 

 
  	総務部長
  	仲原英通
  	労務課長
  	喜瀬慎太郎
 

 
  	財政部長
  	義永栄善
  	真和志支所長
  	富山嘉仁
 

 
  	建設部長
  	松根稔
  	小禄支所長
  	神山孝標
 

 
  	水道課長
  	国吉長成
  	首里支所長
  	伊波広定
 

 
  	都計課長
  	知念英五郎
  	泊港務所長
  	山里将和
 

 
  	土木課長
  	安里一郎
  	消防隊長
  	具志清一
 

 
  	建築課長
  	水間平
  	財政課長
  	崎浜国宏
 

 
  	区画整理課長
  	永山政徳
  	出納課長
  	平田弦子
 

 
  	総務課長
  	阿波連本平
  	税務課長
  	普久嶺則明
 

 
  	勧業課長
  	渡久地敬正
  	徴税課長
  	仲里徳男
 

 
  	戸籍課長
  	真栄里思温
  	社会課長
  	野村安彦
 




一、事務局出席者


 
  	局長
  	友寄隆次郎
  	書記
  	新垣襄二
 

 
  	書記
  	新垣繁
  	同
  	湧川朝興
 

 
  	同
  	山城正信
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一、会議録署名人


 
  	一九五九年十月十九日
  	
 

 
  	四番議員
  	比嘉佑直
 

 
  	一九五九年十月十四日
  	
 

 
  	四四番議員
  	久高友敏
 

 
  	一九五九年十一月二十五日
  	
 

 
  	議長
  	高良一
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一九五八年七月二日

午前十時十五分開会

○議長（高良一君）

開会いたします。

本日の出席二十六名欠席十六名で議会は成立いたしております。それで口頭をもって三十七番浦崎議員と十九番大城議員が病気のため欠席するという連絡がありましたから特に申添えておきます。

では只今から本日の会議を開きます。

諸般の報告を申し上げます。

七月一日附那総々発第三〇〇二号をもって市長から議長宛那覇市行政区画調査研究委員会設置条例に基づく委員の推薦について同じく那覇市都市計画委員会設置条例に基づく委員の推薦について夫々の文書が参っておりますので書記をして朗読報告いたさせます。

（三十二番議員出席）

○書記（新垣襄二君）

那総々発第三〇〇二号

一九五八年七月一日

那覇市長　兼次佐一

那覇市議会議長高良一殿

那覇市行政区画整理調査研究委員会設置条例に基づく委員の推薦について

那覇市行政区画整理調査研究委員会設置条例第三条により委員として議会議員の中から五名選任することになっておりますので推薦方依頼いたします。

――― ○ ―――

那総々発第三〇一三号

一九五八年七月一日

那覇市長　兼次佐一

那覇市議会議長高良一殿

那覇市都市計画委員会設置条例に基づく委員の推薦について

那覇市都市計画委員会設置条例の第三条の規定により議員の中から委員五名を選任することになっておりますのでその推薦方を依頼いたします。

○議長（高良一君）

只今朗読いたさせましたとおりであります。本件につきましては後刻議題といたし、それぞれお諮り願うことにいたしますから左様御諒承願います。

次に本日附を以って一番議員久場景善他議員二十四名の連署を以って議長宛安里川河川上流の護岸及び浚渫工事の早急実施要請について決議案の提出がありましたのでその写を印刷の上お手許に配布いたしました。本件につきましても後刻議題といたし御審議願うことにいたしますから左様御諒承願います。

（三十一番議員出席）

○議長（高良一君）

本日の議事日程は印刷の上お手許に配布いたしておきましたからそれによって報告に替えます。

――― ○ ―――
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議事日程第九号

一九五八年七月二日午前十時開議


 
  	第一　移転に伴う借地料免除について
  	（市長提出議案第二十六号）
 

 
  	第二　土地所有権の和解について
  	（市長提出議案第二十七号）
 

 
  	第三　財産の売却について
  	（市長提出議案第二十八号）
 

 
  	第四　市有地の無償貸付について
  	（市長提出議案第二十九号）
 

 
  	第五　水道事業の指定について
  	（市長提出議案第三十七号）
 

 
  	第六　那覇市水道事業の基本計画について
  	（市長提出議案第三十八号）
 

 
  	第七　公有水面の埋立について
  	（市長提出議案第二十四号）
 

 
  	第八　区画整理那覇第一地区辻工事区内の公有水面埋立について
  	（市長提出議案第三十号）
 

 
  	第九　区画整理那覇第一地区若狭工事区内の公有水面埋立について
  	（市長提出議案第三十一号）
 

 
  	第十　一九五九年度那覇市歳入歳出追加予算
  	（市長提出議案第四十二号）
 

 
  	第十一　一九五九年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出追加予算
  	（市長提出議案第四十四号）
 

 
  	第十二　一九五八年度予算の繰越について
  	（市長提出議案第四十五号）
 

 
  	第十三　一九五八年度予算の繰越について
  	（市長提出議案第四十六号）
 

 
  	第十四　区画整理区域の変更について
  	（市長提出諮問第三号）
 

 
  	第十五　公有水面埋立免許申請について
  	（市長提出諮問第四号）
 

 
  	第十六　都市計画埋立面積増加計画について
  	（市長提出諮問第五号）
 

 
  	第十七　公有水面埋立免許申請について
  	（市長提出諮問第六号）
 

 
  	第十八　収入役の選任同意について
  	（市長提出議案第四十三号）
 

 
  	第十九　バスターミナル用地内の市有地譲渡方について陳情
  	（建委員会審査報告）
 

 
  	第二十　塵芥汚物焼却設備早期実現に関する決議案
  	（二番議員平良真次郎他十三名提出　決議案第七号）
 

 
  	第二十一　日本政府の援助金要請に対する議会代表派遣について
  	（二十一番議員瀬名波栄発議）
 

 
  	第二十二　那覇市行政区域整理調査研究委員会の委員選任について
  	（議長発議）
 

 
  	第二十三　那覇市都市計画委員会の委員選任について
  	（議長発議）
 

 
  	第二十四　国民体育大会沖縄選手団派遣補助費について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第二十五　泊港々湾施設使用の時間延長について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第二十六　奥武山区民からの移動費支給代替地貸与の早期実現について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第二十七　傷痍軍人会那覇支部運営費補助金交付方について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第二十八　補助金交付方について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第二十九　那覇市遺家族会への補助金交付方について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第三十　補助金交付方について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第三十一　那覇地区交通安全協会から補助金交付について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第三十二　泊港ターミナルビル内の売店契約について（第五次）
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第三十三　泊ターミナル内売店経営の公正なる割当について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第三十四　泊ターミナル内売店経営問題に対する再陳情について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第三十五　泊ターミナルビル内売店経営の公正妥当なる割当陳情について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第三十六　泊港ターミナルビル内売店契約について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第三十七　泊港ターミナルビル内売店割当について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第三十八　泊港ターミナルビル内売店契約について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第三十九　陳情の結論明示方について（泊港ターミナル売店）
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第四十　世持神社敷地誤記訂正の件
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第四十一　中央農研所移転指定地買収と取上げ阻止について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第四十二　中央農研所移転用地買収反対について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第四十三　商業高校体育館建設に対する補助金交付方の陳情について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第四十四　水害に依る安里川浸水地域の恒久対策と流失架橋の復旧並びに水害路面の補修方の早期実現方に関する陳情
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第四十五　与儀区八班排水路並びに仮橋改修早期実現方に関する陳情について
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第四十六　三区十五、十六組の区内排水溝設置並びに路面舗装方に関する陳情
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第四十七　若松通り道路舗装方に関する陳情
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第四十八　旧那覇料亭前通り（Ｃ橋）橋梁早期架設方の陳情
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第四十九　通学路排水溝施工並びに工事方の陳情
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第五十　安謝区内東側の安謝校より岡野区に至る道路の改修並びに排水溝設置方の陳情について
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第五十一　三原区より松川小学校への通学路新設促進方の陳情
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第五十二　大道小学校々地に接する安里川護岸及び通学路排水溝設備の陳情について
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第五十三　牧志中央通り排水溝の掩蓋施工方の陳情について
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第五十四　安謝区劇場通り北側の排水溝施工方の陳情
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第五十五　二中前区五班区内排水路改修について陳情
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第五十六　沖縄水産高校西側公有水面埋立免許願同意について陳情
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第五十八　小禄小学校々地購入について陳情
  	（文教厚生労務委員会審査報告）
 

 
  	第五十九　泊小学校附属幼稚園の敷地割当に関する陳情
  	（文教厚生労務委員会審査報告）
 

 
  	第六十　安里川河川上流の護岸及浚渫工事の早急実施方
  	（久場議員外二十四名要請決議案　決議案第十一号）
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本日会議に付した事件

一九五八年七月二日


 
  	第一　移転に伴う借地料免除について
  	（市長提出議案第二十六号）
 

 
  	第二　土地所有権の和解について
  	（市長提出議案第二十七号）
 

 
  	第三　財産の売却について
  	（市長提出議案第二十八号）
 

 
  	第四　市有地の無償貸付について
  	（市長提出議案第二十九号）
 

 
  	第五　水道事業の指定について
  	（市長提出議案第三十七号）
 

 
  	第六　那覇市水道事業の基本計画について
  	（市長提出議案第三十八号）
 

 
  	第七　公有水面の埋立について
  	（市長提出議案第二十四号）
 

 
  	第八　区画整理那覇第一地区辻工事区内の公有水面埋立について
  	（市長提出議案第三十号）
 

 
  	第九　区画整理那覇第一地区若狭工事区内の公有水面埋立について
  	（市長提出議案第三十一号）
 

 
  	第十　一九五九年度那覇市歳入歳出追加予算
  	（市長提出議案第四十二号）
 

 
  	第十一　一九五九年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出追加予算
  	（市長提出議案第四十四号）
 

 
  	第十二　一九五八年度予算の繰越について
  	（市長提出議案第四十五号）
 

 
  	第十三　一九五八年度予算の繰越について
  	（市長提出議案第四十六号）
 

 
  	第十四　区画整理区域の変更について
  	（市長提出諮問第三号）
 

 
  	第十五　公有水面埋立免許申請について
  	（市長提出諮問第四号）
 

 
  	第十六　都市計画埋立面積増加計画について
  	（市長提出諮問第五号）
 

 
  	第十七　公有水面埋立免許申請について
  	（市長提出諮問第六号）
 

 
  	第十九　バスターミナル用地内の市有地譲渡方について陳情
  	（建委員会審査報告）
 

 
  	第二十　塵芥汚物焼却設備早期実現に関する決議案
  	（二番議員平良真次郎他十三名提出決議案第七号）
 

 
  	第二十一　日本政府の援助金要請に対する議会代表派遺について
  	（二十一番議員瀬名波栄発議）
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○議長（高良一君）

では只今から議事に入ります。

（二十三番議員出席）

○議長（高良一君）

日程第一移転に伴う借地料免除について市長提出議案第二十六号を議題として総務財政委員長の審査経過の報告を願います。

○大山盛幸君

日程第一の移転に伴う借地料の免除について委員会における審査の経過並に結果につき御報告申しあげます。

本議案提案の理由は去る三月の定例議会において奥武山区民立退に伴う移転費恵与方の陳情が提出され市町村自治法第六十五条の規定に基き採択された陳情に対し今回当局から本議案の内容を以って措置したい意向の下に提案されてをるのであります。今回の移動対照となったものは八十二世帯立退希望承諾を得たもの六十七世帯で立退者に対しては一萬円を給与するとし、その内容は過去における移動の経緯並びに現在の生活状況を検討した結果逆上って一九五一年四月一日から一九五九年三月末日までとなっておるのであります。これに対し活発なる質疑討論がかわされたのでありますが論議の焦点は当局の今回取られた措置に対しては別に異存はなく賛意を表するのでありますが、飜って議会自体の自律権即ち本議案を議決する場合に本市条例の市有財産の取得管理及び処分条例の第十二条「無償貸付の禁止」と抵触し違法議決となる慮れはないかということについて委員会内においても「違法でない」「違法である」との二つの意見に別れ夫々市町村自治法第三十六条第一項十三号市町村財政法第八条並に市条例第十二条の法的解釈について活発なる意見が交わされたのでありますが結論を得るに致らず政府課にその疑義を問い質しました所、本事件に限り委員会の意志決定がなされ、これを議決するに当って偶々「条例に抵触し、その制肘を受ける場合において瑕疵ある条例と見做して議会の議決により可能なる事は自治法を優先する意味から敢えて違法なる処為とは思えない。私見ではあるが今後尚斯様な事態が発生し疑義を持たれる条文であると思われるならば改正して明文化すべきではないかと思料するという行政課よりの解答があり、これにより了承し、原案を承認した次第であります。

以上よろしく御審議の上各位の御賛同を得たいのであります。

（三十番議員出席）

○議長（高良一君）

只今の委員長報告に対し質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では質疑を省略し討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

討論もないようですから採決に入ります。

○議長（高良一君）

日程第一、移転に伴う借地料の免除について市長提出議案第二十六号につきましては委員長の報告通りこれを原案承認して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

多数御賛成のようですから議案第二十六号につきましては原案通り可決決定いたします。

○議長（高良一君）

次日程第二、土地所有権の和解についてを議題にいたし、総務財政委員長の審査報告を願います。

○大山盛幸君

日程第二の土地所有権の和解について委員会における審査の経過並に結果につき御報告申しあげます。

提案の理由といたしましては那覇市若狭町一丁目三〇二番地の七十一坪一合五勺の内五十四坪を那覇市二中前二百番地渡慶次道正の申立により和解したいというのであり、その和解の証拠は議案説明書の写の資料によってなされておるのでありますが、当局といたしましては和解するに当りその当時の隣接地主並びに借家人からの証拠書類又は戦前の図面と戦後の図面などから具さに実地検証をいたしました結果現在市有地として登録されておる該土地は当時の市有地調査員か、周囲に市有地が有ったために誤認した事が明確になったので和解のため本議案を提出したとの事であります。結論といたしまして本議案に添されてある証明書の資料に基づき十分検討いたしまた結果全会一致本議案を原案通り承認した次第であります。

○議長（高良一君）

ただいまの報告に対し質疑に入ります。

（「質疑」「討論なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では質疑討論ないことを認めこれを省略してただちに採決に入ります。

日程第二土地所有権の和解について市長提出議案第二十七号につきましては委員長の報告通りこれを原案して御異議ございませんか。

（「異議なし」というものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め、議案第二十七号につきましては原案通り可決決定いたします。

○議長（高良一君）

次、日程第三財産の売却について総務財政委員長の審査報告を願います。

○総務財政委員長

日程第三の財産の売却処分について委員会における審査の経過ならびに結果につき御報告申しあげます。

本案は識名霊園納骨堂の新設に伴ない奥武山仮納骨堂の管理人の住宅として使用していた木造セメント瓦葺平屋十二坪一棟は不用になりあまつさえ腐朽しているので今回売却処分したいというのであります。本案につきましては若干の質疑がなされたのでありますが当局の説明からいたしましていまでこそ売却の價値はあるのでありこれ以上放置する場合には売却は勿論のこと周辺の整理上にも支障をきたすものと思料し当局の趣意は十分了承できるのでありますが万一財産の売却処分はしたがその建物に応急措置を加え住宅に改造し撤去せずして居坐りをする不心得者が出ないとも限らないしまたその事例があるようにも聞いておりますので一応慎重を期する意味から撤去するという字句を挿入したいとの当局の訂正を認め、訂正案を承認いたした次第であります。

よろしく御審議の上各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

ただいまの委員長報告に対して質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では質疑を省略して討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では討論もないと認めます。よってただちに採決に入ります。

日程第三財産の売却について市長提出議案第三十八号につきましてはこれを原案通り承認して御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

多数御賛成のようですから議案第二十八号につきましては原案通り可決決定いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次、日程第四市有地の無償貸付についてを議題といたし総務財政委員長の審査報告を願います。

（「二十一番出席」）

○総務財政委員長

日程第四の市有地の無償貸付について委員会の審査の経過ならびに結果につき御報告申しあげます。

本案は那覇地区連合教育委員会より二中健児の塔敷地賃借料免除方の陳情がありその趣旨につき十分検討した結果と思料されるので無償貸付したいというのであります。

本案について考えられますことはこれを無償貸付した場合、自治法第百四十五条の宗教、慈善教育等の事業の利用に供することの禁止規定に抵触しないか、なお都市計画上に支障ないかということが最も大きな疑問とされるのであります。これについて当局の説明によりますと連合教育委員会は勿論宗教団体ではなくなお教育委員会法第二十五条第十五号に社会教育に関する事項もあって社会教育面から検討してみても宗教上の組織をもつものではないさらに都市計画上からも奥武山の公園計画からも何ら支障はないとのことであり全員これを了承し原案を承認した次第であります。

よろしく御審議の上各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

ただいまの委員長報告に対して質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

質疑がなければ討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では討論を省略してただちに採決に入ります。日程第四市有地の無償貸付につきましては委員長報告通り承認して御異議ございませんか

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め議案第二十九号につきましては原案通り可決決定いたします。

○議長（高良一君）

次、日程第五水道事業の指定について市長提出議案第三十七号を議題といたし建設委員会の審査報告願います。

○建設委員長

ただいま議題になりました日程第五の議案第三十七号水道事業の指定について建設委員会における審査の経過ならびに結果について御報告いたします。

本件につきましては十七日の本会議で既に説明がありました通り市町村自治法第百七十七条第二項にあります「市町村長は議会の指定した事業につきその状況を明らかにするため定期に貸借対照表その他必要な書類を作成しこれを監査委員の審査に付しその意見をつけて次の議会に提出しなければならない」とあり議会の指定が必要でありこれによって正式に市の水道事業の経営として市民より責任を負わされる結果になるというのであります。そこで委員会では市民のためこれで正式な公営企業として責任を負わされ経営するということは当を得た処置として認めるがいままでこの指定がなされなかったことに対しただしましたところ従来は自治法第七十七条第二項によって議会の指定したものとしてとり扱ってきたが今回この百七十七条第二項の母法である市町村公営企業法が制定されその第二条に水道事業は市町村の公営企業であるとし第四条ではその基本原則にもとずき議会の議決を経てその基本方針を定めなければならないがその為には自治法の百七十七条の第二項による議会の指定が必要なので提案しているのであり事業としては別段何ら変更するものでないとのことであります。結論といたしましても当委員会としては当然水道事業は指定すべきものだというので万場一致これを原案通り承認いたした次第であります。よろしく皆さまがたの御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

ただいまの委員長報告に対して質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

質疑ないと認め討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では討論を省略してただちに採決に入ります。

○議長（高良一君）

日程第五水道事業の指定について市長提出議案第三十七号につきまして、ただいまの委員長報告通り原案を承認して御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶもの多数あり）

○議長（高良一君）

多数賛成のようですから議案第三十七号につきましては原案通り可決決定いたします。

○議長（高良一君）

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次、日程第六那覇市水道事業の基本計画について建設委員会の審査報告を願います。

○建設委員長

ただいま議題になりました日程第六の議案第三十八号水道事業基本計画について建設委員会における審査の結果について御報告申しあげます。審査にあたり当局の説明を聴しましたところ、本案は議案第三十七号の水道事業の指定に伴ない市経営の企業は常に経済性を発揮するとともに市本来の目的である公共の福祉を増進するよう運営されなければならない、その為には同事業の基本計画を議会の議決を経て定めなければならないとの市町村公営企業法の第四条の規定にもとずき提案されているのであります。本件に関しましてはただいまも申しあげました通りさき程の議案第三十七号水道事業の指定とも関連し、経営の基本計画は法の明示するところにより当然定めるべきであり本議案につきましては当局の訂正案すなわち那覇市水道事業基準計画の中の比較的人口稠密なる地域におけるとあるのを削除して全会一致原案通りこれを承認いたしました。

以上簡単ながら各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

ただいまの委員長の報告に対し議長からお諮りいたします本議案につきましては質疑討論を省略してただちに採決に入りたいと思っておりますがさよう取りはからって御異議がありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

ただいまの委員長報告通り御異議ないと認めただちに採決に入ります。日程第六議案第三十八号につきましては委員長報告通り原案を承認することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では日程第六の議案第三十八号は承認することに可決決定いたします。

――― ○ ―――

○瀬名波栄君

ただいまの議案につきましては当局の訂正したそのままの原案を承認することになったのでありますが比較的人口稠密なるという語が入っているのでそのところから昨日の問題とも関連すると思いますが現在の那覇市の水道課の事業能力これでは十分那覇市一円の給水事業を行うことは非常に困難であります。困難であるということで前条例案とも関連すると思いますところが削除されて市一円にわたる給水事業ということになっておりますがこれに対しては誰しも承知している通りやはりそれだけの事業財力が必要であります。ところが公営企業法が施行されてから半歳以上になるのでありますがまだ施行規則が出されてないのであります。この施行規則は政府が出すべきであります。政府がサボっているのかどうか知りませんが忘れておれば思い出さなければいけませんがまだ施行規則は出されていない、従って公営企業法に基いて水道事業が発展出来ない施行規則がないために規則もできないその他の事業にも支障を来たすというふうになっているようであります、従って本議会の名で政府に対しても立法院に対しても早急に公営企業法の施行規則を制定してもらいたいという要請をしていただきたいということを動議をもって提出いたします。

（「賛成」というものあり）

○議長（高良一君）

ただいまの動議は成立しております。本議会の名において政府と立法院に対していまの動議の通り要請することに御異議ありませんか。

（「異議なし」とよぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認めさよう要請すること可決決定いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次、日程第七公有水面埋立てについてを議題とし建設委員長の審査報告を願います。

○建設委員長

日程第七の議案第二十四号公有水面埋立免許申請について御報告いたします。

本件につきましては当局の議案の説明や参考資料によって明らかにされている通り国場川の埋立てに対する重要なる案件であります。これは真和志が合併前に議会の議決を経て埋立て計画をされたものであるが真和志が那覇に合併になったこんにち最早や別個の政治体として現存しないのでこの計画は那覇市議会の承認を得て申請されるのが妥当と思料されるという内容の文書が民政府から主席あてに来たのでそれに基いて本案を提出したと説明されているのであります。

ところで本議案をつぶさに検討いたしまするにいやしくも地方自治体の独立した当時の真和志議会において議決され正式の手続きを踏んで申請されたものでありこれを簡単に再議決することは議決機関の本質的な面からいって威信の失墜にも関わる重大な問題であり、また合併条件協定書にもあるように真和志で議決された諸問題についてはそのまま継承して実施するという合併条件を無視しこれをくつがえす格好にもなり市民に対し誤解を招くおそれもあり単に民政府から市の理事者が変っているから議決をやり直してもってこいというだけで議決をやり直すということは今後あらゆる面に支障をきたすのではないかと考えられるので当局は合併条件やこんにちまでのいきさつを十分民政府へ説明し理解させる必要があるのではないか、そうすることによって軍の了解も得られそのまま認めてもらえると思うがその点についてもう一度民政府へ折衝してはどうかという委員からの活ぱつなる意見が開陳されたのであります。これに対する当局の説明によりますと民政府へ折衝せよということでありますがおそらく水かけ論におわると思うので次の公文書によって諒解していただきたいというのであります。すなわち一九五八年三月三十一日付工務交通局長より那覇市長あての公有水面埋立免許申請について、旧真和志として申請中であったが都市計画と関連し事業認可については都市計画審議会の議決を得て行政主席の認可の運びとなりましたが埋立て免許については布令百六号により民政官の許可を必要とし「書類審査中」那覇市に合併になりましたのであらためて那覇市として再申請してもらうよう書類は一応返し戻します以上の公文書にもある通り書類審査中に那覇市に合併になっているから議決をやりなおすのが当然なる処置と考えるというのであります。

以上の説明により委員会といたしましてはこれを了承し全会一致本案を承認することに決定した次第であります。簡単ではありますが以上御報告申しあげよろしく各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

ただいまの委員長の報告に対し質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

質疑ないと認め討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では討論を省略しただちに採決に入ります。

○議長（高良一君）

日程第七公有水面の埋立てにつきましては委員長の報告通り原案を承認して異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

多数御賛成のようですから議案第二十四号は原案通り可決いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

日程第八、区画整理那覇第一地区辻工事区内の公有水面埋立てについてを議題とし建設委員長の審査報告をお願いいたします。

○建設委員長

ただいま議題になりました日程第八の市長提出議案第三十号区画整理那覇第一地区辻工事区内の公有水面埋立てについて建設委員会における審査の経過ならびに結果を御報告申しあげます。本件につきましてはすでに本会議でも詳細な説明がありましたように那覇市の現状から土地区画整理の一環として公有水面を埋立て宅地の造成を図り附近の地形を整備し市民の安息所として緑地帯を設定しなお一層の利用度を高めることにより市街地の美化を図りたいというのが提案の理由であります。ところが委員会としては該埋立地の側には戦前から那覇市のシンボルとも称すべき波の上宮があります関係上埋立てによってうける波の上宮の敬神的観念に対する影響も考慮せねげいけないというので詳細の説明は現地において聴することにしただちに現場を視察することにいたしたのであります。視察の結果委員会としては波の上宮の風致上より望ましいことであり埋立ての目的が宅地と緑地に利用されることはかえってよりよき環境をつくり同地域一帯の美化を促進しなおかつこれが費用については埋立て地域内に造成された土地の一部宅地を売却して工事費の一部に充当するとあれば一石二鳥の効果あるものと思料するのでありまして本件に関しましては全会一致これを原案通り承認いたした次第であります。よろしく皆様方の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

委員長の報告に対し質疑に入ります。

（「質疑」なしと呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では質疑を省略して討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では討論を省略し直ちに採決に入ります。

日程第八区画整理那覇第一地区辻工事区内の公有水面埋立につきましては委員長報告通りこれを原案承認して異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め議案第三十号は原案を承認することに可決々定いたします。

○議長（高良一君）

日程第九区画整理那覇第一地区若狭工事区内の公有水面埋立についてを議題とし建設委員長の審査報告をお願いします。

○建設委員長（新垣松助君）

今先のものは南側、これは北側で若狭町となっております。

只今議題になりました日程第九の市長提出議案第三十一号区画整理那覇第一地区若狭工事区内公有水面埋立について、当委員会に於ける審査の経過並びに結果を御報告申し上げます。

審査に当り当局の説明を聴しました処、本来は議案第三十号と同様土地区画整理の一環として公有水面を埋立護岸を築造し宅地として高度に利用する事により風光明媚の波の上宮や都市計画公園たる旭ヶ丘を名実共に観光都市としての景勝地としてその面目を一新せしめ、併せて市民住宅の緩和保健慰安の地として役立たいというのであります。

そこで委員会と致しましては当局の説明丈を聴いて結論を出す事は審査の慎重を欠ぐ惧れもあるので現地調査を行ったのであります。調査の結果、同ヶ所は御承知の通りプールや海水浴場があって附近一帯には売店、その他の建物が建っているが、この計画を実施するに当って、それ等の建物に対する立退きの問題が出て来るが、当局はこの計画を樹てる前に建築物の撤去について居住民と話合った事があるか、という問に対し、その件については該建物が不法建築物であるという事を居住民も良く認識しているし当局が直接話し合った結果からして別にトラブルが起きる様な事はないとの事であります。

以上の説明に依り委員会と致しましては本計画が宅地としての利用増進、都市の美観という点からしても立派な計画であり、工事費についても財源計画案等から検討し、十分実施可能であると思料されるのであります。処で本議案を具さに検討して見るに説明書四の財源計画は予算額六百五十五万円となっているのにその内訳の欄では十万代になっている、この金額は当然百万代になるべきと思うが、これは当局のミスプリントではないかと指摘した所、当局もこれがミスプリントである事を認め次の様に訂正して貰いたいというのであります。

即ち、内訳欄の新たに収得し売却する土地、四十九万五千三百十三円とあるを四百九十五万三千百三十円とし、換地分合により画地として、売却可能地、十五万九千六百八十七円とあるを百五十九万六千八百七十円とし、その合計六十五万五千円とあるを六百五十五万円にそれぞれ訂正し、本議案を全会一致承認した次第であります。以上簡単に御報告申上げ各位の御賛同を得たいのであります。

○議長(高良一君)

只今の委員長報告に対して質疑に入ります。

(「質疑なし」と呼ぶ者あり)

○議長(高良一君)

では質疑を省略し討論に入ります。

(「討論なし」と呼ぶ者あり)

○議長(高良一君)

では討論を省略し直ちに採択に入ります。

日程第九区画整理那覇第一地区若狭工事区内の公有水面埋立については只今の建設委員長の報告通り原案を承認して異議ございませんか。

(「異議なし」と呼ぶ者あり)

○議長(高良一君)

御異議ないと認め議案第三十一号につきましては原案を承認することに可決決定いたします。

○議長(高良一君)

次日程第十　一九五九年度那覇市歳入歳出追加予算を議題として総務財政委員会の審査報告を願います。

○総務財政委員長(大山盛幸君)

日程第十の一九五九年度那覇市歳入歳出追加予算について当委員会に於ける審査の経過並結果につき御報告申上げます。

提案の理由としては追加計上した予算額は合併に際して両市議会が新市五ヶ年計画事業として可決した事業については執行者として当然義務を負う訳でありそれに基いて今回予算化して計上したとの事であります。

本追加予算を検討してみると殆ど確固たる目途のつかない民政府特別補助金及び首都建設補助金、及び首都建設補助金起債等を収入財源として編成されて居るのであります。之に対しましては勿論当局も議会も首都たる那覇市の建設面から或は市民福祉と云う面からも大いに努力しなければならない両者に課された今後の大きな問題であり本日是を直ちに処理するのは難かしいので本案はこれを継続審査として九月の定例議会までには目途がつくかも知れないし或はその間に確実な見通しがつけば臨時議会でも招集して貰い是を処理するのが穏当であり、且つ適切なる措置だと思料されるので本件は継続審査することに全員意見の一致を見た訳であります。尚付加えて申上げますが、本案につきましては、直先に当局に質問したのがこの予算の見通しがあるかどうか、一億五千万円の見通しがつくかどうかという様な問題でありましたが当局のこれに対する答弁は今のところ目途がつかないという様なご回答でありました。こうなるとこの審議は出来ないぢゃないかという様なことになりまして休憩中にいろいろと話合ったのでありますが、この案は否決にするか継続審査にするかといういろいろの話も出ましたが結論として本議案の追加予算は一応市当局もこの依存財源の護得に努力して早急にその目途をつけなお議会としても都市計画の進捗を図る意味において協力して早急にこの解決を助ける様に努力しなければいけないのじゃないか、そういう面に於いてこの議案は議決するのを待って一応継続審査というふうにしようということになり総務財政委員会では全員これを一致して九日までの会期の延長ではございますが、この範囲内ではとても解決出来ませんので議会閉会中の継続審査なさしめる様重ねてお願いいたしまして皆様方のご賛同を得たいと思います。

(「異議なし」という者あり)

○議長(高良一君)

委員長報告通り慎重を期するために継続審査をするということでありますが慎重な審議を要するので休会中でも継続審査をしていきたいという様な報告でありますが左様に取計って異議ありませんか。

(「異議なし」とよぶ者あり)

○森田孟松君

市長提案の四十二号議案の財源の見通しにつきまして只今総務財政委員会から説明がありましたが、委員会といたしまして当局の方に財源の見通しについてはどの位の見通しが付いておるか具体的にいろいろお聴きになったことがございますから只今の説明からすると漠然としておる様であり、ハッキリしないのであります。私としては漠然とした当局の返答の様に聞きとれるのですがその辺につきましては委員会としては当局の見通しについてお話合いになったか、今少し具体的に説明をお願いしたいと思います。

○大山盛幸君

この問題につきましては総括的に財源の護得問題について当局と話合ったのでありますがその内部の検討については余り必要がないと言って具体的な質問なんか致しません。財源の見通しについては、今のところ目途がつかないというので早急にこれは審議する必要はないという様な結論になった訳でございます。

○森田孟松君

然らば委員会といたしましては当局が見通しもつかないこの予算を如何なる方法で継続審議するというお考えですか。

○大山盛幸君

先程も申上げました通り当局も早急に特別補助金の護得に努力しなおこの面につきましては政府の方でも首都建設に対する補助金の問題もここ二ヶ月に或る程度目途がつくんぢゃないかというような事も解っておりますのでその筋にも努力しなければならんし銀行の起債の問題についても努力しなければならんという事で当局もその点について充分努力するといっております。

なお議会においてもこの依在財源の護得については、努力していて共に依存財源を護得することについて追加議案を早急に審査したいとなるべくならなば九月の定例議会においてこの問題が充分に審査出来る様になるという一つの見通しはつけておる訳であります。若しそれまでにその見通しがつきましたり或いは臨事議会でも出来るんじゃないかと思います。

今のところ九月の定例議会まではその見通しをつける様に共に努力するというふうに話合っております。

○森田孟松君

最初の市長の説明では財源の見通しはつきかねるというお答えの様に私伺っておりましたが財政部長の見解も左様に聞いたのでありますが何時かの新聞紙上によりますとこの追加予算につきましては正副議長その他正副委員長が見通しもつかない予算は一応当局として見通しのつくまでこれを保留して頂きたいという申込みに対して部課長会議を開いたりして見通しがあるという見解に立ってこれは保留は出来ないというふうな態度に決ったと新聞に出ておるのを私見た覚えがあります。当局といたしましてそのいろいろな情況の変化その他見通しがおつきになったかどうか又財政部長が言われた様にその辺について市長さんの御弁をお願い致します。

○市長（兼次佐一君）

お答え申上げます。この議案が継続審査として本会議で解決の見通しがつけられない様な状態になって只今問題となっておりますので後刻市長の立場から希望を申上げさせて頂きたいということを只今事務当局を通じて申出たことでございまして従いまして森田議員のご質問には私にとって希望を申上げ様と思っていた考えと併せてお答えいたしたいと思います。この議案が架空の予算であり又ハッキリ予算であるとキメツケられておられる方もいらっしゃる様でございますが然らばこの追加予算に対しまして今問題となっているところの財源の見通しということについてお答え致します前にこの予算の組立てに当って如何なる数字の基礎をどういうところに求めたかという点を御説明申上げたいと思います。

先ず民政府からの補助金として計上いたしてあります。三、八〇〇万円という財源の基礎は何處においたかという事がございます。

御承知のとおり米国民政府は那覇市に対して返済を要しない那覇市の復興事業資金として八、七〇〇万円を交付するという正式の指令を出しておられるのでございます。

この指令が忠実に実施されまして先の当間市長時代に既に四十四数百万円の資金が交付され、それによって多くの都計事業は進められ且つ完成している現状であります。然るにその後瀬長市長が出ました時の政治的情勢の変化によりまして民政府は那覇市に対する今申上げました特別補助金を中止するという補助金に変ってこれがストップされたのでございます。然し乍ら民政府当局から当時の瀬長市長に対して即ち、那覇市の市長に対して先に出された指令の八、七百万円の中既に交付済みになったものの残りの額はもう出さない中止するという公式の指令は出されてないのであります。従いまして一旦文書を以って那覇市に与えるといったあの返済を要しない資金を一時中止になったけれども永久に之が打切られたと解釈することは賢明なる当局並びに議会のとる立場ではなからうという見解に立っております。如何なる事情があったかは知りませんが、一時打切られたところの特別補助金は　に思いつきのポケットマネーとして出されたものではない米国民政府の最高責任者の立場から指令を以って那覇市に出されたものであります。この資金が仮令一時中止になっても八、七〇〇〇万円の差額に達するものであって援助を与えて貰えるという見解に立っておる訳でございます。従って三、八〇〇万円の財源の基礎は八、七〇〇万円から引いた交付済みの金額額と更に後で説明する東江市長時代に一部解除になっ五六〇万円を差引いた残額の金額でございまして架空の数字ではないことを御了承願いたいと思います。次に同じ民政府関係のからの財源として五六〇万円のあの予算の上においては繰越しとなっております。あの五〇〇万円余のあ繰越金は既に皆様ご承知の通り東江臨時市長時代において口頭をもって具体的な解除に対するところの特別補助金を交付するから事業を開始せよという責任ある人の口頭指令によって行われており現実にこの工事は完成し、そしてこれに要する資金は支出されておるのであります。従いまして責任ある米国民政府が責任ある那覇市長に対して具体的に補助金を指令して工事を完成させた以上はこれに要した資金の交付というものをなさなければならんということは火を見るより明らかであります。従って五〇〇万円が与えられるとして繰越金に計上してある次第であります。次に琉銀から借入れようという融資いわゆる市債の三千数百万円のこの中の五〇〇万円余は既に起債認可になり一部融資されその残りとなった睦み橋、前島間の道路に要するところのあの資金の差額と今先可決して頂きましたところの国場川の埋立に要する二、七〇〇万円の埋立資金その方針が起債としてあの予算の歳入の面に表われておるのでございます。これまた融資は那覇市にしないと言ってはおらないのであります。一時融資の打切りにはなったがあの打切りになった箇所に残ったところの睦橋前島間、それに議決になったところの国場川の埋立ては起債によりなさなければならないということがあの追加予算に予算化されております。国場川の埋立の必要性を埋めるならば同時にこの埋立事業を為すという予算が伴うべきであるということは今更申し上げるまでもなくその必要性を認めて可決になった議案を具体的な事業を行っていく上の予算化したのがあの追加予算でありこれは起債になる財源を持つとこの起債が果して得られるかどうかということにつきましては返済能力いわゆる受けた融資に対する償還能力を有するかどうか。有しないかにより融資をするしないかは決定付けられる筈であります。今までの様に　に市長が独自でもって起債をする市長が何かであるかといって那覇市には融資しないといったこういった政治的暴力の政治は今後はあり得ないと信じておるのであります。

従いまして琉銀が直ちに沖縄全県民の福祉の為のいわゆる国立的銀行の性格からして償還能力を有する那覇市へ融資可能を認めて計上したのがあの起債でございます。

琉球政府に仰いでおります。七、〇〇〇万円の数字の基礎は何であるか、これは追加予算総額の約五割に相当する金額でございます。この五割の算定基礎はどこからもって来たかと言いますと、日本々土に於ける普通の場合の都市計画に対する政府の補助金が五割と義務付けられております。この様な場合即ち戦災復興都市の事業に対しては九割を政府は補助しておるという事実であります。これからいたしまして首都建設法に義務付けられている琉球政府は予算のゆるす範囲内に於いて補助を与えるというこの明確を欠いたところの規定にその費用の金額のせめて五割は負担して頂きたい、その五割は負担すべきものであるというのが即ち七、〇〇〇万円の歳入の算定基礎をおいておるのであります。以上申し上げたのが架空予算といわれ、ハッキリ予算といわれている数字の算定基礎でございます。更にこれを予算化したところのその考え方が以上の様になった事をご諒承願いたいのでございます。更に然らばこの民政府琉球政府からお供りしてくる補助金又は融資の矛盾これは財政法に示された厳格なる文字をもってゆけば予定しないところの金を予定しない財源を予算化するということは当を得ていないかもしれない然しこれは状勢の場合におけるところの予算の編成にあたっての事であります。今日の那覇市の場合は一旦与えられた補助金が打切られたという事実、首都建設法は準備されているが何ら義務付けられたところの与えられないという現実、更に償還能力の範囲内に於いて融資しなければならないにも拘らず打切られているという冷厳なるこの事実のに立っておるが故に常態の場合であり得ないと言える訳であります。この常態である際にあたりましてこれを予算化し市民の幸福と福祉を同様に希って努力する当局と議会が一体となって常態に戻していく物に努力して頂くその具体的な現れを予算の編成により示そう、これ以外には何らの考えも持たない市民のために与えるといったところの補助金をやって貰いたい琉球政府に義務を充分に果して貰いたい。

琉球銀行に対して公債なく貸付けをして貰いたい、これは那覇市民が選んだところの四十二名の議員更に市当局が一体になって常態に帰すべきマッシグラに進めるべくそれ迄の予算化でございます。以上申上げましてなるべく出来るならばこれを閉会中の継続審議にもってゆかずに出来る事ならば今会期中に再検討され慎重にご検討されて可決して頂ける様にお願い申し上げる次第であります。

○真栄田義晃君

この追加予算の組んだ数字の基礎については只今市長からいろいろ説明がありましたがその点についてもう一つ市長におたずねしたいとこう考えております。それは一昨年六月十七日の那覇市会において瀬長市長の不信任を出された訳でございます。その場合の経緯を申し上げますと、当時いわゆる「二日会」の中の六、七名のメンバーは不信任に賛成しなかったその理由はその当時の方々の理由は市長が琉銀から (新聞にもいろいろ出ているが)打切りになった補助金や或は起債を見込んで計上してあるこの件についてこれは正式の取消しがな限りは、これは削ることが出来ない、その予算を組めないという訳にはいかないというのが不信任に反対した理由であったのであります。二月十七日の市会に臨む前に当時の仲井真元楷議員が資料をもっておりまして、その書類には琉銀総裁の署名がございます。琉銀総裁からの文書につきましてこれの内容は、今持っておりませんので唯趣旨だけを説明申上上げます。琉銀のとった融資ストップの措置こういったものは適正妥当であるという意味の民政官の書簡の写しがそれであったのであります。

これが出て参りましたので当時不信任の理由がないと言って頑張っておりました「二日会」の六、七名の議員も出席しないという事がハッキリして不信任に踏切ったのであります。この当当時のいきさつから考えましてお聴きしたいのはあの当時出て参りました琉銀総裁から那覇市宛の書類、これに基づいて当時の人々が不信任に踏み切ったということは誤りであったという具合に認められるかという事それからもう一つはどうして一般質問の場合にこの予算について、見通しがあるかどうか何故組んだのだ又見通しがあるのかと聞いた時に財政部長のお答えは非常に簡単でありました。「財政の見通しはありません」以上をもってハッキリ予算というのは当然であります。何故その場合にこういった考え方があるならあるという訳でその説明をやらなかったのか我々がこれを批判するのを待って何かの宣伝の材料に使おうとしたのであるがこの点について市長の御答弁をお願いしたいのであります。

○市長(兼次佐一君)

今会期に於いて財政部長長が財源の見通しがあるということに対して「ない」と答えたのがこの予算に対するところの継続審査にもってゆく最も大きな要素となっているようでございます。それらについて財政部長にたずねてみましたところ議会の議員の方々の誘導尋問は実に微に入り細に亘って立派なものであったとそうしてその質問のやり方はまず財源の見通しは当局は建てているかこう質問を受けた時に議を提案してあります以上その見通しは充分もっておりますとお答えを申上げたその時に然らば如何なる書類によって財源の見通しを証明するものがあるかと言われた時それはないと言ったでは今日只今のところ君は財源が得られるということは考えてないかと言った時に只今のところ私にはその見通しがない　こうお答え申し上げたが完全に議員諸公の頭の良さによってやられてしまったという事を言っておるのでございます。

従いまして財政部長といたしましては只今これが見通しがあるかという事は指令をもって多少歳入の見通しがあるという回答であり今先申しましたところ将来において入るべきものであるという点において見通しがないと申上げることではない様であります。従いまして如何様に受取られたにいたしましてもその範囲は以上申上げた通りでございますので若し受取りになった財政部長の答弁の為に間違いがあったら訂正いたし、そして御諒承願います。あの時に具体的に説明を為さずして今日この説明を為すことは批判をさせて何かの宣伝に使おうという意図があったのではないかという御質問でございますが誠に意表外のご質問でございます。少くとも那覇市民の為に選ばれた那覇市長にしても議員諸公にしても議会で通る通らんは第二の問題である。通っても通らなくても私は自分の宣伝の為により有効的な結果を来すならば良いと考える人は恐らくお一人もおられないと思うのであります。若しおられるとするならばその人は忠実な市民の公僕ではない、議員としても市長としても既にその条件を欠いたところの人でなければならないと思うのであります。以上の点からいたしましてあくまでも作り出すというのが私達の本当の考えであって今指摘されました様な宣伝の為に使う等とは、毛頭考えないということをご諒承願いたいと思います。第三番目に琉銀総裁から文書を以ってこの融資を打切るということが市当局に来ているかというご質問でございますが恐らく琉銀総裁の立場に於いて那覇市に対する融資を打切るとするならば、永久に打切る意思があるとするならば正式の文書が那覇市に参ってなければならない筈であります、然し乍らこれを係りの職員に問い質したところ、左様な書類は参っておらないのであります。

○宮里敏慶君

今先の森田議員の御質問に対しまして市長さんの御答弁は如何にも軍の補助金或は琉銀からの起債が止められて軍の補助金もこれは指令によって出されておるから未交付の分は当然出すべきだという義務、琉銀も国立銀行の性格を帯びているから出すべきだと、義務ではありませんが、当然出すべきだという気持ちで折衝すれば銀行でも当然感情に走ってこっちが義務だ、義務だといえば出すべき金も出さないと思います。市長も都市計画に対しては是非必要だといって何辺も頭を下げ折衝しなければ当然銀行は出さないと思います。義務だから当然出すべきだという市長も是非とも頭を下げて那覇市の財源では到底都市計画は進まないから、何辺でも頭を下げる様にして貰いたいと思います。琉球首都建設法に政府は予算の許す範囲内で全額或いは一部を出すべきだというふうに首途建設法に謳われている様ですが、財源の許す範囲ということであれば只文書によって政府に都市計画の援助をして貰いたいということでは到底出来ないと思います。何辺でも政府にあたって那覇市の財源の方はこうなっているという実情を訴えて何回でも陳情をすべきで市長は政府に首都建設法による補助の要請を為されたことがありますか伺いたいのであります。

○市長(兼次佐一君)

おっしゃるように現在の琉球における政治が陳情政治の跋扈であるということを否定するものではないのであります。

従いまして三月の議会においても議員諸侯から一度行ってお願いするのを百度も行って門をたたきなさいという激励をうけまして私は何回となく琉銀、琉球政府、更に民政府に対しては文書をもって出しております。同じ文書を三回も出しているような次第であります。市長が琉銀をはじめ行政府に対する折衝は神経質になった行為であると言う事を認めてもらいたいと思います。一つの具体的例を申しあげますならば、高良議長に対し、バージヤー主席民政官があの一部解除になった工事に対するところの資金は本明日に出すというこの情報をうけとりまして非常に感謝しており一日も早く出してもらうことを希望するという所の文書を差上げております更に具体的にハーバービューの工事、一銀通り、牧志延長線にはこれこれの現情によっていくらの金が掛る、そうして立替えたものがいくらになっていると言うのも二回出しているような次第でありまして、琉球政府に対しましても知念官房長並びに主管部長の御二人と一緒にいろいろ打合せをなし更にお百度参りしているような次第であります。

そういった空気の中から私が感じとられたものは、融資が打切られたり、ストップするものではないと言う、この感じを受けたのでございます、と申しますのは何故に琉球政府は首都建設委員会をこの度活溌に為して今年度予算に補助金を計上しないかこの点について内政局長、知念官房長におたずねいたしましたところ、御両名とも政府の考え方は首都建設委員会が出来、その首都建設委員会によって出来上ったところの建設事業についてはじめて予算化されるものであるが、それはアメリカ民政府から予想以上に仰ぐためのものであると言ったような期待をしておられるのであります。

こういう点からいきますならば琉球政府に義務付けられた予算のゆるす範囲の補助金とは何を基礎に決められるかと言えば、法の根本精神を我々は当局も議会も解釈してかからなければならんと思うのであります。単に那覇市の都計事業をこれから為してゆくから補助金を与えよと言うことによっては、補助金は与えられるものではない、首都建設委員会が構成され、その委員会が開かれて那覇市の首都建設事業の計画をなす場合においても、その母体なるものは、那覇市であって、那覇市においては、いくらの予算を持ってどの様に首都建設事業を行おうとしているか、これがまず委員会に於ける計画事業の基礎にならなければならない筈であります。

従いまして補助金を受けようとする委員会活動を活溌にするためしてもらう立場にある那覇市といたしましては、少くとも自己戝源によって、為し得なければならないものは、起債によって事業を為したいと言う具体的な事実としての予算化が必要であるかないかということにつきましては、今更申上げるまでもないのであります。例えば一億五千万円の建設事業予算が編成された時に始めて五割の七千五百万円、琉球政府が五九年度の初年度に補助してもらいたいという補助金の算定基礎が生れてくるのでありまして、政府も那覇市も一緒になって新たに都計事業をこれから考えていこうというのは、あの法律の持つ根本の精神ではない訳であります。

あくまでも那覇市が主体となり、那覇市の計画に基いていくら程の補助金を与えることが可能か、それは財政の許す範囲内に於て予算の許す範囲内において最大限の補助金の要求が可能であるのでございます。といったような意味から三当局に対しましても充分に折衝いたしますと、琉銀総裁はこう言われました。我々としては、那覇市に対するところの融資についても特別補助金による工事に対する建物検査についても一応那覇市民としてこれを阻むものではない。又これを拒否するものでない。我々の立場は特別補助金に対しては軍の命令がなければならないという事情を知ってもらいたい。

私も那覇市民としてやっているつもりだが、国賊と言われて実に残念である。然し国賊と言われたところで那覇市のためにならないようなことを報復的にやろうという事を考えていないと言う事を誠意を持って披瀝してあられます。この点からいきまして琉球銀行が唯一時或は何かの間違いで報復的な融資の中止が出来たにしても将来そうやっていけるものではないという事がハッキリしております。

従って我々が事業を起す時に自己財源が出来なければ、起債によってやっていかなければならないものは、琉球銀行の起債を仰ぐべきである。その起債をやるからという諒解を得てはじめて予算化することは、常識であります。今常識の点のみに立って予算編成が出きないところに市長としての苦しみが同じ市民として、何がこう為さしめたか、その原因は常態でない。その原因の発端は何処にあるのかという事を考えた時に一つの目標をたてて決意を示してこの隘路を打開してゆく、これに努力してもらい度いというのが、私の考え方であります。

○儀間真祥君

今先市長さんから説明がありました通り、本年度予算について大分話されてありましたけれども、中止の原因は瀬長市長が軍の気に入らないという理由の様でございますけれども、あれは唯あれだけじゃあなくて、結果としては、那覇市民に対する軍からの明らかな挑戦であり、弾圧であったと思っております。次にこの中止された返済を要しない補助について再開するという公文か或は何かの通知があったんですか。ここに二本建の追加予算の中に安謝港或は泊港改修工事とありますけれども、この安謝港というのは、今竣工復活しておりますところの安謝港全部のことを言っておるんですか、それをたずねます。

○市長（兼次佐一君）

安謝港は復活しておりません。従いましてこの予算によって復興するというのが、予算の狙いでございます。更に火葬場から泊に通ずるところの道路は計画事業となっております。この計画事業に対し、政府は補助金を与えるように補助を五九年度予算に編成いたしております。これを受入れて事業予算に編成されております。

○高良清二君

只今議題となっておりますところの追加予算について種々質疑が交わされているようであります。市長の説明や或いは議員の質問の中から感じられますことは、要するに委員会の審査経過の報告については、継続審査させてもらいたいというような御意見のようであります。ところがそれに対しまして市長は今会期中に決定してもらいたいというような要望をつけておるようであります。

その辺から少しく問題が疑義と曖昧な点が出ておるという気がしますが、それをどう我々は重点的に受けとればいいかと言う事について審査をする上に於ける参考になると思いますから、一つだけ市長或は財政部長でもいいからおたずねしたいと思います。

理由はその予算案の殆んどが軍からの特別補助金と政府からの都市計画による補助金、琉銀からの融資三つにあたる外ないのであります。その中の都市計画に基く補助金が説明によりますと七、四五一万六千円というような約五〇％に匹敵する額をあげている説明もありましたし、予算額もそう出ております、その辺で御ざいます。

大体先程申し上げましたとおり、軍の特別補助金、都計法の補助金復金の融資、この三つのうちの特に一点について先程おたずね致します。云うは財政法に基くいわゆる全ゆる資料に基いて、予算の編成をしなければならないと言うような財政法第三条の市民は即ち常態において政治形態の場合における予算の編成でありうるので現状にては特例であるというような説明であります。私は現状における特例において只今政府では琉球政府の予算案として今立法院議会で予算を審議し、まさに開会中でこの予算案の中には、果して那覇市に対して七、四〇〇万円余の那覇市に対する都計法に基く補助金の計上が為されているか、どうか、或は立法院議会において、それ程那覇市に対して関心を持って那覇市に対してこれこれしかじかの補助金をやろうと言うような質疑があるか、どうか。我々は疑問を持つ訳であります。

本員は琉球政府の予算案についてはまだ見ておりませんのでおたずねいたしますが、財政法の精神も幾分汲んで全ゆる資料に基いて予算を編成しなければならないと言うこの精神は仮令特例であろうが、現実において只今琉球政府予算として、立法院で予算審議中であるが、その予算案の中に幾何の予算が計上されているか、御調査になり、或いはお話合になった事実があるか、どうかその政府予算案について御調査になり、七千四百万円の金を計上してありますならば、第三条の精神を汲んであるかと思いますので、これを継続審議をする必要がなければ、或いは今会期中に既決していくという参考になりますので、その辺御当局の財政法の精神特例でもって現実の政府の予算案の状態について説明願えれば、おのずから継続審査にもってゆくべきであるか、或は今会期中に既決すべきであるといういくらかの参考になるかと思いますのでその辺を御説明願います。

○市長（兼次佐一君）

御質問に対しましては、今先の御質問の中にも御答え申し上げました事により、御諒解得られると思います。

折角のお訊ねで御座いますので、繰返して申し上げます。

五九年度琉球政府提案の予算をみますと言うと、那覇市の首都建設法によるところの委員会の費用は計上されていないのであります。補助金の計上がないと言う事について官房長、内政局長にお話を申上げたことは今先説明申上げたとおりであります。

その際に政府のお二人のお答えは、首都建設委員会において具体的に首都建設事業の案が為された時にその場合にこれに要する費用を米国民政府に求めようという御考えのあることが伺われたその際にも相当の額が特別の補助金として民政府からとれるのではないかという見通しは建てておられた、以上によって五九年度予算は計上されていないことを御諒承願いたいと思います。

従いまして、琉球政府の五九年度予算には、首都建設法に基く那覇市えの補助金は計上されていないのであります。然し計上されていないからと言って、首都建設法による補助金を那覇市は五九年度において受けられないと諦らめる立場に立ってはいけないと考えるのであります。これに対しましては、追加更正も出来るので御座いまして、従って那覇市がこれを予算化することによって補助金を交付してもらうための促進になるのであります。

私は、議会議員の那覇市出身の議員は勿論、法を厳正に実施すべきであるという立場に立つ立法院議員は、あの予算審議にあたって、那覇市への首都建設法により、補助金を計上されるということを、政府当局に要請するであろうと考えております。それまでの間、那覇市がこの予算を通過させて頂きますならば、既に那覇市は七千万円を計上しているのであるから、七千万円は今年度予算に計上しなければならないと言って、議会の修正意見を発動して、そうして那覇市への補助金が予算化されるという事を、思いつきの笑い話ではなくなるとこう考えている次第で御座います。

○高良清二君

只今の市長の御答弁で確かにそうであろうと言うことを予想されて、前からそういう風に自己解釈しておった訳でございます。その通り、お答えが出ております。ところがこの追加予算がそうであろうという自己解釈でこれを出しまして、いかんと言う建前からそれをハッキリ市長の方からお答え願った訳でございます。そこから入りますというと、要するに予算案は財政法の精神から少しく普通の状態からはずれているので止むを得ない、その辺はわかります。唯そこにおいていわゆる市長のお答えの中には、当初予算は決してそのままの状態にある性質のものでなくして、いずれも修正或いは追加更正も出来るという風な御考えのもとに立っての御答弁であるようであります。そこで那覇市議会では全ゆる資料によって、予算は編成すべきだと言う、財政法の精神を少し逸脱している、市長がおっしゃるとおり、先に決議して待っておれば、政府は出してくれるだろうというような甘い考え方のもとに、これを議決々定していいかどうかその辺が那覇市議会に於いて、決定するときの態度であります。

曖昧のような気が致しまするが、何故継続審査しては悪いか、本員も継続審査せずして、これが事前に於いて議決されたからと言って出してくれると言う点に於ては、未だ疑問がある、継続審査しておって、こういう風に予算も出ているから、こういう風な事態になると言う熱意を示して、立法院議会や或は行政府に当るもんと本員は思考されるが、市長が即決して戴き度いと言うその気持が少しく相反するような感じがいたしますので、何故継続審査していけないか、その辺の掛引について腹臓のない御意見をきかせて頂きたいのであります。

○市長（兼次佐一君）

財政法の点からいきますと、再三申上げました通り議員諸候のお考えの通りで御座います。

財政法からみたところの予算編成を建前として政治的な含みをもったところの予算であるということを申上げなければならないと言う事は既に御説明申し上げました通りで御座います。

更に追加更正予算ということを申上げましたのは受ける側と与えられる側に立って考えられまするならば、充分御諒承願えるのではないか、単に此処は討論をする意味で申し上げるならば、私のお答えは高良議長さんに申しのべるので御座います。

然しながら那覇市は補助金を受けようとする立場にあり、政府は与えようとする立場にある、その場合に於いて那覇市のこの予算によっては、更正追加によっても与えられるのである。この件が編成をなす場合にあたっての財政論とこの目的を達しようとする場合にあたっての政治的な考え方の相違点からくる訳で御座います。

従ってこれ以上は申上げられないので、以上により御汲取り願い度いのであります。同時に関連いたしますか、しないかは別として琉銀に対しアメリカ民政府に対し、義務付けをして、これを出させるという事は相手を硬化させるのではないかと言う御意見もありましたが、つまり琉球銀行もアメリカ民政府もそのような事からいたしまして、左様な感情によっては決して自己に与えられたところの責任と任務を拒否するものではないという考え方をしているのであります。義務であるから出せと申し上げてはいないのであります。当然出すべきものとしてお願いするために議会も当局も共に一諸になって努力してもらいたいことを繰返して申し上げる次第で御座います。

○宮里敏慶君

琉球政府の予算に都市計画事業の補助金が組まれていないというふうに聞いております。私は最近琉球政府予算書をみましたが、五百万円補助金として計上されています。

この都市計画というのは、那覇市だけではなく、胡差にもあるし宮古の平良市にもあります。五百万円の補助金はあちこちの都市計画事業から、五百万円のうちから折衝によって余計に補助金をもらえると思いますが、その補助金のために今後政府に折衝する意志があるか、どうか

○市長（兼次佐一君）

都市計画事業補助金として五百万円更に水源調査費、そういった様な那覇市の首都建設と相関連するような事業に対する予算は沢山ございます。然し乍ら我々の要求するのは、首都建設法による補助金でございます。

○渡口麗秀君

この追加予算の問題につきましては、先程から森田議員、高良清二議員、その他の議員の方から根本的な考え方について、市長に対して御質問したところ、市長の方でも思い切り、市長としての考え方で、つまり予算編成の基本方針或いはこれに対する予算化の見通しという様な事について縷々と説明がありましたが、私もその点は市長の御気持を充分推察出来るので御座います。ところが、一億五千万円の追加予算を計上してあります以上、どうしても私達議会で、その審議を為す場合においては、その予算が果して今年度において一億五千万円の財源を獲得出来るか、どうかという点について未だ未だ充分な納得がゆかないので御座います。その点につきまして市長が一億五千万円の予算の内どの程度が本年度に於いて出来るだろうか、市長のこの考え方からしますと、充分な御自信を持っておる様な感じを受けるので御座います。何しろ議会で予算を決定する場合には何と言っても、この意見の見通し本年度において、どれだけの事業が出来るかと言う事が、予算編成の場合にも亦、意志決定する場合にも重要な問題となるのでございましよう、その点につきまして一億五千万円の予算計画についてどの位の実現性があるか、いや自信を持っておられるかという事につきまして、尚市長の御答弁をお願いいたし度いと存ずる次第であります。

○市長（兼次佐一君）

只今の御心配は御尤もでありまして、先程から市長と致しましても充分に承知しております。その際にあたりまして然らば、その実現性について、どれくらいは見通しがつくかと言う具体的な問題になりました場合に、先ず民政府からの三千八百万円に対するプラスするところの五百六十万円の方も負けますからいくらいくらは負けますからと言っても予算計上出来ないところのこの事実即ち半額でよろしいからと言って一千九百万円と計上するのが妥当を欠いていくという所の事実更に琉球銀行の起債につきましては最も必要性を認めた国場川の埋立工事を為すにあたっては、二千九百万円余の起債を求めなければ事業の完成は出来ない。その場合にその不足額を自己財源をもって補うことは出来るか、自己財源をもって補う見通しがつかないのでありまして、その差額を起債に求めなければ予算化出来ないという事実更にむつみ橋前島間はすでに、当事業は施行されている、これを今更起債を打切って自己財源で為していこうとしても出来ないのであります。先ず道路を新設するに当って起債に財源を求めると言う事態に若干の疑問点を持つのでありますが那覇市の財政規模からして、止むを得ない事情であったと思う、今日においても、その点に対する情勢の変更はないのであります。

従って現在も示してあります三千万円の予算をどうしても出して頂かなければならない。出して頂ける、出して頂きたいと言う事は、何処にあるか、償還能力を充分に持っておるからであります。

この予算の内に財源獲得の見込み対照が指摘されるならば琉球政府の財政規模と見合せて七千万円予算の首都建設補助金が与えられるか、どうかにある訳で御座います。この点につきましては、議員諸候は勿論、政府当局に対しましても、充分に積極的にお願い致しまして、我々は全額の五割は少くともお願いしなければならん、この五割は日本の都計法或いは特別戦争都市に対するところの補助金から法的に義務付けられた点から言っても現在の琉球政府にまず最小限の五割を御願いしなければならないと言う情勢でありましてこの点が果して年度内にいくら得られるかどうかと言う若干の憂いを持つ訳でありますが、はっきり只今の渡口議員の御質問に対していくら程は可能であるかということが言えないということは、今縷々御説明申上げた中から苦しめる為の答弁を求めるのでなければいくら程の数字が出来るかと言う点は御諒承願えるのであります。

○大山盛幸君

市町村財政法の第三条の第二項に「且ツ経済の現実に既応してその収入を算定し、これを予算に計上しなければならない」とはっきり謳われてあります。それと関連して市長にお尋ねいたしますが、現在沖縄の現実の姿は施政権者であるアメリカに全てが握られていると言う冷厳なる現実は誰も否定する事は出来ないと思います。

民政府において一番嫌がられ、又それを徹底的に少くしようとするのは、共産主義的な思想とその思想の中にあるところの施政あり方と思います。

こう言う意味に於て前市長はそう言う様な思想の持主であると思われ、又その思想の持主の方から市政を施行されたならば、那覇市に於ても、民政府が意図する様な方向にならないので、全ての資金が凍結されたものと思料されますが、現在兼次市長は民政府により、どう言う風な解釈をされているかは知らない。まだ不安な半信半疑の気持にあるんじゃないかと思います。我々は施政方針に於いてもハッキリ前市長と兼次市長が違っているという事は認めますが、前の三月の定例議会に於て、兼次市長は本員の質問に対しはっきりと資本主義陣営につくと、その線に沿うて市政を運営すると、仰言られました、今会期の施政方針に対する一般質問に対しても、市民の福祉の為なら犬のように駆けずり廻り、乞食の様になっても市民福祉の為に依存財源の獲得に努力するとこう仰言いました、こう言う見地からみた場合に、はっきりと補助金の獲得をするために万場一致で要請の決議を大統領及びその他の民政府関係筋に要請しております。

はっきりしております。市長としても、その面においてはっきりと明言してもらい度いと思います。この件について兼次市長は共産主義的な思想、そういうものにより運営していく、いかないをはっきり仰言った方がいいと思います。

○市長（兼次佐一君）

現在琉球がアメリカの施政権のもとにおかれていることが、冷厳なる現実であると仰言ったので御座います

講和条約に基いてアメリカが統治しているという事は、アメリカが沖縄における統治権者であると言う事は、仰言る通り冷厳なる現実で御座います。同時に那覇市の現状が戦前の那覇に較べてまだその復興が遠く及ばない、那覇市の真中からあのような汚いどぶ河川が流れ橋がかけられずして、市民が苦しみ抜いているという事も、又冷厳なる現実の上に立って施政権を握っているところのアメリカがそのまま放任するという事は決してあり得ない事が私の考え方であります。その場合に市長が共産主義思想の持主である場合には、不可能に終るという事があり得ると思います。民政府では義務をどう考えてると言われますが、民政府は兼次市長は実に穏健にして品行方正なる市長とみておると思うのであります。

私の思想は実に穏健でありまして、共産主義では絶対ないので御座います。

（拍手）

○議長（高良一君）

この辺で暫く休憩いたします。

（午前十二時二十一分休憩）

（午前十二時二十五分開会）

○議長（高良一君）

開会いたします。

只今の日程第十、一九五九年度那覇市歳入歳出追加予算、市長提出議案第四十二号につきましては、今先総務財政委員長から中間報告にありましたとおり、本件は慎重を期し度いのでこれを議会閉会中の継続審査をいたしたいとの事でありますので、これをその通り承認して継続審査をなさしめることに決定致します。

休憩して一時から再開することにいたします。なおお諮り致したい事は、本会議は明日から休会に入りますので、この前決議になりました日本政府に要請する代表者の人選をして戴き、尚日程第二十二の行政区域の整理調査研究委員会の委員の選任についても、併せてお話合を願います様お願いいたします。

（午後零時三〇分　休憩）

（午後一時十分　開会）

○議長（高良一君）

再開いたします。

日程第十一、一九五九年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出追加予算市長提出議案第四十四号を議題と致し、建設委員会の審査報告を願います。

○建設委員長（新垣松助君）

只今議題になりました日程第十一の議案第四十四号一九五九年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出追加予算について建設委員会の審査の結果を御報告申上げます。

本件に関しましては既に御承知の牧港発電所前のポンプ場の上屋を築造するために三十万円の予算追加を致しておるのでありますが、本件に就きましては、先達って同牧港のポンプ場の現場を調査し急施を要するものとして会員を以って確認しておるものであり、満場一致原案を承認致した次第であります。宜しく皆様方の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の委員長報告に対して質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

質疑ないと認め討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶものあり）

では討論を省略し採決に入ります。

日程第十一、一九五九年度那覇市水道事業特別会計歳入歳出追加予算市長提出議案第四十四号につきましては委員長報告通り原案を承認することにして御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め、議案第四十四号につきましては、原案通り可決々定致します。

次日程第十二、一九五八年度予算の繰越しについて市長提出議案第四十五号を議題と致し、建設委員長の審査報告を願います。

○建設委員長（新垣松助君）

只今議題となりました日程十二の議案第四十五号、一九五八年度予算の繰越について、当建設委員会に於ける審査の結果について御報告致します。

本案について先ず当局の説明を求めました処、本案は泉崎橋の工事繰越と中之橋、ガーブ川の浚渫工事及び小禄新部落内の排水工事で何れも今月一杯では終了出来ないので予算を繰越し工事を続行したいと云う訳でありますが、繰越す理由と致しましては、御承知の通り一九五八年度は今月で出納を締切りますので繰越しをする訳でありますが、更にこの工事が遅れた理由は泉崎橋の場合は、基礎地盤の床堀中附近の高圧線の鉄塔に差障りが生じ鉄塔を撤去しなければならなくなり、その為四十日余りも無駄な日時を費やした為であり、中之橋の場合は、工事現場が海面に近い関係で満干の状況で工事が左右されるのが一つ、それに岩盤の所から思い掛けない湧水があって工事が手間取ったのであり、次の小禄の新部落の排水溝工事の場合は丁度水道の配管工事とかち合っての為予定通り進行する事が出来なかったのであります。

次にガーブ川の浚渫工事の場合は現場に市場や商店街が近接し電線網が多い為クレーンの活動が阻害され、思うような工事が進捗しなかった訳であります。

以上申上げたような理由で萬止むを得ない実情から執行が予定通り施行できなかった様な次第であり、不可抗力とは云え、市民に対しても申訳ないと思います。せめて工事を続行することによって早期完成を図りたいと考えて提案を致したというのであります。以上の説明から十分了承出来るのでありますが、土木事業は特に市民の尤も注目する所であり技術面や設計面については尚一層研鑽され、執行面に萬遺憾無きを期せられる様要望致し本案通り承認することに決定した次第であります。

以上御報告申上げ各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の委員長報告に対して質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

質疑ないと認め討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では討論を省略して採決に入ります。

日程第十二、一九五八年度予算の繰越について市長提出議案
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議案第四六号

一九五八年度予算の繰越について

右の議案を提出する

一九五八年六月二八日

提出者　那覇市長　兼次佐一

一九五八年度予算の繰越について

一九五八年度那覇市水道事業特別会計予算中左記の通り、

一九五九年度に予算繰越をする。

[image: 画像]

説明　市町村自治法第百六十八条の二の規定に基づき本案を提出する。
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提案理由

一、小禄新部落送水管及び布設工事（工事費二六五、〇〇〇円）は一九五八年五月二〇日、那覇市字安里三七五番地、大同建設花城清珍と工事請負契約を締結、同年五月二〇日工事着工同年六月三〇日工事竣工となっておりますが、工事施工中堀鑿溝九五〇呎の地点に湧水並びに降雨による五〇〇呎の土砂崩れ等があった為、工事は難航を来たし、当初計画の工事期間に施工いたし難く、時日を要する実情にありますので次年度へ繰越し、工事を完成いたしたい。




二、小禄地区高良宇栄原区域配水管布設工事（工事費二四三、〇〇〇円）は一九五八年五月二〇日、那覇市字安里三七五番地大同建設、花城清珍と請負契約を締結いたし、五月二〇日工事着工同年六月三〇日竣工となっておりますが工事施工中、相当硬度な戦前の鋪装九〇〇呎の露出と堀鑿溝狭隘なるため作業困難を来たしており、当初計画の六月三〇日までには竣工いたし難く時日を要する実情にありますので次年度へ繰越し工事完成いたしたい。




三、小禄ポンプ場多投式タービンポンプ購入（購入費四一二、五一六円）は一九五八年三月二五日那覇市一〇区一一組直商事、宮里隆直と購入契約を締結いたし、日本々土、日立製作所へ発註、同年六月三〇日納入することになっておりますが、途中製作の変更をしたため製作遅延しており、当初計画の六月三〇日までには納入いたし難い実情にありますので次年度へ繰越し、処理いたしたい。
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第四十五号につきましては委員長の報告通り原案を承認することにして御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め議案第四十五号につきましては原案通り可決々定致します。

次日程第十三、一九五八年度予算の繰越しについて市長提出議案第四十六号を議題と致し当局より提案理由の説明を求めます。

○建設部長（松根稔君）

御説明申上げます議案第四十六号の繰越は一九五八年度那覇市水道事業特別会計の予算中、次の通り繰越したいと云うので提案をしたのでございます。それは第三疑の建設改良費の中の第一項水道改良費その中の排水施設費の五十万八千円、それともう一つは同じく建設改良費の資材購入費の四十一万二千五百十六円、この二つの繰越しでございます。

その理由は一つは小禄の新部落の送水管及び新設工事の工事費の二六万千円であります。この工事施工中の九十二呎の地点に湧水と降雨による不測の事故の発生がございましてこの為工事が遅れた訳でございます。それともう一つは同じく小禄地域内の高良、宇栄原区域の排水管の敷設工事でございますこの金額は二十四万三千円、この理由は工事施工中に戦前のコンクリート鋪装が九百呎出て参りまして、その為に工事が予定通り進捗しなかったのであります。もう一つは小禄ポンプ場のタービンポンプの購入費でございます。その金額は四十一万二千五百十六円であります。この理由は沖縄配電の電源が三千ボルトに切替えるという様な話がありまして、それが決まる迄本土に発註してありましたものをメーカーに一時中止を命じましてその為に遅れた訳であります。

以上の理由で繰越をやりたいと提案している次第であります。

○議長（高良一君）

只今の当局の説明に対し質疑に入ります。

（「質疑続行の侭委員会付託」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では多数その様な御意向のようでありますので、質疑続行の侭本案は建設委員会に付託致します。

次日程第十四、区画整理区域の変更について市長提出諮問第三号を議題と致し建設委員会の審査報告を願います。

○建設委員長（新垣松助君）

只今議題になりました日程第　の諮問第三号区画整理区域の変更について当建設委員会の審査の結果を御報告申上げます。

本案についての説明は既に本会議での詳細説明があり尚プリントに依って明らかにされているので省略致しまして当委員会に於ける質疑の主なるものについて申上げます。

美栄橋地区々画整理区域の変更は字石川後原の高台に止めないでこれをもっと拡大することに依って都市計画上最も理想的であり合理的だと思料されるが、それに対して当局の見解を質したのであります。これについては当局としても望ましいのであるが財政的な見地から一挙に拡大することは融資がストップされている現在不可能であり、日本々土では戦災復興事業費として八十％の国庫負担がなされているが、当市は地主の負担によってなされているので、政府の大幅補助がなければ拡大延長は困難であるとの事であり、区画整理については従来屡々地主との間にトラブルを起しているが、現在の折衝の経過はどうかとの事に対し各地主とは既に了解済みであり承諾書も受けているので、トラブルの起る様なことはないとのことであります。

尚区画整理の地主負担の三割制についても若干の質問がなされたのでありますが、結論として今回の区画整理の変更は第一項、第二項共何れも直接妥当なる措置と思料致し全会一致で原案を承認致した次第であります。

宜しく皆様方の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の委員長報告に対して質疑に入ります。

○渡口麗秀君

建設部長にお訊ね致します。この区画整理の変更に就きましては、先達っての都計審議委員会に提案されておったのでありますが、何故議会に諮問せずに斯かる提案をしたか、その理由について答弁をお願い致します。

○建設部長（松根稔君）

お答えいたします。当時私日本出張から帰った直後でありまして、当然前の議会で済んだものと思いまして、都計審議会に提案する事を承知した訳でありますが、委員会に出席しまして、まだ議会に諮っていないと云う事を初めて判った訳であります。但しこの件は区画整理に於きまして区域の変更を議会の承認を得なければならないという事であります。規則は別にありませんが、然し都計の一部として是は当然議会に諮るべきものであると思います。

○渡口麗秀君

再び建設部長にお訊ね致しますが、今後斯う云う事のない様に充分留意して貰いたいと思うが、只今の建設部長の答弁によりますと、議会に提案したものだと思っておりましたと云う様な事は建設部全体の責任を持っておられる部長として発言すべきではないと思います。少なくともそう云う失策をした以上、当然議会の本会議に於いて部長はあっさり詫るべきではないかと思います。その点に就いて答弁をお願い致します。

○建設部長（松根稔君）

只今の件は確かに建設部長の手落と思っております。その点お詫びすると共に今後は充分注意致します

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では質疑を打切り討論に入ります

（「討論なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では討論もない様でありますので討論省略し採決に入ります日程第十四の諮問第三号については、只今の委員長報告の通り原案を承認する事に御異議はありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め諮問第三号につきましては、原案を承認することに可決々定致した様に答申することに致します。

○高良清二君

建設部長にお訊ね致します。そしてその真意をもう一回ハッキリさせて頂く様にしたいと思います。只今議決になりました区画整理区域の変更の件について関連いたしますのでこの機会にお訊ね致します。

去る本会議に於いて文教地区の指定について本会議中に提案すると云う当局よりの確答を得た訳であります。所が議会の日程も既に終りかかっているし、慈で関連してお訊ねするのは議会側からの日程変更会期延長することによって、まだ日がある訳でありますが、地域指定変更と云いますか、或いは文教地区としての指定を考慮して今会期中に出すと云う様な事の確答を得た訳でありますが、未だにその案が出ていないのでありますが、是をその侭流す心算であるのか、或いは事務的にある程度進捗して今会期中に出来るという見通しがついているのか、その辺の点について建設部長の御答弁をお願い致します。若し出来ないとすればその出来ない理由、出来るとすれば何時提案するのか、お訊ね致します。

○建設部長（松根稔君）

本件に就きまして、三日程前都計課長に督促致した処が、職員を督励してやってはおりますが、仲々困難であり、慎重に都計課の方で計画されている様でありますが、今一応念を押しまして、現在相当の所迄進捗してありますが、十日迄に間に合うかどうか確かめてから答弁申上げます。

○高良清二君

只今の質疑は日程外でありますが、暫く時間を貸して頂く称にお願い致します。建設部長の只今の答弁に就いては、本員少しく不満を感ずる者であります。

最初の市長の施政方針の日程から然も二十日過ぎて今日此の項になって慌てふためいて都計課長に指示することは甚だ以って議会を侮辱するものであると本員思料致します。

その責任はどうするか、又先日の施政方針に対する一般質問の際、今会期中に提案すると云う月曜の質疑に於て為された答弁が一昨日それを都計課長にそれを指示したと云うことはもってのほかであり、是は確約した通り本会期中に早急に文教地区の指定を徹夜してでも良いから本会期中に諮問案をプリントして貰うように再び要求致します。

○建設部長（松根稔君）

仕事が遅れまして誠に申訳ありません、充分督励致しまして間に合う様に致します。

（「努力して下さい」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

次日程第十五、公有水面埋立免許申請についてを議題と致し建設委員長の報告を求めます。

○建設委員長（新垣松助君）

只今議題になりました日程第十五の諮問第四号公有水面埋立免許申請について建設委員会に於ける審査の結果を申上げます。

本件に就きましては、去った十七日委員会を開催諮問第四号のプリントに依って説明がなされたのでありますが、同地域は市の公有水面埋立地域とも接続しており波の上宮神社と共に戦前戦後を通じ老幼男女の別なく那覇市民に親しまれている景勝の地でありますので、一応現場を視察し慎重に検討すべきであるというので直ちに視察を行ったのであります。処が視察の結果プールから九米を離れた箇所が起点となってあり、そうなると子供の遊び場が狭くなると同時に風致面から波の上宮の自然美を損う虞れがあると思料するので申請者との談合に依って変更した方がよいというので二、三日の談合期間を置いたのであります。降って二十三日委員会を開催し陳情者との談合の結果を当局に求めたのであります。その報告によりますと、埋立の主旨はプールから七十五米を起点とし北寄りの方に水族館並びに臨海観光ホテルの建設をしたいので埋立てたいとのことであります。然し波の上断崖（ヌージ）からこの七五の起点迄の中間が狭くなり、子供の遊び場並びに遊泳地に宅地から汚水が流れてくる心配もあり、衛生面から非常に憂慮されるので是非今一度現場を確かめるべきだと云う事から再び実地検分を致しました処、衛生面からも何等の影響のないことを確認致し、結論として本件については周辺の風致と調和のとれた水族館と臨海ホテルの建設に依って那覇市に於ける観光施設として適切であるというので先程の「プールの北端から七五米を起点としその以北に許可を与えること」という条件を付し萬場一致で本諮問は承認致したのであります。宜しく皆様方の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の報告に対し質疑に入ります。

（「質疑なし」「討論なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

ではお諮り致します。本案については質疑、討論を省略して直ちに採決に入ることに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め採決に入ります。

日程第十五公有水面埋立免許申請について市長提出諮問第四号につきましては、委員長報告通り原案を承認することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め諮問第四号につきまして原案通り承認することに可決々定致し、左様答申することに致します。

○議長（高良一君）

次日程第十六都市計画埋立面積増加計画についてを議題と致し、建設委員長の報告を求めます。

○建設委員長（新垣松助君）

只今議題になりました日程第十六の諮問第五号都市計画埋立面積増加計画について当建設委員会に於ける審査の結果について御報告申上げます。

先ず本案について当局の説明を求めた所、この埋立は奥武山公園の南側の小禄、豊見城に面した水面の埋立計画でありますが、従来ペリー区内だけの水面を埋立てる計画でありましたが、真和志との合併が実現した今日、真和志の計画であった古波蔵地内埋立とも併行して考えねばならない問題でありますので此の際この計画を豊見城境界迄延長して埋立計画を更に拡張したい、その具体的理由と致しまして従来都市計画は国場川一体つまり漫湖を風致地区として市民の為に大きく残して行くという考え方でありましたが、最近公有水面埋立申請が頻繁になされている情況からして、これをこの侭放置する場合に於いては次々と個人から申請が出され、将来煩わしい問題を惹起する恐れもあるので此の際那覇市の都市計画として埋立拡張し住宅地緩和の一助にしたい、これがためには従来の風致地区を相当縮める事に成りますが、出来るだけその面の事にも留意し只今申上げた理由に依り本案に依って計画を進めたく議会の御承認を得たいというのであります。

以上の説明により当委員会と致しましても、本案については寧ろ遅かった感じがするのであるが、大いに賛成でありこういった公有水面埋立は、市独自の事業として市民の利益になるよう更に一段の努力を払い次々と計画を進められる様要望し、全会一致で御手許にお配りしてある答申案の通り決定致した次第であります。宜しく皆様の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の委員長報告に対して質疑に入ります。

（「質疑なし」と云い「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

是は中間報でありますので左様了承し、議会閉会中に於ける継続審査をなさしめる事に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め諮問第六号につきましては議会閉会中、継続審査をなさしめる事に決定致します。

○宮城実君

日程変更の動議を出したいと思います。只今議題となりました収入役選任同意について、本件については慎重審議致したいと思いますので、休会中にお互いの意見を調整して次の本会議に上程したら如何なものかと思います。よって

（「賛成」と呼ぶものあり）

この日程の第十八を本日の日程の最終に繰り下げ逐次日程を繰上げて頂きたいと思います。

○議長（高良一君）

動議は成立致しております。お諮り致します。動議の通り日程変更して日程第十八を第六十一に繰下げ、次下順次日程を繰上げて行く事にして御異議ありませんか。

（「異議なし」）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様決定致します。

では只今繰上げ変更せられました日程第十八バス、ターミナル用地内の市有地譲渡方についての陳情を議題と致し、建設委員会の報告を求めます。

○建設委員長（新垣松助君）

只今議題になりました日程第十八の「バスターミナル用地内の市有地譲渡方に関する陳情について」は去った三月二十八日の定例会本会議において、当建設委員から総務財政及び建設の両委員会で合同委員会を以て審議すべきが尤も適切な結論が得られるので左様取計って貰いたい。という要望事項を付して中間報告を申上げたところ、満場一致でわれわれ建設委員会の要望をお認め下さって合同委員会で審査する事に決ったのであります。依って三月九日初の合同委員会を開催、委員二十四名、出席の許に当局の主管部課長及び陳情代表者の出席を求め慎重審査を行ったのであります。

先ず最初に当局に対し従来迄の経過について説明を求めました処、本件は一九五六年三月二十三日政府告示第七号都市計画バスターミナルとして敷地を旧那覇駅跡四、一九三坪が決定され、これが設置については同年四月六日に議会に於いて原案を可決々定し同年四月二十四日復金融資に依って起責三千八百二十一万六千円借入の認可を受け、一九五六年度に於いて借入をなすことに相成っていたのでありますが、之が最終的借入の段階に於いて本工事の設計を変更せよとの民政府工務係官の指示があり之に対し、種々折衝を重ね、意見の調整を計ったのであるが纏まらず未解決の侭遷延され今日に至っているというのであります。その後バス協会と那覇市が共同出資して建設するという話合も成されたのでありますが、これも結論を得ない侭に五七年三月二十一日業者側から陳情があり、その趣旨は即ちバスターミナル設置が民政府と市当局との設計変更に対する意見の調整が出来ない為にその実現を見ない事は遺憾である。バス企業の公益性とバスターミナル建設は交通保安の意味から交通行政上の最も重要なる問題であり、之が早期建設は一般の与論であるが、市当局の只今の現状ではその実現は不可能である。依って議会に於かれては曽つてのターミナル設置の決議を撤回されると共に敷地内市有地一、〇八八坪（実際は市有でなく市の替費地で市議会の権限外であるが、）を譲り渡しターミナル建設一切を会社側に一任して貰いたいと以上の様な注意の陳情でありますが、市当局に於いてはバス協会の仮事務所建築について、五七年十二月二十七日付で建築確認申請が出ておるが、ターミナル設置は議会の議決を得ている以上、この仮事務所建築については、目下のところその確認を保留しておるとの事であります。以上のような当局の説明に対し、直ちに質疑に入ったのであります。

質疑の要点を申上げますと、去る二十七日合同委員会を開催の際、市長に列席を求め当局で、バスターミナル建設は市で出来るか、バスターミナル会社に建設させるかと、市長の確答を求めた処、市長としては、現在の状勢の変化に依り、市の経営としては不可能であるとの見解から市議会でも現在の市の財政と銀行が惧らく今の財政状態では買取るという事は不可能であり、市有地と換地するということも、現状に於いては不可能であるので、寧ろ本事業の業態の性質からして業者に任せた方が実現も早いと思うので、市としては業者に一任する方針であるが、一応議会で議決されている以上撤回の議決をして貰う事が出来れば一挙に解決すると考えるのでこの機会に業者に任せるよう取決めて戴きたいというのであります。そこで業者代表の上原敬和氏の説明を聴したところ、一昨年の九月七日当時の安次富建設部長、花城課長、宮平課長の三名からバスターミナルの事業計画は市はやらない方針であるから、業者自体でやってくれという発表があり、その理由の第一は自信をもってやった計画設計を軍から変更せよという横槍を入れられたのでは適わない、自信の持てない仕事はやり度くないから業者の方でやって貰いたい、そして財産管理課から借りてある土地は業者の方で借りなさい、市の替費地は買取って欲しいということであった。そこで之は議会の議決になったものであるが、議会では諮らなくてもよいかという問に対して、心配はない、議会には出来なかった理由を説明して報告すれば足りるということであったので、九月二十三日、当間市長は上京中で当時の嘉手納助役にも相談したところ、業者で一日も早く立派なターミナルを造って欲しいということであった。処が十月十五日の議会の全体協議会で当間市長がバスターミナルは職を賭しても市がやるということを発表されたのであります。我々としては業者自体で建設する方針を堅持して五七年七月十一日に会社を設立、同年九月十一日第一回陳情を提出し、今回二回目の陳情を出したというのであります。そこで委員間から活溌なる意見が開陳されたのであります。即ち本件は議会で議決されてから二ヶ年にもなるし、これ以上遷延することは住民に対し非常に不利益を与え、延いては、市の財政面にも相当影響するものと思われるので、議会の議決をやり直して早目に会社側に任せた方が良いという意見と市に財源がなければ建全な財源の捻出方法を考えるべきであり、市独自で経営した場合、相当の税外収入が上り、財政を潤すものと思われる、金がないからという消極的な考え方はやめて、市長はもっと政治的手腕を発揮して実現させるよう努力して貰いたいという両意見があったのでありますが、結局本問題は当間市長時代には復金融資で十分出来るという見通しがあって殆んど市の財政問題には觸れていなかった訳であるが、現市長になっても依然として銀行融資が凍結され自己資金を以っての実現は倒底不可能であると説明しているが、那覇市今日の財政の逼迫は徒らに幾多の建設事業を阻害しているが、その点も今後論議の焦点となると思うし、建設費が一億円も要することからして、余程慎重に検討して出来るだけ早目に結論を出すべきであるが、一応議会で可決されている以上、これの撤回も議会の権威にかかわる問題であります。

以上の経緯からして本陳情に対する決論を打出す事は財政面との関連もあって、妥当でなく、更に総務財政委員会との合同委員会を以て慎重審査を致すべきものと思料し、議会の議決を得て本陳情の継続審査を致したいと考える次第であります。

以上簡単に中間報告を申上げ宜しく各位の御承認を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の委員長報告に対しまして質疑に入ります。

○宮里敏慶君

バスターミナル事業は、前当間市長時代に年間約四百万円の財源が捻出できると云う事で市会でも是は立派な事業であるからという事で可決した訳でありますが、その後も我々が議決した以上こんな立派な事業に就いては、飽く迄も那覇市の経営にしようと思っておりましたが、市当局の話では起債の見通しもつかない、或は折角那覇市が建設しても業者が貸りなければどうするという曖昧な事を仰言っているが当局には、この事業をやる意思があるか、どうかハッキリ判らないので、私も反対を続けて来たが涙を呑んで賛成しましたが、このターミナル用地内の替費地を譲渡する件につきましては議会では議決になっているのに議会の議決を変更してでなければこの替費地譲渡に対するこの陳情は処理出来ないと思いますが、その件についてお訊ね致します。結局前の議決を変更しなければ、本陳情は処理出来ないと思いますが、その議決をまだ変更していないが、その点についてお訊ね致します。

○議長（高良一君）

この件につきましては、色々御意見もあると思います。意見調整のため、暫く休憩致したいと思いますが、左様取計って御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め暫くの間休憩いたします。

午後二時三分　休憩

午後二時五十八分　再開

○議長（高良一君）

再開いたします

○高良清二君

只今休憩中に色々当局の部課長或いはその他の議員方々の御意見を拝聴しておりますと、どうも此処に問題点があるのじやあないかと思います。当局の方から提案して呉れと云う議会の個人の見解は前の議決は有効であるのに状勢の変化で、又兼次市長が今度はやりたいという風に前の議決によって又打出せないと云う心配が議会側にある訳であります。

当局の方も一旦やると云うのに何故やらないかと後で議会で云われないか、政治責任を追究されないかと云う心配がある様でありますが、その辺は超党派で市長の苦しい立場も良く判りますが、当局の方で提案して頂きたいと云う理由を参考迄に申上げますと、前に議決はしたが然し既に県有地は財産管理課の管轄の土地は業者が借受けておりますので、前の議決の通り市として執行が出来なかったのであるから、一つ取消して貰いたいと云う提案をして頂けば議会としても責任を取れと云う話は出ないと思いますので、市長がおとなしく出して貰えば・・・どうも責任を追究されると大変だと思います。それで財産管理課の土地が既に業者にいっておりますので、条件が揃わないので止めますと云うようなその辺の点についてお伺いします。

○市長（兼次佐一君）

バスターミナルを民営でさせると云う問題につきましては、かねがね市長の方針については申上げておきましたので、是は省略致しまして只今、会社側から出されている陳情書を採択するか、しないかと云う議会の審議中でございますので、私の方から一言もこれに対して申上げる必要はないと思いますが、高良議員が仰言っている事は、市長も苦しいだろうが、後で文書して以前の決議の取消をして出して貰えばスッキリすると云う御意向でございます。然し以前の決議が市当局はその決議の取消し要求が出来る訳であります。又議員自体の立場に於いて、決議になったものであるとする場合は状勢の変化に依ってその決議通り、執行不可能と思われる時に強いて以前の議決に当局が捉らわれ様とする時に決議を再び為して、以前の決議に代るべきあたらしい方向の決議が為される事もあり得る訳でございます。それから市営にすると云う事であったが、今回は民営にさせるという事であるから、あの法令により変更したいと云う解釈の上に立って議案を出せと仰言る場合には変更したいと云う法的解釈の範鋳について研究しなければならない訳であります、法令によります変化とは、最初議決になったものに依って執行不可能の場合その内容を改める際に初めて変更すると云う事になって議会の決議を俟たなければならないのでございます。以上の理由によりまして、陳情の採択が民営にさせると云う意味に陳情を御採択される事によって議会の意思は充分に汲み取られるものであり、その採択される前に於いて当局が再三、その方針を披瀝すべき事によって当局が民営に移したいと云う意向は充分に現われているのでありまして、採択後の執行の上に些かも支障を来たさないのでございます。一例を申上げますならば、ガーブ川の水上店舗を二ヶ月以内に撤去すべしと云う決議が為されているのでございます。この決議を受取った当局は決議の通り二ヶ月で撤去させる事は不可能であるので、更に撤去させる為の委員会を持って衆智を集めて是を為すと云う方法に替えておるのでございます。この方法に替えた事によって二ヶ月以内に撤去せよ決議そのもののもつ期間で撤去と云う具体的問題は既に解消されている次第でございます。従いまして陳情採択後に於ける支障は来たさないと云う事をハッキリ申上げまして陳情を採択になれば目的通り執行が行えると云う事を申上げて置きます。

○渡口麗秀君

市長の発言に就いても充分論議の余地があると思います。

本陳情につきましては、会期が十日迄でございますので、十日或いは九日にその陳情の採択をするとして、更に当局もその間研究して頂いて又、私達も話合う意味に於きまして、本陳情は研究して休会中に充分審議をして、八日、九日にハッキリさせると云う考え方からしましても、議事延期の動議を提出するものでございます。

（「賛成」と呼ぶ）

○議長（高良一君）

只今の動議は成立致しておりますのでお諮り致します。三十番議員から会期は十日迄あるので、本件は慎重に審議して処理したいので議事を延期したいとの事であります。本動議に御賛成の方は挙手願います。

多数賛成でありますので左様取計うことに決定致します。次日程第十九塵芥汚物焼却設備早期実現に関する決議案二番議員平良真次郎他十三名提出決議案第七号を議案と致し、文教厚生労務委員会に於ける審査の経過並びに結果の報告をお願い致します。

○文教厚生労務委員長（平良真次郎君）

只今議題となりました日程第十九の「塵芥汚物焼却設備早期実現に関する決議案第七号について本委員会に於ける審査の経過並びに結果を御報告致します。

本件は六月十七日の本会議に於いて当委員会にその審査を付託されたものでその趣意を要約すると従来終末処理場であった辻原地先海岸の処理場が本年五月十五日限り政府の使用計画と周囲の環境から小禄屠場附近に移転を余儀なくされたのであるが、此処も又附近住民からの猛反対を受け、立退きを要求されている現状である。処理場の設備は文化的首都建設の観点からも市民の保健衛生面の見地からしても緊急を要するものであり、日本々土の設備に做い早急に恒久的塵芥汚物処理設備を完成する様政府の積極的補助を要請したいと云うものであります。

依って当委員会は本月二十一日本件の審査に入り、関係当局の汚物処理設備に対する見解を質しましたところ、本件については、既に立案され、日本々土から焼却炉に関する資料を取寄せ安謝海岸と真玉橋の二ヶ所を建設区域候補地に選定し、資金さえあれば着工出来る態勢にあるとの答弁であります。ところが、日本々土に於ける最近の処理方法は屎尿塵芥高速処理装置によって屎尿塵芥を直ちに化学肥料に還元する一石二鳥の処理方法を行って居る様であり、その参考資料に基いて検討致しました処、化学的に処理されるので衛生的であり、又農地改良面にも貢献出来、併せて化学肥料として農家に売却することに依って市の財源ともなるので恒久的処理方法としてこの高速処理装置の方が最適である様に思われるとの意見に対して焼却炉の場合、傾斜地を選べば工事が容易であり従って多額の建設費を要しないのであるが、高速処理装置の場合、経費倒れになる恐れがあるとの意見もあってこの二つの処理方法について更に具体的に調査を進める事に致したのでありますが、本案の内容からして飽く迄も補助要請である以上、表題に於いても左様明示すべきが適切であるとし、結論と致しまして表題を「塵芥汚物処理設備補助要請に関する決議案」と修正し、十一行目の汚物焼却を汚物処理と字句の訂正をなし、那覇市の現況からして可及的速かに本施設の実現を期して貰うべく全会一致、その主旨に賛同し、御手許に配布致してあります委員会の審査報告書の通り修正の上、之を承認することに致したのであります。

以上簡単ながら審査経過並びに結果について御報告申上げ、各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の委員長報告に対して質疑に入ります

（「質疑なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

質疑ないものと認め討論に入ります

（「討論なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では討論を省略し採決に入ります。

日程第十九につきましては只今の委員長の報告通り塵芥汚物焼却とあります所を塵芥汚物処理設備早期実現方に関する決議案と修正十一行目の汚物焼却を汚物処理と字句の訂正を為し、原案を修正して承認する事にして御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様可決決定致します。

○議長（高良一君）

次日程第二十、日本政府の援助金要請に対する議会代表派遣について総務財政委員会に於ける審査の報告をお願い致します。

○総務財政委員長（大山盛幸君）

日程第二十の日本政府の援助金要請に対する議会代表の派遣方について御報告申上げます。

本件は去る十七日の本会議において二十一番の瀬名波議員の動議により提案され、当委員会に付託されたものであります。

論議の焦点はその派遣の人員にあったのであります。

議会代表として援助金獲得の接渉にあたるのであるから正副議長を派遣すべきであるとの意見と、この接渉は各政党並びに沖縄関係の諸団体との交渉の必要もあり、二名だけの派遣では責任過重でその成果を充分に発揮させることは出来ないので六名位の代表を送るべきだとの二ツの意見があったのであります。

結論と致しまして正副議長の中一名は残っていただき各常任委員会から一名宛の代表を出し、計四名の代表を送る事に決定し、選出方法は本会議中の協議会で、各常任委員会で互選して戴くことに全員意見の一致を見た訳であります。

宜しく各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の委員長報告に対して質疑に入ります。

○宮城実君

正副議長から一人と各常任委員会から一人、合計四名の案でございますが、私は正副議長に各常任委員会から一名、計五名の案を提案致します。その理由と致しましては、この様な日本政府に対する援助金要請は議会を挙げての強力な折衝態勢によりその効果が発揮出来るものと考えますので、そう云う観点から本員としては五名を主張致します。

○渡口麗秀君

然し正副議長二人という事になると留守中に緊急事項があって議会を招集しなければならない事態も予想されるし、又毎日の事ム処理の決裁にも困りますので正副議長の二人はどうかと思います。

○仲松庸全君

委員長にお伺い致します。委員会案に私達は賛成でございいますが、この場合当局からも代表が行くかどうか、その辺について話合いされたか、どうか伺いたいのであります。

○大山盛幸君

当局の方は瀬名波議員から仰言った通り行かれると思います。

その事につきましては先程の宮城議員の仰言る事も御尤もでございますが、先程副議長の仰言った様な立場もありまして、委員会としても正副議長と各常任委員会一人という話もありましたが、色々検討の結果、正副議長の内から一人と云う事に決まりましたが、その時も議長という事に決まったと思いますので、その点改めて御報告申し上げます。

○平良真次郎君

日本政府の援助を要請する場合に於ける議会代表を送るという事は非常に重要な問題であると思いますので、この問題並びに人員の構成についても相当検討をしなければいけないと思う訳であります。つまり高良議長が常に云われる様に那覇市振興期成会でも作ろうと云う様な御意見も聞いて単なる議会の代表が行くと云う事よりも、もっと全市を挙げて日本政府に要請すると云う立場から或いは学識経験者も行って頂くだろうし、そう云う様な面からハッキリした計画を持ち更に要すれば、立法院の方々からも側面的に援助を仰ぐと云った様な凡ゆる方法が講じられると思いますが、そう云った問題も加味してもっと大きくこの問題を取上げて頂いてその上で或いは人員の構成とかを持って行った方がより効果的じゃあないかと思います。この決定で直ぐ派遣する訳でもないだろうし、もっと市民にもこの実状を訴え、更に当局でも期成会の組織を持ち、そこに持って行って初めてより良い効果があるんじゃあないかと思っております。

その点について委員長の御見解を承りたいと思います。

○大山盛幸君

この日本政府の援助金要請に対する議会代表の派遣方についての問題は本委員会に付託されておりますので、今回は何と云っても議会代表と当局代表が行って折衝すべきだと思います個人としては今平良委員が仰言る通り大乗的な立場から前に議長が仰言った様な組織を持って強力な態勢で進んだ方が良いと思いますが、今回は瀬名波議員の発言によりまして一応議会代表と当局代表が当って直ぐこれは解決出来ない問題でありますので、又これを並行して那覇市に於いて大きな委員会組織を作りまして、その折衝方法も考えられるんじゃあないかと思います。波状的にやって行けばもっと促進出来ると思いますのでその点につきましては皆様と強力な大きな組織を持つ事もお互い研究しなければならないと思料致します。

（「進行」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

暫くの間休憩致します

午後三時二十七分　休憩

午後三時三十分　再開

○議長（高良一君）

再開いたします

○議長（高良一君）

只今の日程第二十に対し議長からお諮り致します本件は質疑を打切り討論を省略し只今の委員長報告の通り議長一人と各常任委員会から一人の代表を明日中に決めて議長宛に報告して貰うという事にしてこれは、本会議に諮らずに各常任委員会毎に決めて貰い議長がこれを綜合して手続きを取ると云う事にして採決に入る事に御異議ありませんか

（「賛成」「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め本案につきましては委員長の報告通り左様可決決定致します

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

日程第二十一那覇市行政区域整理調査研究委員会の委員選任についてでありますが暫くの間休憩致します

（午後三時三十五分休憩）

午後三時三十七分　再開

○議長（高良一君）

再開致します

○高良清二君

本件につきましては提案者の一人として議長から各位にお諮り願います。本員の考えます所の委員の選出の方法につきましては、議会側から五名と云う事になっておりますので方法と致しまして地域別に合併した現地域の状況は全員が詳しく知る事は時間的にも到底不可能でありますので合併以前の旧首里から一人旧真和志から一人小禄垣花から一人旧那覇市二人合計五名という選出の方法にして、正副議長に一任という事で議長からお諮り願います

○議長（高良一君）

では議長からお諮り致します

只今の高良議員の案の通り旧那覇から二人首里真和志小禄から各一人宛としてその人選は正副議長に一任して御異議ありませんか

（「賛成」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では正副議長にお任せ願う事にして後刻正副議長の方で指名する事に致します

○議長（高良一君）

次日程第二十二那覇市都市計画委員会の委員の選任についてを議題としてお諮り致します

○高良清二君

本案につきましても那覇市行政区域整理調査研究委員会の委員の選任と同様正副議長に於て五名を指名して戴きます様動議を提出致します

（「賛成」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

動議は成立致しております只今の二十三番議員高良清二君の動議の通り正副議長で指名する事にして御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様可決決定致し後刻選衡の上指名することに致します

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第二十三国民体育大会沖縄選手団派遣補助費についてを議題と致し総務財政委員会の審査報告をお願い致します

○総務財政委員長（大山盛幸君）

日程第二十三の国民体育大会沖縄選手団派遣補助費について当委員会の審査経過並びに結果報告を致します

陳情の趣旨は恒例の国民体育大会に出場する選手団の費用捻出については政府並びに那覇市から毎年御援助を頂いているが、本年度から全種目の選手を派遣したいので従来の五万円を十万円に増加補助して頂きたいというのであります当局の説明によりますとこの国民体育大会沖縄選手団派遣費補助については郷土の青少年の活躍を期待しその育成の意味に於て毎年五万円宛補助を致して来たのであるが財政不如意の現状において之が増額補助については一応検討すべきであるとの説明がなされたのであります

それで委員会としても協会長宛に派遣費総額市町村の分担金その他具体的資料の要求をして、再検討を致した訳であります、それに依りますと今回の派遣人員は八十名でその中約五十人が那覇市出身者で構成されて居る様でありますが当委員会と致しましても慎重審議の結果勝敗は別として今回全種目参加させる意図を斟酌し青少年の体位向上をはかる見地から是非当局に於いて善処して貰う様全員意見の一致を見た訳であります

結論と致しまして本陳情は採択の上市町村自治法第六十五条の規定に基き当局に借置せしめることに決定した次第であります宜敷く皆さんの御賛同を得たいのであります

○議長（高良一君）

只今の委員長報告に対し質疑に入ります

（「質疑なし」と云い「討論なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では質疑討論を省略して直ちに採決に入る事に御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め採決に入ります

日程第二十三国民体育大会沖縄選手派遣補助費については委員長報告通り決定する事に御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め委員長の報告通り決定致します

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第二十四泊港々湾施設使用の時間延長についてを議題と致し総務財政委員長の報告を願います

○総務財政委員長（大山盛幸君）

日程第二十四の泊港々湾施設使用の時間延長について本委員会の審査の経過並に結果を御報告申し上げます

陳情の趣旨は四月一日から木材引取免前許可が廃止となり本申告による通関手続きに依って荷受をする様になったのであるが税関への事務手続きの輻輳と煩瑣のため引取が遅延し従って制限時間迄には荷受が不可能となり止むなく制限時間を越え野積場に放置し使用料金を負担しておるがこう云う結果は結局木材価格に影響を及ぼし更に之は需要者の負担として加重を余儀なくせられて居る現状であります

斯かる状態は一面沖縄の復興を遅延させる原因ともなるのでありますから需要者の負担軽減の見地からして是非この野積場使用の制限時間を四十八時間延長して頂きたいといふのであります

それに対し当局の説明によりますと、

一、泊港は大きさの割合に船舶の出入港が頻繁である関係上時間延長を許可した場合貨物の滞貨が著しくなり定期的に入港する船舶の荷揚作業に影響する

二、民政府のクック海運課長からも港内の貨物は迅速に処理しなければならないという勧告文書もあり時間の延長は考えられない

三、五四年の六月十日付で特に木材に対しては特恵処置が講ぜられて居り荷揚場に於ける普通貨物は二十円徴収しておるが木材だけは野積場扱いとして一日二円しか徴収してない、これ以上時間を延長した場合、港湾運営上支障を来たす慮れがある以上の様な理由から只今の所四十八時間の延長については考えてないとの事であります

それに対し相当活発な質疑討論がなされたのでありますが結論を得ず次回に持越し再検討を加える事に致し更に日を新めて委員会を開催致したのであります即ち先程申し上げました通り業者に対する当局の特恵措置なるものは、港湾管理者から木材を荷揚場に何時迄も置かれた場合は他の貨物の荷揚に支障を来たすから早く野積場に、持って行く様にとの要求によってやった事であり寧ろ業者が協力した様なものであって当局としての特恵措置ではなかった様であります、それで当局と致しましては現在の泊港に於ける総貨物量は月平均三万五千三百五十六屯に対し木材が八千七百二屯で輸入貨物の二割五分を示して居る現状からして、野積場使用時間を四十八時間に延長する事は場合に依っては三日間に跨る事にもなり施設狭隘の現況に於いて貨物の滞積する事は月々の取扱量からして当然起る問題である其処で野積場は一日単位であるので之を荷役終了時間から計算して三十四時間といふ事にすれば結局二日間に跨かる結果となるので業者としてもその間に十分に通関事務の手続きを完了し得る事となると云う事から協会側共意見の一致を見たとの事であります、之について条例の改正は九月の定例議会に提案することに致しそれまでは泊港々湾施設管理条例の第十二条但書「市長に於いて公益上その他必要があると認めるときは使用料を減免することが出来る」と云う規定に基き実施して行きたいとの事で全員これを了承した次第でありますが尚ここで懸念される事は先程申上げましたクック海運課長からの勧告であります、之につきまして港務部長の答弁によりますとこの勧告について照会致しました処荷揚場使用の二十四時を超えた場合の指示であり野積場使用の場合には該当しないとの事でありましてクック海運課長の勧告に何等抵触するものではなく懸念する事はない様であります結論と致しまして本陳情につきましては先程も申上げました通り荷役完了時から正味二十四時間即ち二日間に跨る訳でありますが協会側と致しましても十分納得し之を認めておるとの事であり本陳情は採択の上市町村自治法第六十五条の規定に基き当局に措置せしめることに決定した次第であります

宜しく御審議の上各位の御賛同を得たいのであります

○議長（高良一君）

只今の委員長報告に対して質疑に入ります

（「質疑なし」と言い「討論なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では質疑討論を省略し直ちに採決に入ることに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め採決に入ります

日程第二十四泊港々湾施設使用の時間延長については只今の総務財政委員長の報告通り決定する事に御異議ありませんか

（「賛成」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め委員長の報告通り決定致します

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

日程第二十五の奥武山区民からの移動費支給代替地貸與の早期実現についてを議題と致し委員長の報告を求めます

○総務財政委員長（大山盛幸君）

日程第二十五の奥武山区民からの移動費支給代替地貸與の早期実施について審査経過並びに結果につき御報告致します陳情の趣旨は三月定例議会に於てこれと関連した陳情が採択され当局に措置せしめる様決定された「奥武山区民立退に伴う移転費恵與方についての陳情」と同一趣旨のものでありますが前者は陳情が市有地居住者を対照にした陳情であり後者は個人有地居住者を対照にした陳情になって居り今回の陳情は我々も市有地居住者と同様に移転費その他に関し早急に実施して貰いたいというのであります

これに対し当局の説明によりますと、公共の用に供された立退者に対しては充分考慮されるべきであると思料するので前の議会で決定された同様に処置するのが妥当であるとの見解であり第一次第二次と年次計画によって実施し第一次は来年三月迄に処理し第二次については財政面とも睨み合せ研究して行きたいとの弁明がなされたのであります

結論として三月の定例議会で決定致しました市有地居住者と同様本陳情を採択の上市町村自治法第六十五条の規定に基き措置せしめることに全員意見の一致を見た訳であります宜しく御審議の上各位の御賛同を得たいのであります

○議長（高良一君）

只今の委員長報告に対して質疑に入ります

（「質疑なし」と云い「討論なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では質疑討論を省略し採決に入る事に御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め採決に入ります

日程第二十五奥武山区民からの移動費支給代替地貸與の早期実現については総務財政委員長の報告通り決定することに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様決定致します

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第二十六第二十七は関連致しますので是を一括して総務財政委員長の報告を願います

○総務財政委員長（大山盛幸君）

日程第二十六の傷痍軍人会那覇市支部運営費補助金交付方について次日程第二十七の真和志支部からの補助金交付方について、両陳情は何れも同一の主旨に基くものでありますので一括して当委員会の審査経過並びに結果を報告致します先づ両陳情の要旨を簡単に申上げますと国家のために一家をも顧り見ず戦場で奮戦し受傷して身体の自由を失った傷痍軍人が相互扶助と自力更生を図り社会福祉に寄与する目的を達成するために毎年度市から補助金を戴いておるがこの度の那覇真和志の合併により会員も五百余名に達したが諸般の状勢から会費の徴収が思わしくなく会運営上支障を来たしているので運営費を補助して戴きたいとのことでありますこれに対し当局の説明によりますと毎年予算に計上して補助をしているが補助金に対する見解は、この人達の将来の更生措置を考慮し自力更生の道を拓くという観点からその団体組織と事業を育成していく上に或る一定期間の補助をなすのが建前であり次年度予算には那覇真和志を一元化した補助金を編成計上してあると云う説明であります之に対し若干の質疑応答が展開せられたのでありますが要するに合併後に於いて、依然として欺様な組織体が区域的に存立することは、自力更生を図る上に於ける力の結集と云う意味から妥当でないと信ずるのであり当局の意向も亦十分了承されるのであります結論として当委員会と致しましては補助金を出す以上その補助金の使途を充分監督して貰うと共に那覇真和志両支部が統合する様に積極的に努力し補助金の交付も統合後に支出することの要望を付して採択し市町村自治法第六十五条の規定に基づいて当局に措置せしめることに決定した次第であります宜しく皆さんの御賛同を得たいのであります

○議長（高良一君）

只今の委員長報告に対し質疑に入ります

（「質疑なし」と云い「討論なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では質疑討論を省略し採決に入ることに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では採決に入ります

日程第二十六傷痍軍人会那覇支部運営費補助金交付方については委員長の報告通り決定して御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様決定致します

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第二十七補助金交付方についても委員長の報告通り決定して御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め委員長の報告通り決定致します

○議長（高良一君）

日程第二十八第二十九は何れも関連するものでありますので一括して総務財政委員長の報告を求めます

○議長（高良一君）

時間を延長致します

○総務財政委員長（大山盛幸君）

日程第二十八の那覇市遺家族えの補助金交付方について次日程第二十九の真和志遺家族会からの補助金交付について何れも同一主旨に基くものでありますので一括して当委員会の審査経過並びに結果を報告致します

陳情の趣旨は戦傷病者或いは戦歿者遺家族の中に未だ援護法に基づく救済の恩恵に浴していないのが多くこれが解決には多くの日時と困難が予想されるがこの問題解決こそ戦没者に対する有形無形の供養である。当会はこれらの悲境にある遺族の方々を恩恵に浴せしめるべく対内外的折衝を続けこれが促進を図るため毎年度市から補助金を戴き着々その実績を挙げているが那覇真和志の合併は現在その遺族数も約三万五千人に達し益々その使命の重大さと運営の困難さを痛感している。ついてはこれ等遺族の諸問題を解決するために是非補助金十五万円や交付して戴きたいとの趣旨であり真和志からの陳情も同一趣旨であります。

これに対して当局の説明によりますと慰霊祭は那覇、首里、真和志、小禄と各地毎に実施されているが経費の問題等も勘案しこの際全区を一丸とする統合組織体として一元化するよう指導していきたい。

慰霊祭の本質は飽く迄慰霊でなければならない。

それを離脱した遺族祭みたいな行事より遺族が生き抜かんとする精神面の努力を培うようにし、十三年忌も過ぎた今日慰霊祭も全地域を包含して実施するように一体化した行事として指導していくのが社会教育的立場から望ましいのでありその意味において補助金交付についても以上のような方針に基いて措置したい。以上のような説明により当局の意向は充分了承されるのであります。

当委員会としましては結論として当局において遺族会の事業内容を充分把握検討され、統合問題についても慎重に研究して指導努力されると共に補助金の支出は統合後に財政面とも睨み合わせて補助して貰うよう要望を付し市町村自治法第六十五条の規定に基いて措置せしめることに決定した次第であります。

宜敷く各位の御参同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の委員長報告に対して一括して質疑に入ります。

（「質疑なし」と云い「討論なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では質疑討論を省略し採決に入って御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め採決に入ります。

日程第二十八那覇市遺家族会への補助金交付方については委員長の報告通り決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様決定いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第二十九補助金交付方についても只今の委員長報告通り承認する事に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め委員長報告通り決定いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

日程第三十那覇地区交通安全協会からの補助金交付方について総務財政委員会からの審査報告を願います。

○大山盛幸君

日程第三十の那覇地区交通安全協会からの補助金交付について委員会における審査の経過並に結果につき御報告申しあげます。陳情の趣旨は戦前五百台の保有台数が一九五八年三月末現在で八、二九六台で軍車輌を含めると一万台を遙かに突破する台数になりその八〇％が那覇市を中心に事業形態をとっており交通文化の発達は那覇市の復興事業に大きな役割を果しておりますがその反面交通機関の斉らす輪禍は人命の損傷、物件の破壊等極めて多く一九五七年那覇地区管内では六三〇件で十七名の死者と二十四名の傷害者を出しており大きな社会問題として取り上げられておる現状であります。この防止に政府市当局の道路施設の整備拡充、法令違反者に対する警察当局の指導取締りと相呼応して当協会では広く一般市民に対し、安全思想の普及昂揚を図り交通安全教育を実施して来たのであるが自動車所有者及び運転手会費一般篤志家の寄贈からなる当協会の歳入予算は二〇三、四〇〇円余を見積っておるが完全歳入が出来ず又市町村の補助もなく交通安全に伴う備品の購入すら出来ない状態でありますので他区交通安全協会補助金を予算化し毎年十五万円宛の補助金を交付して頂きたいというのであります。

これに対し活発なる質疑がなされたのであります。

要約いたしますと協会自体の予算が二〇三、四〇〇円余に対し、その大半を占める十五万円の補助を那覇市から出すという事は算定の方法を如何様に取っておるか腑に落ちない。又市町村財政法第十二条の主旨からしても本事業の主管は交通課にあるものと思料されるが那覇市自体として協会に補助するのはどうかと考えられる。市町村財政法の主旨はなるべく市町村の支出を引締め確実に市の収入を確保せしめるとうのがこの立法の狙いであり市の計画している事業に支障を来たす様な補助金交付の在り方は再検討する必要があるというのであります。よって陳情者代表を招致して、その説明を聴きました所、那覇地区交通安全協会の組織については警察当局と運送業者を主体とする安全協会を創立した訳であるが交通業者のみの組織では一般市民の方々の認識を深める事が極めて難しく動もすると営利団体と誤解される惧れがあり、それで一般団体に呼び掛けると同時に議員各位もこの問題を深く検討して頂くために従来の協会を発展的に解消し、一九五五年七月に各警察署を主体として地区交通安全協会を設立し、この間三ヶ年の月日を経ているが車の増加は日々に上昇しこれに伴い交通事故は増加の一途を辿り協会としても交通安全思想の昂揚目的達成のため、日夜努力している現状であるが資金獲得が意の如くならないのでこの実情を訴え、那覇市から十五万円の補助をお願いしたい。当協会は運輸業者を主体としており、尚自家用車も網羅し、現在事務所は仕事の関係上、交通行政を円滑にする上に那覇署に設置し、その組織については、理事が二十名で評議員が三十名、合計五十名の役員がいるがそのメンバーは各運輸会社の最高幹部の方々で組織し奉仕的にやっており従って人件費等は計上してない。

このような協会の実状である。陳情書の中の見積予算二十万三千余円というのは一般篤志家からの寄附により購入すべき備品の見積予算であって協会の本予算ではない。二十万三千余円の使途は啓蒙宣伝用拡声機二基天幕二基啓蒙宣伝用テープレコーダー一基啓蒙宣伝用映写機一基児童を対象とする標識その他ポスター代となっており、南部地区の市町村が当協会に補助を与えて居る市町村は与那原町、大里村、南風原村、知念村、佐敷村、糸満町、兼城村玉城村が各三千円宛補助する事になっており、地区協会の予算はその地区に在籍する車輌を対象にしバス一台二二〇円の百二十五台、トラック一台一一〇円の三一四台、タクシー自家用車一一〇円の一五六台、特殊用途自動車一〇〇円の三四台、小型車輌、三輪車五〇円の一四四台、特殊自動車一〇〇円の一七台、軽自動二輪車三〇円の四〇台、原動機付自転車三〇円の一七七台、合計一三六八台となっておりこれを対照として予算の歳入を計上してあり本部からは一二、〇〇〇円の補助があったとのことであります。

これに対し当局の説明によりますと協会の仕事自体が公共性を帯びており補助金交付の必要は認められるが現在既に予算編成は終了し印刷に取りかかっている関係上当初予算に計上することはむつかしい。又政府では通行税、自動車税として九千万円の収入を獲得しておりながら十万円の補助しかなされていない。然るに市町村にはこれに類する収入はないのに十五万円の補助ということは穏当ではないと思うので研究して貰いたいと考える。

市としては出来得れば追加予算の時計上したいと考えておるが一応市の方針としては補助金制度に対しては次第に削減し補助の対照は飽く迄も生産面に重点を置いていきたいと弁明がなされたのであります。

それで本委員会としては公益上必要であり当局としても本陳情の趣旨を汲み補助金の交付につきましては当初予算で計上することは困難だが追加予算で措置したいとの意向のようでありますので市民の交通道徳啓蒙運動の費用に充当して貰うために次期追加予算に計上し、その金額については当局に一任する事に決定し、全会一致本陳情を採択することに致したのであります。以上御報告申しあげ各位の御賛同をお願いする次第であります。

○議長（高良一君）

只今の委員長報告に対して質疑に入ります。

○新垣松助君

行政府は九千万円の自動車運送税を取るのに対して十万円しかその協会に対して補助はしてない。那覇市はこれに対して何ぼ自動車税を取っているか。委員長はこれに対してしっかりした数字を発表して貰いたいと思います。

○高良清二君

徴税に対して只今新垣委員から質疑を受けてをりますけれどもその税の数字的計算の基礎につきましては市当局が詳しいので当局に答弁いたさせます。

○財政部長（義永栄善君）

自動車に対しては市町村税法にありませんので取っておりません。但し自動車会社に対してその事業税は賦課しております。市の実状から考えた場合市の財政の面から綜合的に判定して政府の十万円に対して幾らの比率になるかという事は相当研究しなければなりませんので現在の所は考えておりません。但し追加更生で適当であるというものはその補助の対照として絶対的であるという観点に立って研究致しますが正しい補助であるという観点に立った場合には追加更生予算でやりたいと思います。

（「進行」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

質疑を打切り討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

討論ないと認め採決に入ります。日程第三十那覇地区交通安全協会からの補助金交付については只今の委員長報告通り決定して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様決定いたします。

○議長（高良一君）

休憩いたします。

午後四時十二分休憩

午後四時二十九分再開

○議長（高良一君）

再開いたします。

次の日程に入ります前に申上げておきます。

明日から時間を厳守するという立場から、昨日も開会まで八名しか来ていない訳で、矢張り時間を守るからには始めも終りもキチットやって欲しいと思います。

（「賛成」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では明日から時間励行致しますから、左様御了承願います。

日程第三十一から三十八迄は関連しておりますので、これを一括上程致し総務財政委員会に於ける審査の経過並びに結果の報告を願います。

○総務財政委員長（大山盛幸君）

日程第三十一の泊港ターミナルビル内売店契約について、次いで日程第三十八以下、日程第　迄以上八件の陳情につきましては、同一主旨に基づく陳情でありますので、一括して当委員会に於ける審査の経過並びに結果につき御報告申し上げます。陳情の趣旨を申上げますと、当局の採点方法によって四名の同点者が出た訳でありますが、抽せんもせずに特に一名を選定した事は執行者の不手際であり、市町村財政法の目的並びに同法の精神を没却し税外収入の確保の面から適正妥当な措置とは考えられない、又生活に比較的余裕のあるものに、独占的な使用をさせることは、為政者として取るべき態度ではない、又賃貸料も坪当り一、四〇〇円では余りにも安すぎるので、売店経営について公正妥当なる割当をして頂きたいというのであります。

本問題は八回に亘って慎重に検討を致したのであります。論議の焦点を申し上げますと、一、当局が採点制を採用した結果、四名の同点者が出て居り乍ら、抽せんをせずに一人に決定した事は市民から疑惑の目で見られている、この点具体的に納得のいく方法はなかったものか、どうか、二、当局の提出資料を検討してみると資産を基準にした採点方法は拙いと思うが、之は当局のミスであると思料するが、善処出来ないかどうか、三、ポートターミナル内の売店はもう一箇所増設することはできないものであるかどうかそれに対し当局の説明によりますと、この売店契約に当っては財政部長、建設部長、総務部長、財政課長、港務所長五名で協議の上、資産証明書、事業計画書、これ迄の事業経歴等の書類を提出させて、審査を行い、第一時査定に於いて、五万円以下を一点、五万円を越え、十万円迄を二点、十万円から十五万円までを三点、十五万円から二十万円を四点、二十万円以上を五点として、運営費につきましては、資本金が資産を上廻るものを一点となし五万円以下を二点、十万円以下を三点、十五万円以下を四点これを越えるものを五点とし、事業経歴はそれに携わる経験を勘案して一点から五点という採点方法を採り、採点の結果、最高十三点の同資格者が四名出たのであるが、この四名の中一名の選定について港湾運営を主眼に置き、貸すのが妥当と思料し艦船業商の免許を持つ喜屋武を適当と認めて決定したのであり、評価については、飽く迄も慎重に公平に審査をされたものであると強調して居るのでありますが、この陳情の問題点は当局の売店契約の採点方法と、その審査についての疑惑から派生して次々に提出された陳情であり、論議の焦点もこれに集中して審査されたものであります。よって当局に対しましては諸資料の提出方を命じ、委員会の度毎に総務部長、港務所長の出席を求めてあらゆる角度から検討を加えて質疑したのでありますが、その審査方法、契約については当局も条例を改正して市民から疑惑を持たれない公正な入札制度に持っていきたいとの事でありますが、何れにしましても、当局の事務処理上の欠かんであり、その不手際によって善良な市民の疑惑を招いたのであります。数次に及ぶ陳情の内容からも審査方法の欠かんが強く指摘されて居り、従って審査もその点に重点が置かれ、その是正に方向付ける最終討論に迄進展致した訳でありますが更にこの問題に関連した陳情書が提出され、この陳情の内容から新しい事実が発生したのであります。即ち不正収賄の陳情がそれであります。

疑惑を深め、泊港ターミナルビル内の売店契約問題は当局の契約についての審査措置が不適当であるのみならず、当委員会としては一層疑惑を深めるものである。依って喜屋武氏の契約についても、破棄すべきであり、結論と致しまして、条例を改正し総てを白紙に返して、公入札に付すべきである事を強く要望し、仲井間八重子の第五次の陳情については当局の事務処理に対する不手際を示唆したものであり、当委員会の判断と合致するものであるので、之を採択し、七件の陳情については、全会一致之を不採択とするとのことに決定致した次第であります。

以上簡単に御報告申上げ、宜しく御審議の上各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の委員長報告に対し一括して質疑に入ります。

（「質疑なし」と言い「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では日程第三十一から第三十八迄質疑、討論を省略し直ちに採決に入って御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め採決に入ります。

日程第三十一、泊港ターミナルビル内の売店契約については委員長の報告通り承認して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め採択と決定致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第三十二、泊ターミナル売店経営の公正なる割当については委員長報告通り不採択とする事に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様決定致します。

○議長（高良一君）

次日程第三十三、泊ターミナル内売店経営問題に対する再陳情については委員長の報告通り不採択とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様決定致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第三十四泊ターミナルビル内売店契約の公正妥当なる割当陳情については、委員長の報告通り不採択とする事に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様決定致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第三十六、泊港ターミナルビル内売店割当については、委員長の御報告通り不採択と決定する事に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様決定致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第三十七泊港ターミナルビル内売店契約について委員長の報告通り不採択と決定する事に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様決定致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第三十八陳情結論明示方については委員長報告通り不採択とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様決定致します。

――― ○ ―――

○瀬名波栄君

只今五、六件一括して不採択になった陳情が沢山ありますがこれらの陳情を見ますと、当然議会に於いて上程しても却下されるべき性質のものであると云う事は議長が見てもお判りと思います。この陳情の中には再々陳情、再々陳情と云う文句をつけてやる事は明らかに議会に対する侮辱と考えられるがこう云った陳情迄も一々取上げて議会に付託されては大変な事になりますのでそう云ったのは議長の権限でもって一蹴して構わないと思いますし、こう云ったものは議長の権限で適当なる措置を講じて貰いたいと思います。

（「賛成」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

休憩致します。

（午後四時四十五分　休憩）

（午後四時四十九分　再開）

○議長（高良一君）

再開致します。

○比嘉朝四郎君

本日の会議はこれを以って散会して戴きます様動議を提出致します。

（「賛成」「反対」「定時迄やって下さい）

（「定時過ぎておりますよ」と呼ぶものあり）（笑声）

○議長（高良一君）

では本日はこれを以って打切り明日から休会致しまして各委員会に於ける付託案件の審査を行い七月九日午前十時から本会議を再開致します。

どうもありがとうございました。

（午後四時五十五分　散会）







1958年第24回那覇市議会会議録定例会その五







 
  	一、本日の会議を行った場所
  	市会議室
 




一、出席議員氏名


 
  	議長
  	高良一
  	議員
  	玉井栄次
 

 
  	副議長
  	渡口麗秀
  	同
  	高良清二
 

 
  	議員
  	久場景善
  	同
  	大山盛幸
 

 
  	同
  	平良真次郎
  	同
  	上原文吉
 

 
  	同
  	比嘉佑直
  	同
  	宮城実
 

 
  	同
  	赤嶺一男
  	同
  	仲宗根梶雄
 

 
  	同
  	渡口政行
  	同
  	具志清裕
 

 
  	同
  	森田孟松
  	同
  	金城重宣
 

 
  	同
  	儀武息睦
  	同
  	黒潮隆
 

 
  	同
  	金城武一
  	同
  	備瀬知良
 

 
  	同
  	仲松庸全
  	同
  	新垣松助
 

 
  	同
  	喜久山朝重
  	同
  	金城幸信
 

 
  	同
  	石原昌進
  	同
  	儀間真祥
 

 
  	同
  	金城賢勇
  	同
  	屋慶名政永
 

 
  	同
  	玉城正次
  	同
  	真栄田義晃
 

 
  	同
  	宮里敏慶
  	同
  	久高友敏
 

 
  	同
  	瀬名波栄
  	同
  	普久原朝光
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一、市当局より参与せる者の職氏名

記

 
 
  	市長
  	兼次佐一
  	衛生課長
  	比嘉政謙
 

 
  	総務部長
  	仲原英通
  	労務課長
  	喜瀬慎太郎
 

 
  	財政部長
  	義永栄善
  	真和志支所長
  	富山嘉仁
 

 
  	建設部長
  	松根稔
  	小禄支所長
  	神山孝標
 

 
  	水道課長
  	国吉長成
  	首里支所長
  	伊波広定
 

 
  	都計課長
  	知念英五郎
  	泊港務所長
  	山里将和
 

 
  	土木課長
  	安里一郎
  	消防隊長
  	具志清一
 

 
  	建築課長
  	水間平
  	戝政課長
  	崎浜国宏
 

 
  	区画整理課長
  	永山政徳
  	出納課長
  	平田弦子
 

 
  	総務課長
  	阿波連本平
  	税務課長
  	普久嶺則明
 

 
  	勧業課長
  	渡久地敬正
  	徴税課長
  	仲里徳男
 

 
  	戸籍課長
  	真栄里思温
  	社会課長
  	野村安彦
 




一、事務局出席者


 
  	局長
  	友寄隆次郎
  	書記
  	新垣襄二
 

 
  	書記
  	新垣繁
  	同
  	湧川朝興
 

 
  	同
  	山城正信
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一、会議録署名人


 
  	一九五九年十月十九日
  	
 

 
  	四番議員
  	比嘉佑直
 

 
  	一九五九年十月十四日
  	
 

 
  	四四番議員
  	久高友敏
 

 
  	一九五九年十一月二十五日
  	
 

 
  	議長
  	高良一
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一九五八年七月九日

（午前十時四十五分開議）

○議長（高良一君）

開会いたします。

本日の出席三十六人、欠席六人でありまして、議会は成立しております。

○議長（高良一君）

只今から本日の会議を開きます。

諸般の報告を申しあげます。

本月二日の本会議において二十一番議員瀬名波栄君の動議により、提案されました公営企業法の立法に伴う施行規則の早期制定方につきましては各位の御手許に配布いたしてあります写の通り本月八日附を以って議長から行政主席並びに行政課長宛夫々陳情書を送付いたしましたから御了承願います。

次に本月三日附那教委第一六五号を以って那覇区教育委員会から議長宛久茂地小学校校地拡張について陳情書が参っておりますのでその写を印刷の上、各位に配付すると共に所管の文教厚生労務委員会にその審査を付託いたしますから左様御了承願います。

次に本月八日附四番議員比嘉佑直君外議員八名の連署を以って議長宛中央農業研究指導所の早期移転促進の要請について、決議案の提出がありましたのでその写を印刷の上御手許に配付いたしました。本件につきましては後刻議題といたし御審議願うことにいたしますから左様御了承願います。

次に過日付託いたしました議案並に陳情書につき本月八日附を以って総務財政委員長及建設委員長から議長宛夫々審査結果の報告書が参っておりましたのでその写を印刷の上御手許に配付いたしました。

本件は夫々後刻議題といたし御審議願うことにいたしますから左様御了承願います。

次に本月八日附那総々発第三一二四号を以って市長から議長宛追加諮問第六号の送付がありましたので御手許に配付いたし文書の朗読は省略いたします。

本件につきましては後刻議題といたし御審議願う事にいたしますから左様御了承願います。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

本日の議事日程は印刷の上御手許に配付いたしておきましたからそれにより報告に替えます。
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議事日程　第十号

一九五八年七月九日（水）午前十時　開議


 
  	第一　安里川河川上流の護岸及び浚渫工事の早急実施方要請決議案
  	（一番議員久場景善他二十四名提出　決議案第十一号）
 

 
  	第二　中央農業研究指導所の早期移転促進要請決議案
  	（四番議院比嘉佑直他八名提出　決議案第十二号）
 

 
  	第三　一九五八年度予算の繰越について
  	（市長提出議案第四十六号）
 

 
  	第四　収入役の選任同意について
  	（市長提出議案第四十三号）
 

 
  	第五　那覇市行政区画整理調査研究委員会の委員選任について
  	（議長発議）
 

 
  	第六　那覇市都市計画委員会の委員選任について
  	（議長発議）
 

 
  	第七　公有水面埋立免許申請について
  	（市長提出諮問第六号）
 

 
  	第八　公有水面埋立免許申請について
  	（市長提出諮問第六号）
 

 
  	第九　バスターミナル用地内の市有地譲渡方の陳情について
  	
 

 
  	第十　水害に依る安里川浸水地域の恒久対策と流失
  	
 

 
  	架橋の復旧並びに水害路面の補修方の早期実現に
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	関する陳情について
  	
 

 
  	第十一　与儀区八班排水路並びに仮橋改修早期実現方に関する陳情について
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第十二　三区二組一区十八組区内の排水溝設置並びに路面鋪装に関する陳情について
  	（建設委員会審査報告）
 


 
  	第十三　三区十五、十六組の区内排水溝設置並びに路面鋪装方に関する陳情について
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第十四　若松通り道路鋪装方に関する陳情について
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第十五　旧那覇料亭前通り（Ｃ橋）橋梁早期架設方の陳情
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第十六　通学路排水溝施工並びに工事方の陳情について
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第十七　安謝区内東側の安謝校より岡野区に至る道路の改修
  	
 

 
  	並びに排水溝設置方の陳情について
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第十八　三原区より松川小学校への通学路新設方の陳情について
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第十九　大道小学校々地に接する安里川護岸及び通学路排水溝設備の陳情について
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第二十　牧志中央通り排水溝の掩蓋施工方の陳情について
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第二十一　安謝区劇場通り北側の排水溝施工方の陳情について
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第二十二　二中前区五班区内排水路改修についての陳情について
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第二十三　沖縄水産高校西側公有水面埋立免許願同意の陳情について
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第二十四　小禄小学校の校地購入について
  	（文教厚生労務委員会審査報告）
 


 
  	第二十五　泊小学校附属幼稚園の敷地割当に関する陳情
  	（文教厚生労務委員会審査報告）
 

 
  	第二十六　世持神社敷地誤記訂正の件
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第二十七　中央農研所移転指定地買収と取上げ阻止について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第二十八　中央農研所移転用地買収反対について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第二十九　商業高校体育館建設に対する補助金交付方の陳情
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第三十　沖縄畜産加工株式会社に対する助成金交付方について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第三十一　都市計画事業により潰地となる土地の適正補償について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第三十二　請国神社奉賛会沖縄地方本部会に一九五九年度
  	
 

 
  	補助金交付方陳情について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第三十三　旧護国神社の敷地無償貸与の陳情について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第三十四　市有地売買に因る処分方の陳情について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第三十五　泊港ターミナル内売店契約に関する不正収賄の事実調査
  	
 

 
  	について
  	（総務財政委員会審査報告）
 


 
  	第三十六　船揚場漁具漁網干場敷地無償貸与方の陳情について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第三十七　世持神社敷地払下げについて陳情
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第三十八　泊港貨物滞貸料善処方に関する陳情
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第二十九　市有地貸与方の陳情について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第四十　道路敷地買上方お願いについて
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第四十一　解雇通知の取消し並びに臨時傭員の定数化について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第四十二　替費地譲渡陳情
  	（総務財政委員会審査報告）
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本日会議に付した事件

一九五八年七月九日（水）


 
  	第一　安里川河川上流の護岸及び浚渫工事の早急実施方
  	（一番議員久場景善他二十四名提出　決議案第十一号）
 

 
  	要請決議案
  	
 

 
  	第二　中央農業研究指導所の早期移転促進要請決議案
  	（四番議員比嘉佑直他八名提出　決議案第十二号）
 

 
  	第三　一九五八年度予算の繰越について
  	（市長提出議案第四十六号）
 

 
  	第四　那覇市行政区画整理調査研究委員会の委員選任について
  	（議長発議）
 

 
  	第五　那覇市都市計画委員会の委員選任について
  	（議長発議）
 

 
  	第六　公有水面埋立免許申請について
  	（市長提出諮問第六号）
 

 
  	第七　公有水面埋立免許申請について
  	（市長提出諮問第六号）
 

 
  	第八　水害に依る安里川浸水地域の恒久対策と流失
  	
 

 
  	架橋の復旧並びに水害路面の補修方の早期実現に
  	
 

 
  	関する陳情について
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第九　与儀区八班水路並びに仮橋改修早期実現方に関
  	
 

 
  	する陳情について
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第十　三区二組一区十八組区内の排水溝設置並びに路面鋪装に関
  	
 

 
  	する陳情について
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第十一　三区十五、十六組の区内排水溝設置並びに路面鋪装方
  	
 

 
  	に関する陳情について
  	（建設委員会審査報告）
 


 
  	第十二　若松通り道路鋪装方に関する陳情について
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第十三　旧那覇料亭前通り（Ｃ橋）橋梁早期架設方の陳情
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第十四　通学路排水溝施工並びに工事方の陳情について
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第十五　安謝区内東側の安謝校より岡野区に至る道路の改修
  	
 

 
  	並びに排水溝設置方の陳情について
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第十六　三原区より松川小学校への通学路新設方の陳情について
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第十七　大道小学校々地に接する安里川護岸及び通学路排水溝
  	
 

 
  	設備の陳情について
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第十八　牧志中央通り排水溝の掩蓋施工方の陳情について
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第十九　安謝区劇場通り北側の排水溝施工方の陳情について
  	（建設委員会審査報告）
 

 
  	第二十　二中前区五班区内排水路改修についての陳情について
  	
 

 
  	第二十一　沖縄水産高校西側公有水面埋立免許願同意の陳情について
  	（建設委員会審査報告）
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○議長（高良一君）

では只今から議事に入ります。

○議長（高良一君）

日程第一安里川上流の護岸及び浚渫工事の早急実施要請決議案を議題といたしまして提案者の趣旨説明をお願いいたします。
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決議案第十一号

安里川河川上流の護岸及び浚渫工事の早急実施方要請決議案首題の件について別紙案の通り琉球政府行政主席琉球立法院議長宛要請致したく議会の議決を得たいので提案します

一九五八年七月二日　提出


 
  	一番議員
  	久場景善
 

 
  	四番議員
  	比嘉佑直
 

 
  	五番議員
  	赤嶺一男
 

 
  	六番議員
  	渡口政行
 

 
  	七番議員
  	森田孟松
 

 
  	八番議員
  	儀武息睦
 

 
  	九番議員
  	金城武一
 

 
  	十一番議員
  	高良一
 

 
  	十四番議員
  	喜久山朝重
 

 
  	十七番議員
  	金城賢勇
 

 
  	十八番議員
  	玉城正次
 

 
  	二十番議員
  	宮里敏慶
 

 
  	二十三番議員
  	高良清二
 

 
  	二十四番議員
  	糸数昌剛
 

 
  	二十五番議員
  	大山盛幸
 

 
  	二十六番議員
  	玉那覇有義
 

 
  	二十七番議員
  	辺野喜英興
 

 
  	二十九番議員
  	比嘉朝四郎
 

 
  	三十番議員
  	渡口麗秀
 

 
  	三十一番議員
  	宮城実
 

 
  	三十二番議員
  	仲宗根梶雄
 

 
  	三十八番議員
  	備瀬知良
 

 
  	三十九番議員
  	新垣松助
 

 
  	四十番議員
  	金城幸信
 

 
  	四十五番議員
  	普久原朝光
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安里川河川上流の護岸及び浚渫工事の

早急実施方要請決議案




那覇真和志両市の合併に伴い行政府並びに立法院の絶大なる御高配と御援助により今や名実共に琉球の首都としての面目を一新しつつあり茲に更めて萬腔の敬意を表する次第であります。

然し乍らその建設計画面については未だ文字通り前途遼遠であります。

毎年の台風や洪水に依る市民の被害を考えました場合未だに憂慮に堪えないのが多々あるのでありますが、就中安里川に於ける護岸工事の不完備と沈滞せる土砂の浚渫は既に荏苒を許さぬ実情にあり、一朝台風や豪雨が来襲するに於いては瞬時にして川沿一帯の住宅は床上を水浸しにし家財道具の流失は勿論激流による川縁りの浸蝕は遂に家屋を倒壊し、人命を奪いその惨状は思うだに慄然たるものがあります。

就きましては住民の生命財産を保護する意味に於いて尚且つ衛生上の見地から致し状況を充分御検察の上可及的速やかに同護岸の設備と同河川の浚渫工事を実施して頂きますよう那覇市第二十四回議会の議決に依り要請いたします。

一九五八年七月　日

那覇市議会議長

高良一





 
  	琉球政府行政主席
  	宛
 

 
  	琉球立法院議長
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○高良清二君

只今議題となりました安里川上流の護岸及び浚渫工事の早急実施決議案の提案理由を御説明申しあげて皆様の御賛同を得たいと思います。

那覇真和志両市の合併に伴い行政府並びに立法院の絶大なる御高配と御援助により今や名実共に琉球の首都としてその面目を一新しつつあり茲に更めて萬腔の敬意を表する次第であります。

然し乍らその建設計画面については未だ文字通り前途遼遠であります。

毎年の台風や洪水に依る市民の被害を考えました場合未だに憂慮に堪えないのが多々あるのでありますが、就中安里川に於ける護岸工事の不完備と沈滞せる土砂の浚渫は既に荏苒を許さぬ実情にあり、一朝台風や豪雨が来襲するに於いては瞬時にして川沿一帯の住宅は床上を水浸しにし家財道具の流失は勿論激流による川縁りの浸蝕は遂に家屋を倒壊し、人命を奪いその惨状は思うだに慄然たるものがあります。

就きましては住民の生命財産を保護する意味に於いて尚且つ衛生上の見地から致し状況を充分御検察の上可及的速やかに同護岸の設備と同河川の浚渫工事を実施して頂きますよう那覇市第二十四回議会の議決に依り要請致します

以上となっております。尚本件につきましては既に三月の定例議会でその護岸工事の施工方について陳情も出しておりましたし本会議においても同様の陳情を処理したわけであります。特に今期議会におきまして注意すべき点は日本政府並びに現地アメリカ側に対しても援助方の要請について一段と那覇市議会の要請をしようというような決議案までなされているわけであります。

それと地域的の工事として特に個々の問題として取り上げたわけでありますのでよろしく議員各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の説明に対し質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

質疑がなければ討論に入ります。

（「討論なし」「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

討論もなければ採決に入ります。

日程第一、安里川河川上流の護岸及び浚渫工事の早急実施決議案一番議員久場景善他二十四名提出決議案第十一号につきましてはこれを原案通り可決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め原案通り可決決定いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第二中央農業研究指導所の早期移転促進要請決議案を議題といたし提案者の説明を求めます。
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決議案　第十二号

中央農業研究指導所の早期移転促進要請決議案首題の件について、別紙案のとおり琉球政府行政主席並びに宛要請決議書を提出致したく、議会の議決を得たいので提案致します。

一九五八年七月　日　提出


 
  	四番議員
  	比嘉佑直
 

 
  	五番議員
  	赤嶺一男
 

 
  	九番議員
  	金城武一
 

 
  	十四番議員
  	喜久山朝重
 

 
  	十七番議員
  	金城賢勇
 

 
  	二十番議員
  	宮里敏慶
 

 
  	三十一番議員
  	宮城実
 

 
  	三十九番議員
  	新垣松助
 

 
  	四十番議員
  	金城幸信
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宛：琉球政府行政主席

発：那覇市議会議長

題：中央農業研究指導所の早期移転促進要請決議案

中央農業研究指導所は全琉唯一の政府に於ける農業の生産増強指導育成機関として農畜物の優良種苗の生産配付並びに経営の改善等につき科学的調査研究に基づき鋭意その指導啓発に努力せられ産業経済の発展に大いなる実績を挙げられた事は何人も否定するものはないと信ずるのであります。

特に戦後に於ける米系種苗の輸入に伴う試作と品種改良は指導所今後の大きな課題でありその成果は全琉農民の福音として期して待つべきものであると確信するものであります。

飜って戦後に於ける都市形態は教育文化経済の向上発展に伴いその様相は一変し殊に那覇真和志両市の合併は首都建設の都市計画に一段と拍車をかけられる折都市の中央部に五二、〇〇〇坪余を擁する土地を充用することは時代の変遷と云い乍ら首都建設上誠に遺憾に存ずるのであります。

この時に當り政府に於かれては首里崎山区方面に移転せられる計画のある事は一は全琉農民のため一は那覇市民のため一石二鳥の大乗的見地から時宜に適した計画と思料するものであり千載一遇のこの機を逸せず政府御当局の基本方針に従い移転の早期実現を図られたく第二十四回議会の議決により要請致します。

一九五八年七月　日

那覇市議会議長

高良一







1958年第24回那覇市議会会議録定例会その五






○宮城実君

この与儀試験場の移転問題は数年来の懸案であり政府においても非常に懸念しているようであります。この問題が殊更に政治的な宣伝やあるいは策略に利用されて現在まで遷延していることは誠に残念に存ずる次第であります。

我々が試験場の早期移転促進の要請決議案を出している趣旨は一つは農業の指導研究の機関としての本来の試験場としての任務が完全に果せないということであります。と申し上げますのは御承知のように周囲にいろいろの建造物ができまして自動車の交通も頗繁になり塵芥が飛び、汚物が流れて試験場本来の指導機関としての任務ができないということ今一つは都画上の中央部にアーという広大な土地を占めるということは諸種の都市計画を推進する上から非常に支障を来たしている。この二つの理由から政府の計画に即応いたしまして早く促進していただくことが那覇市の都市計画の推進上が一石二鳥の効果をあげるものではないかというこういう観点から決議案を提出したのであります。よろしく皆様の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の説明に対して質疑に入ります。

○真栄田義晃君

提案者に質問いたします。この決議案を見ますとこれは内容が二つに分かれているようであります。というのは現在の試験場地域から他に移転してもらいたいということが一点更にもう一つは移転先については現在の政府予定地崎山真地新川に早急に移転してもらいたいという二つの内容になっているようでありますので、その点についてお尋ねしたいと思います。提案者も御存知の通り今年の五月二十二日付で我如古さん以下六名から試験場の移転先について反対の陳情をやっているわけであります。その中であの人達が反対しているのは向うに百二十三世帯の農民が生活を営んでおりこの点について以前から政府との間にゴタゴタがあったのでありますが、昨年十二月十四日当時の瀬長経済局長と神村副主席この二人との間に農地買収についての約束を神村副主席の部屋においてやっているのであります。

その内容を申しあげますと、(1)政府は農研所職員の強制収用などの強迫的言辞を厳重に取締る。

(2)現在の買収折衝を一応中止する。(3)政府は予定地周辺で土地を売る人々から代替地として買集める。

(4)候補地に見合う代替地が買揃ったら政府は地主代表立合いで各地主と対等の立場で交換の折衝を開始する折衝に当って政府は絶対に強迫的態度をとらず地主側も個人の意思を押える村八分的行動をしないこと。

(5)交換の際は農家経営の成立を条件とし政府は交換による地主のマイナス面をカバーすることも考慮する。

(6)この個人折衝の結果大多数の地主が土地の売渡し又は交換に同意したら政府は農研所移転を実施するが大多数が依然として反対なら政府としては中央農研所移転について再検討加える。(7)政府は大多数の地主が反対しているのに強制収用を実施することはしない。大多数の地主が土地譲渡に賛成し、地域内の一部が反対している時に話合いでも解決しない。最後のやむを得ない時に強制収用を発動する。

これは一九五七年十一月十四日の沖縄タイムスにその内容を発表されておりこういう約束をやったことは事実であります。

ところが最近になってこの農家にやって参りまして農民の八割、地主の八割は買収に賛成しており反対しているのはお前達一部の者だけだということで個人的な折衝をやっております。それから地主代表を集めて代替地が買揃ったら政府は各地主代表と交換の折衝を開始するというような約束とは全く相反する行為を行っております。こういう誠意のない態度は崎山真地新川の農民を騙ますことであり政府がこういう挙に出たことは遺憾でありこの件について提案者は首里崎山方面に移転させる計画のあることは一つは全琉農民のため一つは那覇市民のため一石二鳥の大乗的見地から時宜に適した計画と思料するものであります云々と述べておりますが現在の政府のこういった誠意のないやり方こういったやり方をしている者尚崎山真地に対してそういう強圧的な手段でやっている政府の行為に対しては提案者はどういうふうに考えておりますか、また現在の通りやってもらいたいという意味であるのかその点について伺いたいのであります。

○宮城実君

只今真栄田議員のいわれるのと反対でございます。政府においては既定方針通り勿論農民に対しては適正の補償もするでありましょうし、それに対する政治的な解決も着々と進んでおるのであります。我々が政府の方針を聞きましてもそういった心配は全然ないし十分に農民の意見も聞きそして円満な解を図りあくまでも政府は既定方針通りやるということを言明しております。

そういう見地から我々は都市計画上一日も早く試験場の移転をしてもらいたいという意味においてこの決議案を提出した次第であります。

○大城清徳君

提案者にお尋ねいたします。今先提案者の方からいろいろ御説明がありましたようにこの要請決議案にも盛られております通り現在の農業試験場用地は適当な場所ではない。都市中央部に位置する関係上非常に具合が悪く以前からこれはどこかに移転しなければいけないということはしばしば論議されておるのであります。この試験場用地を移転することによって特に旧真和志と那覇の一部遮断されておった地域的な連繋が取れ都市計画が促進されるということに対しては全面的に賛成できるわけであります。

この移転の候補地として首里の崎山真和志の真地あの一帯を候補地として予定され今買収が進められております。

そこに候補地を決定するまでにはいろいろ立地条件その方面を調査研究の結果適当な場所だということで決定されたと本員も思料するものであります。そのことに対しまして別に反対というわけではありませんがただ問題は先程真栄田議員から説明がありましたようにあの界わいの地主の中には買収に全面的に賛成しておられる地主もおり中には生活の場としての土地、畑を買収されると今後の生活に大きな支障を来たすということで非常に不安を抱いておる地主もたくさんおられるようであります。従って政府当局と地主との折衝の結果今後の相談の如何によって現在反対している地主も大乗的な立場から賛成してもらえば大変結構なことだと思います。また提案者の方から人民党の宣伝或は一派の宣伝政治的な宣伝に利用されては具合が悪いというような話がありましたが仮にそういうような事実があっても具合が悪いのであります。ここに政府当局の基本方針ということが謳われておりますが今先真栄田議員が読上げておりました小作人地主代表の何十名の方が一番心配しております予定地周辺で土地を売る人から代替地を買集め六番目に謳われております個人折衝の結果大多数の地主が云々とありましたがこれを全部ひっくるめての基本方針であるかどうかお尋ねいたします。

○宮城実君

政府の具体的な基本方針ということはその内容の詳細に亘っては本員もまだ検討しておりません。ただ我々は政府の意志としてこの試験場は移転したいという意思によって我々も早く移転させてもらいたいということを要請したのでありましてその内容がどうなっているかということは具体的にまだ検討しておりません。ただ政府の意思が早くこれをやらなければいけないというので我々といたしましても都市計画上からも良いことであるから早くやってもらいたいということであります。

○浦崎康華君

この農事試験場の移転については只今議員各位から質疑が交わされておりましたがかねがね我々が聞いた所によると東風平村の如きは試験場誘致運動まであったように聞いております。そういった農村の中に入り込んでの試験場であれば誠にふさわしいのですけれども現在はなるほど都心に近い中央部であってこれは早急に移転して頂きたいというのは那覇市民全部が期待するところと思っております。

しかし移転を急くあまり本案にあるように首里崎山方面というふうに指定してやらなくてもこれは只今の議員からも質疑されたように六月二日付をもって我如古盛仁他百十四名の地主小作人の方々が反対の陳情を出しているが現在我々は沖縄の軍用地を一方的に接収していることに対して御承知の通り島ぐるみの斗争を経て現在アメリカに代表を派遣し根本的な解決を求めてやっている次第であります。

然る内においては議会の名によりこの百十四名の方々の生活あるいはその職業を奪うような生産手段を奪うようなことをやって良いかどうかということに対して非常に疑問を持っておる次第であります。那覇市の議会の良識においてこの地主並びに小作人の方々のこの方面の陳情も十分に汲んでもらってそして政府に協力すべきであるならば協力しても良いがしかし那覇市議会は那覇市民のための議会であり何はともあれ市民の福祉を全うすることが肝心であると存ずる次第であります。

従いまして提案者に申し上げることは提案者はそこまで考え浮んでいない。政府の方でしかるべくやるだろうといったような御答弁でありますけれどもしかし百名余りの地主並びに小作人の土地を取り上げてその生活を考えずにただ簡単に協力するということはこれは非常に大事なことであって那覇市会でそういうことをやっても良いがどうかについて大きな疑問を持つのであります。従いまして徹底的にそういったところまで提案者は考えられてこの百十四名の方々の今後の身の振り方までも考えて本案を提出されたかどうかその点並びにこの移転を急ぐために政のやることは例えば土地収用法あるいはそうでなくても権力圧力を加えて接収することも是認することであるかどうかその点を提案者にお伺いいたしたいと思います。

○宮城実君

権力を発揮して農民を圧迫するというふうな考え方には全面的に反対するものであります。農民の補償ということも勿論今おっしゃた通り我々としても非常に心配しておりますけれどもそういう既定方針は政府においても十分対策を樹立しておりますのでそういうことまで云々することはこの決議案の趣旨ではないのであります。

次に首里崎山方面に移転せられる計画云々と書いてありますけれども今浦崎議員がいわれた東風平村方面にありますれば情勢の変化によってそこに移転するのもそれは政府の自由であります。強いて崎山方面の字句が適当でないとするならばこの字句を削除して移転せられることというふうに考えてもよろしいのでございます。

○黒潮隆君

一昨日の新聞にもありましたがまた今浦崎議員からもお話がありました通り試験場の誘致を希望しているところもあるわけであります。強いて農耕地の狭い土地周辺の農耕地に移転を求めたことは結局試験場職員の便宜だけを見ているのじゃあないかと思います。そうしてもし現在の農研所を早く移転させるなら誘致を希望しているところに移転させる方が早くなると思います。何も反対しているところでトラブルを起してやるのは移転の促進にはならないと思います。それから首里崎山方面に移転することが那覇市民の利益になると提案者はいっておりますが農研所はあくまでも全琉農民を対象にして考えるべきであると思うのであります。狭い農耕地を奪われた農民はそして那覇市の場合は固定資産税市民税所得税等が減るわけで市の財政はそれだけ減るわけでありますが農研所が那覇市内においてその附近の農民が利益を受ける総額を知っておりますか

（「進行」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

休憩いたします。

午前十一時十六分休憩

（議長降壇副議長渡口麗秀君登壇）

午前十一時四十一分再開

○副議長（渡口麗秀君）

再開いたします。議長が所用のため席を外しておりますので副議長が代りまして議長の職務を代行いたしたいと思いますのでよろしくお願いいたします。

只今休憩中に意見を調整したのでございますがその点につきまして宮城議員から説明願います。

○宮城実君

意見調整の結果訂正すべき箇所を申しあげます。

決議案の終りから五行目「この秋に当り政府に於かれては首里崎山方面」というところを削りまして「適当な地域」に訂正いたしまして外は原案通りにしたいと思います。

（「賛成」「質疑なし」「進行」と呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

では質疑打切り討論に入ります。

○仲松庸全君

只今議題となりました中央農業研究所移早期促進要請決議案につきまして意見を申し上げます。

只今提案者から修正案が出されたわけでありますが我々のこの案に対する態度は二つの立場からなります。即ち一つは都市計画上の現在の農研所を移転してもらいたいという那覇市民の要求に対しこれを実現するために出されたものであるという解釈であります。しかしながら附隨的に崎山新川真地三部落の農民の農地を取り上げる、こういうことに関連しているこの決議案について先程から意見調整が行われたのでありますが私達の意見は最初の一点に絞ってもらいたいこと即ち移転について賛成であるのでそういう移転についての決議案にしてもらいたいという事でありました。

そういう決議案にするために今までの政府が崎山あるいは真地、新川の農民の土地取り上げにやっきとなって権力をもって圧迫を加えて来た非民主的なやり方を敢えてする意味からもこういったことを促進するような匂いを全部この決議案から抜くことを我々は基本としてそういうふうな方針を立てて折衝する。ところがこの決議案にはまだ我々のそういう暗い気持を抜くことができてないということが残念であります。というのは政府当局の基本方針に従って移転の早期実現を図られるということは政府の基本方針というのは解釈のしようによっては相当問題が起ってくると思います。即ち既に三年も前から起っているこの崎山、新川、真地の土地の取り上げ問題は地元の農民を苦しめておきながらその中で行われたあの七項目の政府との約束これが十分に行われていない。弱い農民をいじめ抜いている政府のやり方これがもし、基本方針であるというならばこの決議案は本当に農民を殺すような決議になってくる。

そういう意味からするとこのような意味の言葉を残す限り我々はこれに反対せざるを得ない。御承知の通り当議会にも農民は現在問題になっている三部落の農民はその死活問題を訴えて陳情に及んでおりますし、再度の陳情にも及んでおります。適正補償とかあるいは政治的な解決を進めている云々を言葉ではいっているけれども我々は今の沖縄の権力が農民に対する政策も如何に取って来たかという歴史を顧えり見る場合、合点することが出来ない。伊佐浜あるいは具志部落と軍用地に接収された農民に対して土地を取り上げる時は常に適正補償をするといったアメリカや当間政府は本当に農民に対して補償して来たかどうか、代替地云々といいながらそれを誠実にやって来たかどうかここが大きな問題であります。結局取り上げる時はなだめすかしておいて土地を取り上げた後は知らん顔をしている。挙句のはてはボリビヤに移民をさせるというような売国主義的な政策に断固反対して農民県民の生活を守ることこそ我等の使命であると考えております。また、都市計画においてもここにはっきりした計画がどうなっているのか、あるいは予算の見通しがどうなっているかということも問題ではありますがこれはさておきまず問題は私たちが見まするに農民は真剣に反対している。これは死活の問題であるからであります。

これは農民の生活に本当に接触してその中で話合いをするならば誰でも農民の死活問題を熱心に考えなければならなくなってくると思います。こういう問題において全琉的な問題であるから一部の犠牲は止むを得ないという理論のためにこれを押し付けようとしている。この理論は本当に平和のために沖縄を犠牲にしてもかまわないという理論の持っていき方、これとまったく同一の理論であり私達は平和というものはそういう部分的なものではなしに社会の全構成員が等しく受けるようなものでならなくてはならないと考えております。こういう立場から今まで政府の取って来た農民に対する押し付けあるいは脅迫的なやり方そういうものがある以上政府の方針に従って移転せよという決議はどうかと思います。そのために我々の望むこの試験場移転促進ということについて移転してもらいたいというのが我々の希望ではあるがこういう曖昧な言葉がついているためにそして農民の今後に与える不安、生活の恐威というものが取り除かれていないということを考える時断固これに反対して私の意見といたします。

○新垣松助君

現在の中央農業指導研究所は那覇市の中央部にあり那覇市の都市計画にも支障を来していることと思う。

また、この農研所を移転させた場合には軍用地に土地をとられた地主も多勢おり、またその中には住宅地に困っている地主もありそういう住宅地に困っている地主もあり、そういう住宅地に困っている那覇市の住宅難を解消することも移転によって可能と思います。また該場所は学校敷地としても適当な場所である観点により本員は農研所の早期移転に賛成するものであります。よって討論打切り採決に入ってもらうよう動議を提出いたします。

（「賛成」と呼ぶものあり、「一言いわして下さい」

「議長々々」「動議は成立しているよ」と呼ぶ者あり）

（議場騒然）

○副議長（渡口麗秀君）

動議は成立いたしております。お諮りいたします。

只今三十九番議員（新垣松助君）の動議の通り討論を打切り採決に入る事に賛成の方挙手願います。

（賛成多数）

○副議長（渡口麗秀君）

賛成多数であります。よって採択に入ります。

日程第二、中央農業研究指導所の早期移転促進要請決議案につきましては先程提案者から修正がありました「適当な地域」ということと「首里崎山区方面を」入れ替えて修正案通りに御賛成の方は挙手願います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

絶対多数であります。よって本決議案につきましては「適当な地域」という字句を一部挿入いたしまして修正案通り可決々定いたします。

（「那覇市民が泣くぞ」と呼ぶものあり）

――― ○ ―――

○副議長（渡口麗秀君）

次日程第三、一九五八年度予算の繰越についてを議題といたしまして建設委員会における審査の経過並びに結果の報告を願います。

○新垣松助君

只今議題になりました日程第三の議案第四十六号一九五八年度予算繰越について当委員会における審査の経過と結果について御報告いたします。先づ本案について当局の説明を求めました所繰越の工事個所は小禄新部落送水管布設工事と小禄地区高良宇栄原区域配水管布設工事及び小禄ポンプ場多投式タービンポンプ購入費であります。繰越す理由といたしましては小禄新部落送水管布設工事の場合は工事の施行中掘鑿（くっさく）溝九五○呎の地点に思いがけない湧水と降雨による土砂崩れ等があったために工事が遅れたのであり、小禄地区高良宇栄原区域配水管布設工事の場合は工事施行中戦前のコンクリート鋪装が九〇〇呎も露出して掘鑿に支障を来たしその上布設する溝が狹められ作業困難となり更に工事が遅れたとの事であり尚小禄ポンプ場多投式タービンポンプ購入費については六月二十五日頃入荷する予定で発注したのであるがその間に沖縄配電会社の送電電圧が従来三千ボルトのものを六千ボルトに適する物を造って貰うよう申入れると同時に製作中の物を一時中止させて製作変更の折衝をしたのであるが既に製作に着工している関係もあって設計変更の折衝が思うように進捗せず双互の話合いのつくまでには二週間も経過したため遅れたわけであるが七月十五日頃には入荷する予定であって何れも萬止むを得ない実情から予定通り施行出来なかったというのであります。

以上の説明に対し委員間から次のような意見があったのであります。即ち当局は年度末に差し迫ってから工事を始めておるようであるが工事が遅れた理由が不可抗力とはいえ工事施行計画に当ってはもっと慎重に調査検討し年度内に執行完了するような或程度余裕をもって施行計画をすれば繰越というようなことは起らないと思料するが今後も支出面の都合で繰越しせねばならないのかと質した所従来は出納閉鎖時期八月一杯までに処置すればよいという慣例になっておりその計画を樹てて施行した所去った十一月一日に自治法第百六十八条の二が制定されるに当り予算繰越しの場合は議会の議決を経なければならないので本年度から始めてこの措置を執った訳であって今後はこの法を念頭において計画実施し斯様な繰越の議決を経ないよう十分留意したいというのであります。ところで委員会といたしましては水道の配管工事は市民に迷惑を掛けることが多々あり工事の遅延はその地域の市民に損失を與える結果となるから今後は予定期間内に完了するよう特に要望し本案を原案通り承認する事に決定した次第であります。

以上簡単に報告申しあげ各位の御賛同を得たいのであります。

○副議長（渡口麗秀君）

只今の委員長報告に対し質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

質疑がなければ討論に入ります。

（「討論なし」「進行」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

では討論を省略して直ちに採決に入ります。

日程第三、一九五八年度予算の繰越について市長提出議案第四十六号につきましては只今の委員長報告通り原案を承認することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないと認め議案第四十六号につきましては原案通り可決決定いたします。

――― ○ ―――

○副議長（渡口麗秀君）

十二時五分前でありますのでこれで休憩し午後は一時から再開することにいたします。

午前十一時五十五分休憩

午後一時四十分再開

○副議長（渡口麗秀君）

午前に引継ぎ本会議を再開いたします。

○副議長（渡口麗秀君）

日程第四収入役の選任同意についてございますがこれについて議長からお諮りいたします。この問題は非常に重大な問題であり又この問題につきましては人事に関する問題である関係上できるだけ満場一致で可決したいというような気持ちを持っております。本件につきましては七月一日からずっと意見調整をしておりますがまだ充分な意見調整がなされておりませんので今日一日だけ待って明日更に審議した方がよいのじゃないかと思います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

所定の賛成がありましたのでお諮りいたします。

（「議長々々」と呼ぶ者あり）

（議長公平にやれ」「そんな諮り方があるか」「議長横暴」

「馬鹿野郎」「早くやれ」と呼ぶ者あり）

（議場騒然）

○浦崎康華君

本件につきましては予算と同様市長提案で大事な案件であります。お手許に配付してあります履歴書を皆様方も既にこの人の前歴並びにその方の人格なりを御承知と思いますが大那覇市の収入役として適切な人事であるが故に質疑討論を省略いたしまして満場一致を以って本日この席上において直ちに可決せられるようお願いいたします。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

只今の浦崎議員の御意見がありましたが今私は今日一日で意見を調整して明日この問題を再び議題として審議してはということをお諮りいたしましたがそれにつきましては賛成者があり尚又今日直ちに議決した方がよいという二つの意見が出ておりますのでその点についてお諮りいたします。

○平良真次郎君

本件につきまして副議長の話によりますと、勿論この人事は三役の内収入役の選任同意ということであり非常に重要な問題であるということは全員認めるところであると思いますがこの話の合間におきまして本問題についていろいろ内部的な問題があるやに聞いておりますがその点についてはどういうふうな理由があるか或はどういうふうな内部的な含みがあるかその点がスッキリしませんのでその辺の事情をもう少し具体的に話して頂きたいと思います。

○副議長（渡口麗秀君）

只今二番議員（平良真次郎君）から質疑がありますが結局私の意向としては人事問題につきましては出来るだけ満場一致で可決したい。それについてはやはり全議員の問題に対する意見を調整する必要があるだろうと思います。

そういう意味で今日一日は保留して明日この問題について可決するなら可決する、否決するなら否決というふうにもっていった方がよいと思います。従いまして只今の平良議員の御意見は参考にしたいと思っております。

○平良真次郎君

そういうような意味もよく解りますが然し前の本会議でもこの問題について延期してそして今日又更に明日というふうにやった場合前から現在に至るまで各派においてそういうような意見調整をやった事があるかどうかその点が問題であり議会をもっと明るくするためにもこのような人事問題は勿論凡ゆる面の問題にしろ私はすっきりさせたい。総ての問題について議会運営の問題についてももっとお互いの腹を赤裸々な線まで持ってお互の意見を調整するなら調整して初めて議会としての最高の権威があり又運営の面においてもスムースにゆくと思いますが今のようでは何かしらそこにすっきりしないような感じがしますのでそういう意味からもう少しその辺について詳細に御説明願いたいと思います。

○副議長（渡口麗秀君）

只今の平良議員の御趣旨を煎じ詰めると各派交渉会でももったらどうかという御意見ですか。

○平良真次郎君

そうではなく斯ういうような問題が出た場合今の議案を押し流すのではなくもっと色々な問題があればこうであればあるかというようなそういった問題をもっとお互いは議員という立場においてこういったことを話合うべきではないかとこういうような立場からもこの問題はむしろどういうような含みがあるか分りませんが私はその辺はこの収入役の選任同意についてもっと慎重に検討し或はするならするとむしろこの問題は本日上程されておりますので又明日ということになると盛沢山の議案を持っている現在の状態からいたしましても直ちに採択に入った方がよいと思います。

（「賛成」と呼ぶものあり）

○辺野喜英興君

只今収入役の選任同意について二つの意見に分れておりますが先程副議長がいわれたように今期も明日一日あることでありますし全員一致して収入役を承認するという建前からいたしまして直ちに採択ということは避け明日になれば全員そういう話合いももたれるという事であり又二番議員が心配しておられるそういう含みも何等私達はもっていないわけであります。それで議長からいわれた議長案のとおり一応明日まで持越して今日は今一応検討した上で満場一致でこの人事問題を通そうということになりますので明日まで持越して頂きたいと思います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○真栄田義晃君

全会一致は望しいことであるかも知れません。然し乍ら反対の意見が出て来るのも議会の在り方として止むを得ない。

だから収入役選任同意を議題に挙げた際或は反対する人もあるかも知れない。それは飽迄も市民のためを思って反対するのであるし、市民のためを思って賛成するのであるからそういったことについても議題に挙げて堂々と話合いすべきだと思います。それを今日になって延ばすという必要は毛頭ないと思います。それで賛成の人は賛成論を議事録に残して市民の前に明らかにするのがむしろ立派であるとこういうふうに考えます。

○副議長（渡口麗秀君）

只今迄の意見が二つに分れております。一つはこの問題については満場一致で人事の問題を解決したいので意見調整を図るために明日審議したいという御意見とそれから今迄に議論もしつくされているので直ちに議題に挙げてこれを議決すべきだというような二つの御意見があります。

それでこの件について採決に入りはっきりさせる方が議事運営の面からもよいと考えますのでその件について採決に入ります。

○副議長（渡口麗秀君）

一寸休憩いたします。

午後二時二分　休憩

午後二時十五分　再開

○副議長（渡口麗秀君）

再開いたします。

先程採決に入る前に休憩いたしましてその際いろいろ意見が出たのでありますが結局採決を採りたいと思います。

日程第四収入役の選任同意につきましては日程を変更いたしましてこれを繰下げ明日審議したいという御意見とそれから直ちに上程して審議したいという二つの御意見に分れております。最初申しあげました通り日程第四収入役の選任同意については明日繰下げ審議した方がよいという方に賛成の方は挙手願います。

○副議長（渡口麗秀君）

挙手多数であります。よって日程第四は明日に繰下げまして日程第五を第四に繰上げ以下順次繰上げて審議する事にいたします。

――― ○ ―――

○副議長（渡口麗秀君）

では只今日程第四に繰上げられました那覇市行政区画整理調査研究委員会の委員選任についてでありますが、本件につきましては、先の本会議において正副議長にその選任を一任されておりますのでその選任の結果について御報告申しあげ皆様の御賛同を得たいのであります。

八番議員　儀武息睦、四十五番議員　普久原朝光二十三番議員　高良清二　四十三番議員　真栄田義晃三十番議員　宮里敏慶以上五名の方々を指名いたします。

御了承願います。

――― ○ ―――

○副議長（渡口麗秀君）

日程第五那覇市都市計画委員会の委員選任について本件につきましても先の本会議におきまして正副議長に選任につきましては一任されておりますのでその選任の結果について御報告をなし皆様の御承認を得たいと思います。

三十九番議員　新垣松助　五番議員　赤嶺一男

十七番議員　金城賢勇　二十一番議員　瀬名波栄

二十五番議員　大山盛幸　以上五名の方々を指名いたします。

御了承願います。

○副議長（渡口麗秀君）

日程第六公有水面埋立免許申請についてを議題と致し建設委員会に於ける審査の結果を報告願います。

○新垣松助君

日程第６の諮問第６号公有水面埋立免許申請については去った七月二日の本会議で中間報告を申しあげた様に、上原光男氏から申請された埋立計画の中には鏡水部落が既に埋立た六千余坪も含めて埋立計画されているという事が鏡水部落の埋立た当時の経緯や現地の調査に依って明らかにされたのでこの埋立計画書類の坪数に重複する坪数のある事を指摘された結果申請人上原光男氏も之を認めての計画の設計変更をして再申請するからその際に再審査をして戴き度いとの申請人からの要望がありましたので議会の承認を経て一応保留してありました所御手許にお配りしてある公文書写しの通り七月三日付工務交通局長から那覇市長宛に埋立地積の異動変更の通知が参った訳であります。

これに依ると埋立面積は変更前が二万四百四十五坪九合二勺で変更に依る埋立面積二万三百十七坪二合で結局一二八坪七合二勺の埋立減となっております。そこで委員会の結論と致しましては設計変更により再申請されたものであり、これに依って認可された鏡地部落の埋立地とも重複することなく合致し尚境界もはっきりした図面に変更され都計上も何等支障を来たさないという当局の説明もありましたので御手許にお配りしてある答申案に四項目の条件を付してこれを全会一致承認することに決定した次第であります。

以上簡単に御報告申しあげ各位の御質問を得たいのであります。

○副議長（渡口麗秀君）

只今の委員長の報告に対し質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

日程第七公有水面埋立免許申請市長提出諮問第六号については只今の委員長の報告通り原案を承認することに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないようでありますので原案通り可決決定いたし左様
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（日程第七）

諮問第六号

公有水面埋立計画変更申請について

（諮問）

株式会社波之上文化娯楽センター社長大城哲夫から申請による首題のことについて別紙の通り政府より公有水面埋立免許申請手続第二条第一項第四号の規定に基き当市に対し諮問があるので議会の意見を問う。

一九五八年七月八日

那覇市長兼次佐一
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工土第一二三五号

一九五八年度諮問第七号

那覇市

公有水面埋立計画変更申請について

貴管内株式会社波之上文化娯楽センター社長大城哲夫から別紙写のとおり申請がありますので貴市議会の御意見を承わりたい。

一九五八年六月三十日

行政主席代理行政副主席

太田政作
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設計変更願

一九五七年六月十日付工土第七〇五号を以って認可になりました波之上地域公有水面埋立工事設計図並に同工事の混凝土護岸工事設計図を別紙に述べます理由をもちまして変更致したいと思いますので御許可下さいます様御願い申し上げます。

一九五八年四月十八日

株式会社波之上文化娯楽センター

代表取締役　大城哲夫

琉球政府行政主席

當間重剛殿

琉球列島米国民政府

主席民政官殿
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理由書

一、私達の埋立許可は那覇市の都市計画に支障を来たさないと云うのが原則となって居り、又私達の文化娯楽センターも那覇市の都市計画の完成と相俟って益々その有益性が高まりますので都市計画の完成については常に積極的に協力する心構えをもっております。

二、当社は埋立許可申請時の設計図に従って埋立工事並に混凝土護岸工事を進めておりました所、護岸設定予定公有水面の深浅関係暴風時の激波浪の抵抗或は護岸上部を歩道に利用するため等の種々の点を考慮して設計の一部変更の止むなきに至った次第であります（添付図面参照）

三、護岸工事の設計変更に従って公有水面埋立地積に関しても必然的に設計の変更を生ずる事になりました。（添付図面参照）

申請当時の総坪数　一五、三四二・一四坪

設計変更後の総坪数　一八、七八八・二〇坪

差引増加坪数　三、四四六・〇六坪

護岸増加数量　二七四・八〇尺

四、護岸並に埋立地の設計変更明細は別紙添付書類を御参照下さい。

五、当社は設計変更によって増加した地積に相当する施設の設計を進めて居ります。

六、右特別の御詮議を以ちまして御許可下さる様御願い申し上げます。

以上
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変更設計書
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答申する事に致します。

○副議長（渡口麗秀君）

次日程第七、公有水面埋立計画変更についてを議題といたし当局の提案趣旨説明を求めます。

○建設部長（松根稔君）

諮問第六号を御説明申し上げます。本件は波の上の海岸に約一万八千坪を目下埋立工事をやっております。娯楽センターの申請に対して政府の諮問があって提案しておる次第であります。

本件につきましては那覇市並びに議会に対して何等諮ることなくして直接軍の方から許可を受けた埋立地でありますので今後色々の問題が起って来るのじゃないかという心配をしておった訳でありますがそこに設計変更の諮問が出て参った訳で然もこの図面を見ますると東側即ちこの図面の右側の下の方は先程当議会に於いて議決になりました那覇市の計画によります埋立と重複するものであります。

従って本件は非常に慎重な審議をお願いしたいとこういうふうに考えております。宜しく御審議の程をお願いいたします。

○副議長（渡口麗秀君）

只今の説明について質疑に入ります。

○新垣松助君

本件につきましては波の上文化娯楽センター社長大城哲夫からの申請になっておりますが然しあの個所は埋立もされておるのに対し埋立申請の諮問が今那覇市に提出されるということは本員としましては疑問の余地があると思います。

更に考えまするに即に公共建物の建築もその個所に設置予定されており最も慎重を期する意味から当局か都市計画に果して支障を来たさないか更に慎重に検討する余地があります関係上一応当局に都市計画の面から検討させては如何なものかと本員は思料するものであります。依って本件につきましてはこれを継続審議するかあるいは当局に一任して処理させるかその点についてお諮り願いたいと思います。

○副議長（渡口麗秀君）

只今の三十九番議員（新垣松助君）の御意見は継続審議したいという事であり先程建設部長からもこの問題は慎重に審議して頂きたいというような要望もございましたので一応議長の意見としましては継続審議の侭建設委員会に付託いたしまして建設委員会に於いて当局とも充分な意見の交換を行って審議した方がよいというふうに考えますが左様に取計って御異議ありませんか

（「賛成」と呼び「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないと認め日程第七公有水面埋立免許申請につきましては当局からも慎重審議をして頂きたいという要望があり議員間に於いても疑義の点もあるので充分なる検討を加えたいという御意向もありますので質疑続行の侭建設委員会に付話すると共に尚議会閉会中の継続審議をなさしめることにして御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないと認め左様決定致します。

○副議長（渡口麗秀君）

次日程第八バスターミナル用地内の市有地譲渡方の陳情についてでありますがこれについて議長からお諮りいたします。

本件につきましては当局から後廻しにして貰いたいという申出がありますが左様日程取計う事に御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないと認め左様決定します。従いまして本日程を最終に繰下げ日程第九を日程第八に繰上げ以下順次日程番号を繰上げ変更することに致します。

○副議長（渡口麗秀君）

それでは只今繰上げ変更になりました日程第八水害による安里川浸水地域の恒久対策と流失架橋の復旧並びに水害路面の補修方の早期実現に関する陳情についてを議題といたし建設委員長の報告を願います。

○新垣松助君

只今議題になりました日程第８の「水害に依る安里川浸水地域の恒久対策と流失架橋の復旧並びに水害路面の補修の早期実現方に関する陳情」について建設委員会に於ける審査の結果について御報告申し上げます。

本陳情につきましては去った二月二十八日本委員会に付託になったものであります。依って四月十四日委員会を開催委員九名出席の許に主管部課長の出度を求めましてその審査を行ったのであります。本陳情の概略を申上げますと去る二月七日の豪雨時に於いて日琉館前架橋が倒壊流失した為学童及び附近住民は危険な又吉道路を迂回通学し且つ河川氾濫によって路面が欠壊したため道路は泥土蓄積により泥濘化し歩行に難渋しておりますので暫定措置として石粉による路面鋪装並びに假橋復旧方をお願いするというのであります。これについて当局の説明を求めました処該箇所の恒久対策については護岸工事を早急に施行する事であるが銀行融資の再開による財政上の問題が解決しない限り本格的な工事施工は出来ないというのであります流失架橋の復旧については設計も完了しており工事契約も済んでおるので近々に着工する予定であり路面補修については陳情趣旨に副って既に石粉を敷き補修完了しておるというのであります。処が委員会と致しましては陳情の趣旨に応えるにも一応現場踏査の必要を認め翌十五日現場の実地調査を行った後委員会を開催委員間から活発なる意見が開陳されたのであります。即ち該箇所は流水経路の状況よりして同河川の深度並びに幅員が余りにも均衡を失する悪条件下にあり然も附近住宅地一帯が底地になっている為水害の度合が大きいという結論を得たのでこれが対策について当局の意向を質したところ根本問題は護岸の工事であるがこの費用については莫大な経費が掛ることからして融資の再開或は河川の適用に依って準用河川として恒久対策を講じて貰う以外にない之が適用の実現には鋭意努力する心算であるがかなりの時日を要するので財政の許す限り陳情の趣意を吸み路面鋪装を施行し假橋の架設については既に請負業者とも契約済みであるので之が復旧を計りたい以上の説明に依り当委員会と致しましては当局の意向を信頼し満場一致これを採択決定致した次第であります。

宜しく皆様方の御賛同を得たいのであります。

尚本假橋は既に完成されており住民の通行に何等支障はないということでありますので付加えておきます。

○副議長(渡口麗秀君)

只今の委員長報告について質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

質疑なければ討論に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

討論もなければ討論省略採決に入ります。

日程第八水害に依る安里川浸水地域の恒久対策と流失架橋の復旧並びに水害路面の補修方の早期実現に関する陳情については只今の委員長の報告通り決定することに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないものと認め左様承認することに決定します。

○副議長（渡口麗秀君）

次日程第九与儀区八班排水路並びに仮橋改修早期実現方に関する陳情についてを議題といたし建設委員長の審査の経過並びに結果の報告を求めます。

○新垣松助君

只今議題になりました日程第９の「與儀区八班排水路並びに假橋改修早期実現方に関する陳情について」当建設委員会に於ける審査の経過並びに結果について御報告申上げます。

本陳情につきましては去った三月二十九日当委員会に付託になったものでありまして去る四月十四日委員会を開催委員九名出席の許に主管部課長の出席を求めまして慎重審査を行ったのであります。本陳情の趣旨を概略申上げますと該箇所が低地のため大雨の場合は附近一帯の住家は浸水騒ぎで難渋しており雨期を控えて心配しているがこの一帯が浸水する原因は假橋が道路より下位にあるため完全排水が出来ないので早急に假橋を改修して頂きたいというのであります。

これについて当局の説明を求めましたところ該假橋は調査したところ戦前の農事試験場時代の用地内農道の假橋であるが周辺の地盤が変形し路面が高くなっているがこれが改修工事については本年度予算の維持修繕費から約四万円程捻出出来ると思料するのでコンクリートに衣る架橋工事を施行する計画であるとの事であります。

処で委員会と致しましては当局の説明を聴いて結論を出すという事丈けでは審査の慎重を欠ぐ惧れもあるので翌日十五日現場を実地調査を致しましたところ該陳情箇所は路面より橋が下位にある為十分な排水がなされておらず従ってこれが改修は早急にすべきを認め当局案通り施工して貰う事に致し満場一致これを採択することに決定致した次第であります。

宜しく皆様方の御賛同を得たいのであります。但し此の橋は概に完成しております。

○副議長（渡口麗秀君）

○副議長（渡口麗秀君）

本件について議長からお諮り致します。只今の委員長の報告により十分御了承願えると思いますので質疑討論を省略し直ちに採決に入って御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないものと認め只今より採決に入ります。

日程第九与儀区八班排水路並びに仮橋改修早期実現方に関する陳情につきまして只今の委員長の報告通り承認することに決定して御異議ありませんか

（「賛成」と呼ぶもの「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないと認め承認することに決定いたします。

○副議長（渡口麗秀君）

次日程第十三区二組一区十八組区内の排水溝設置並びに路面鋪装方に関する陳情について議題といたしまして建設委員会の報告を求めます。

○新垣松助君

只今議題になりました日程第十の三区二組一区一八組区内排水溝設置並びに路面鋪装に関する陳情について当建設委員会に於ける審査の経過と結果について御報告いたします。

本陳情につきましては去る四月二十五日当委員会に付託になったものであります。

依って四月二十九日委員会を開催し委員十一名出席の許に主管部課長の出席を求めまして慎重審査を行ったのであります。先づ当局の説明を求めました所本陳情箇所は五五年度予算で拡張工事を成していたところ着工寸前に二、三の地主が反対し再三再四の折衝も空しく有耶無耶の内に未執行になったものでありますがこの陳情が来てから更に地主との関係について調査いたしました所やはり二三の地主が反対しているようであります。

当局と致しましては直営工事でやるなら消防者が通れる丈の幅員で施工する計画であるが地主が提供する意志はなく従って工事施工は地主承認なしでは出来ないので五九年度予算にも計上しない方針であるとのことであります。

何れにしても当局の説明又は審査の慎重を欠くというので現場の実地調査を行い当日の委員会を閉じ翌三十日委員会を開催し委員間から活発なる意見が開陳されたのであります。

即ち本陳情ヶ所は壺屋地区内の重要な幹線路であるが幅員が狭いため消防車は愚か衛生馬車も入らない状態にあるし施工するのであれば当局の計画通り衛生馬車や消防車が通れる位の幅員にせねば陳情の趣旨に対する排水溝の設置並に路面補修は何等の意味もなさないのであり当局今後の折衝を期待するのであるが地主の非協力は誠に遺憾な事であり本陳情は全会一致之を不採択と決定した次第であります。以上簡単に御報告申上げ皆様方の御賛同を得たいのであります。

○副議長（渡口麗秀君）

只今の委員長の報告に対し質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

質疑がなければ討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

討論なければ討論省略採決に入ります。

日程第十　三区二組一区十八組区内の排水溝設置並びに路面鋪装方に関する陳情につきましては委員長報告通り採択を決定することに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないと認め左様決定いたします。

○副議長（渡口麗秀君）

次日程第十一　三区十五、十六組区内排水溝設置並びに路面鋪修方に関する陳情についてを議題といたしまして建設委員長の報告を求めます。

○新垣松助君

只今議題になりました日程第十一の「三区十五、十六組区内の排水溝設置並びに路面鋪装方に関する陳情について」当建設委員会の審査の結果について御報告申上げます。

先ず陳情の趣旨を簡単に申上げますと該区には排水溝の設置がない為め降雨の際雨水が停滞し衛生上憂慮されるのでこれの設置をして頂くと同時に石粉あるいは砂利を以って路面の鋪装をして頂きたいとのことであります。依って当委員会は去る四月十四日委員会を開催委員九名出席の許に主管部課長の出席を求めましてその審査を行ったのであります。

審査を行う前に本陳情ヶ所の説明を当局に聴しました処該陳情箇所附近の排水系統を完備する為路面下にマンホールを施設すべく通路を掘返し工事を施工した箇所でありますがこの土管工事は最近完了したばかりで路面補修は未だ手を付けてない然し乍ら本工事については周辺の排水溝は連結してマンホールに流れるよう改修しなければならないので五九年度の当初予算に五〇万円の予算要求し之を施行する考えであるが財政の都合もあるので果して計上出来るかどうか現在のところ確答は出来ないが陳情趣旨に応えるべく予算獲得に努力するという事であります。

処で委員会と致しましては該陳情箇所は最近市の直営工事で施工した所でありますのでその面の現状視察を兼ねて実地調査を行うべきだとの多数の意見に依り翌十五日再び委員会を開催現場の実地調査を行い更に引続き委員会を開催致したのであります。

当日の質疑の主なものを申上げますと路面鋪装と排水工事を次年度予算で計上施工するといっているが該箇所はマンホールを設置工事のため土面を掘返したので泥濘の道路となっておる事であれば市としては路面鋪装は早急に実施してやらなければ附近住民が迷惑すると思うがこれについて早急実施する考えはないかと質したところ路面鋪装については本年度予算の維持修繕費より暫定的な措置をとり本格的な排水溝設備工事については鋭意予算の獲得に努め次年度予算で施工したいとの確答ある答弁を信頼し委員会と致しましては一応雨期に入らない中に暫定的にでも排水溝の假工事をやって住民に迷惑を掛けないよう配慮して頂くことを要望し本格的工事については当局案通り次年度予算に計上方努力して貰うことに致しまして本陳情を満場一致採択決定致しましたので宜しく皆様方の御賛同をお願い致します。

○副議長（渡口麗秀君）

只今の委員長報告に対し質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○副議長(渡口麗秀君)

質疑がなければ討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

討論がなければ採決に入ります。

日程第十一　三区十五、十六組の区内排水溝設置並びに路面鋪修に関する陳情については建設委員長の報告通り採択と決定することに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないものと認め左様決定いたします。

○副議長（渡口麗秀君）

日程第十二若松通り道路鋪装方に関する陳情についてを議題といたし建設委員長の報告を求めます。

○新垣松助君

只今議題になりました日程第12の「若松通り道路鋪装方の陳情について」当建設委員会の審査の経過並びに結果を御報告致します。本陳情につきましては去る四月十四日当委員会に付託になったものであります。陳情の趣旨を簡単に申上げますと若松通りは都市計画に基く卸商街として那覇市の主なる卸商が集り連日殷賑を極めつつあり本土にもその例を見ない立派な商店街として高評を受けております処で我々の唯一の悩みは降雨となれば泥濘化し晴天に当っては砂塵の吹捲くる所となるのであります。

就いて一日も早く鋪装をして頂き名実共に完全無欠の立派な卸商街となる様御高配下さいと斯様願い出ているのであります。依って去る四月十四日当委員会は委員九名出席の許に主管部課長の出席を求めましてその審査を行ったのであります。これについて当局の説明を聴しました処本陳情の道路鋪というのは石粉でやるかアスファルトでやるか又はコンクリートでやって貰いたいというのがその点判っきりしないが惧らくアスファルト鋪装の意味で陳情したものと思われる若松通りの鋪装については若狭町や辻町一帯の道路とも関連してこれが鋪装をなす場合には当然若狭町や辻町も一諸に施工せねばならない性質のものであり陳情個所丈を鋪装するという事は考えられないというのであります。假に該個所丈の鋪装工事を施工する場合にしても相当な予算を獲得しなければ出来ない問題であり結局融資の再開がなされない限り出来ないのではないかと考えるとの説明がありましたので一応現場視察をしてから結論を出すことにして当日の委員会を閉じ翌十五日再び委員会を開催その審査を行ったのであります。

先ずアスファルト鋪装をした場合の工事費について当局へ質しましたところ幅員七間長さ約二〇〇間で坪当りの工事費が一四〇〇円として約二〇〇万円かかる計算になるので現在の市の財源では施工困難であり融資再開を待たねば出来ないので路面鋪装については一応石粉鋪装で我慢して貰うことにしたいというのであります。依って委員会と致しましても市当局の今日の財政状態でこの地域の完全鋪装は不可能であるが飽くまでも積極的に鋭意財源の獲得に努力し速やかに陳情趣旨に応えるべく要望致しまして本陳情を採択することに決定致した次第であります。宜しく皆様方の御賛同をお願い致します。

○副議長（渡口麗秀君）

只今の委員長報告につきまして質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○副議長(渡口麗秀君)

質疑がなければ討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○副議長(渡口麗秀君)

討論なければ採決に入ります。

日程第十二若松通り道路鋪装方に関する陳情につきましては只今の委員長の報告通り採決と決定し御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長(渡口麗秀君)

御異議ないと認め左様決定いたします。

○副議長(渡口麗秀君)

次日程第十三、旧那覇料亭前通り（Ｃ橋）橋梁早期架設方の陳情を議題といたし当委員会に於ける審査の経過並に結果について報告を求めます。

○新垣松助君

只今議題になりました日程第13の「旧那覇料亭前通り（Ｃ橋）橋梁早期架設方の陳情について」当建設委員会の結果について御報告申しあげます。

本陳情につきましては去る四月十一日に当委員会に付託になったものであります。本陳情の架設橋梁とは旧那覇料亭前を経て一号線に結ぶ中間の橋梁架設でありまして先ず陳情の趣旨を申しあげますと該橋は一号路線に通ずる重要な橋梁であって之を架設する事に依り一般市民の裨益する所であり時間的にもあるいは経済的にも非常に重要なる役割を果し且つ都心部への最短距離線として新旧両市街を結ぶ不可欠なものであって街の発展に一層拍車をかける事になると同時に輻輳せる牧志の交通量の緩和策にも大きく貢献するものであるから早急に架設して貰たいというのであります。依って当委員会を去る四月十四日開催し委員九名出席の許に当局の主管部課長の出席を求めまして慎重審議を行ったのであります。審査に当り本陳情に対する当局の説明を聴しました処該橋は東江臨時市長時代に追加更生予算に於いて起債に依り工事を施行する計画であったが未だに融資再開の目途がつかず止むを得ず執行を停止しているのである然し一応設計も完全に終っているので起債の見通しが付けば直ぐにでも着工する計画であるとの事であります。

処で当委員会としては審査の慎重を期すべく当日の委員会を閉じ翌十五日更に委員会を開催その審査を行ったのでありますが本路線は以前公入札に付し落札を致したのでありますが着工寸前で復金融資のストップに遭い詮方無く放置されたものであり先程も申しあげました通りこれが再開出来れば早急に施行したいという事であります。結論として委員会と致しましてはその緊急性は十分認めるのでありますが現在の市の財政状況では誠に止むを得ないと思料するのでありまして融資が再開され次第早急に着工して頂く事に致し満場一致これと採択決定致したのであります。以上簡単でありますが御報告申上げ皆様の御賛同を得たいのであります。

○副議長（渡口麗秀君）

議長からお諮り致します。本件につきましては只今委員長から報告がありました通り採択する事に決定したとの事であり、別に御意見もないと考えますので質疑討論を省略し直ちに採決に入りたいと思いますが左様取計う事に御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないと認め質疑討論を省略し採決に入ります。

日程第十三につきましては只今の委員長からの報告通り之を採択する事に御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口秀麗君）

御異議ないと認め左様決定いたします。

○副議長（渡口麗秀君）

次日程第十四、通学路排水溝施工並びに工事方の陳情について建設委員長の報告を求めます。

○新垣松助君

只今議題になりました日程第14の通学路排水溝施工並びに道路補修工事陳情について当建設委員会に於ける審査の経過並びに結果について御報告致します本陳情につきましては去る四月二十一日本委員会に付託になったものであります。

依って四月二十九日委員会を開催委員十一名出席の許に主管部課長の出席を求めまして慎重審査を行ったのであります。

本陳情に対する審査の模様を簡単に申上げますと現在の高良小学校は個人有地に建てられておったが為に地主からの要求もあって校舎移動を余儀なくされたので市の予算で校地と通学路の買収を行い只今政府補助に依って永久校舎が建築されているのでありますがこの新校舎の通学路として幅員三間の道路が出来てはいるが排水溝や道路鋪装がなされていない為に道路としての形態を整えていないということで学校側と致しましてはこれが鋪装方を政府にお願いした処その当時は政府も異存なく道路の整備は政府がやるからという回答を与えたようであります。

ところで最近この工事の施工を早急に実現して貰いたいとの折衝を行った所今年度は予算の都合どうしても出来ないという返事であったそうであります。そこで学校側と致しましては本年七月から新校舎の開校を予定しているのでそれ迄には学童の安全な通学路として道路の整備をしたいという訳で是非市の予算で施工して貰いたいと云う訳でありますこれに対する当局の意向はこの陳情ヶ所は一応政府の方で施工するという事であるが本格的な工事は政府にお任せする事に致し市当局としては暫定措置として維持修繕費でぬかるみにならない程度に石粉を撒いて施工したいというのであります。そこで委員会と致しましては現場を視察調査の上で結論を出すべきとの意見がありましたので直ちに現場視察を行い当日の委員会を閉じ翌三十日委員会を開催慎重審査を行った所委員間から活発なる意見が開陳されたのであります。即ち只今申上げました通り当局としてはこの道路の本格的な工事施工は政府に任せて当局は暫定的に石粉を撒布するという事でありますがこの工事を政府が施工するかどうかについて調査致しましたところ政府は施工する考えはないと判っきり言っている事であります之は全く当局の不手際を暴露している様なものでありこの種の政府助成工事については政府と十分なる連繋を取るべきであって調査もせずに一方的に政府がやるであろうという杜撰な考え方では如何なる工事もスムースに行かない、又この様な通学路を政府が簡単に助成工事をして施行する性質のものであるかどうかは何人も疑問を抱く筈であるが何れにしても現実は判っきりやらないと云っているからそれに対する対策を講ずるべきだとの意見に対し当局は言を取消し本格的工事については新年度予算で計上して施工する事とし暫定措置として石粉を撒布してぬかるみにならないよう補修工事を年度内に施工するという事でありましたので委員会としては当局の自信ある答弁を信頼致しまして本陳情を全会一致採択決定致した次第であります以上簡単に御報告申上げまして皆様方の御賛同を得たいのであります。

○副議長（渡口麗秀君）

只今の委員長報告に対して質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

では討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

では討論も省略し採決に入ります日程第十四通学路排水溝施工並びに工事方の陳情につきましては只今の委員長報告通り採択することに決定して御異議ありませんか

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないと認め委員長の報告通り採決することに決定致します。

○副議長（渡口麗秀君）

一寸お諮りいたします皆さんお疲れのようですからこの辺で十分位休憩いたしたいと思いますが如何ですか

（「賛成」と呼ぶ）（頑張って下さい）「続行続行」「もうすこしやりましょう」（笑声）

○副議長（渡口麗秀君）

では続行という方が多いようですから続行することにいたします次日程第十五、安謝区内東側の安謝校より岡野区に至る道路の改修並びに排水溝設置方の陳情につきてを議題といたし建設委員長の報告を求めます。

○新垣松助君

只今議題になりました日程第15安謝区東側の安謝校より岡野区に至る道路の改修並びに排水溝設置方の陳情について当建設委員会に於ける審査の経過並びに結果について御報告致します。

本陳情につきましては去る二十五日当委員会に付託になったものであります。依って四月二十八日委員会を開催委員十一名出席の許に真和志支所長の出席を求めまして慎重審査を行ったのであります本陳情に対する当局の説明によりますと、該道路の幅員は六尺から九尺で長さ約百米で陳情書にもあります様に岡野区から安謝校に通ずる重要な道路であり当局としても一応設計丈はしてあるがこれを設計通り完全な道路にするとなれば相当な費用を要し財政不如意の現在においてこれを施工することは難しい勿論出来る丈陳情趣旨に応えて上げたいという意志は十分ありますが何しろ合併に依って独立採算制を執っている関係もあるので歳入面の目途を付けて十分検討した上でなければ確答出来ないというのであります。そこで委員間から活発なる意見が開陳されたのであります。その主なものを申しあげますと、

安謝校には岡野区の方から四〇〇名余の児童が通学している事業からして之を放置した場合事故が起る可能性が多いにあるので独立採算制の予算ではあっても税の徴収面を強化すれば実現可能ではないかと思料されるので是非施工して戴きたい若し予算の都合で出来ない場合はせめて今只の所は地主が承諾しているからいいものの来年去来年になると状況が変っていざ本格的な工事を施工する段になってから土地は提供しないという事になると困るから幅員拡張工事は本年度中に是非施工していただきたいと云う要望意見に対し当局の答弁によりますと問題は予算措置でありその点については歳入面とも睨み合せて検討したい徴税成績さえ順調に行けば工事施工は可能であり附近住民の協力をお願いして出来得れば本年度中に是非実現する様努力したい、若しこれが出来ない場合は委員会の意見通り本年度内に暫定措置として幅員を拡張し側溝は出来ないにしても一応陳情趣旨に応えて処置したいと云うのであります。以上の答弁により当委員会は之を信頼し全会一致本陳情を採択する事に決定した次第であります以上簡単乍ら審査の結果を報告し皆様方の御賛同をお願いいたします。

○副議長（渡口麗秀君）

只今の委員長報告について質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

質疑なければ討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

では採決に入ります日程第十五安謝区内東側の安謝校より岡野区に到る道路改修並びに排水溝設置方の陳情について只今の委員長の報告の通り採択することに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないと認め採択することに決定いたします。

○副議長（渡口麗秀君）

次日程第十六　三原区より松川小学校への通学路新設方の陳情についてを議題と致し建設委員会の審査の経過並びに結果の報告を求めます。

○新垣松助君

只今議題になりました日程第16三原区より松川小学校への通学路新設の陳情について建設委員会に於ける審査の経過並びに結果につき御報告申し上げます。

本陳情は去る五月十五日当委員会に付託になったものであります。依って去る五月二十九日委員会を開催委員十名出席の許に真和志支所長の出席を求めその審査を行ったのであります。

先ず支所長の説明に依りますと三原区より松川小学校への通学路は従来から安全通学路がなく現在六本の畦道から通学している状態であり当局としてもこの陳情の趣旨に従い是非通学路と橋梁を早急に新設致したいとは考えているが何しろ財政不如意で六本の通学路の新設は不可能であるので一本丈けの安全通学路は是非新設してやり度い、然し乍ら現在の新予算もない実状でありこれが施工に当っては学校関係に近い地域の市民を督励致しまして納税成績を挙げれば施工費は捻出出来ると思うのでその面の努力をして一本丈でも是非実現したいと云うのであります。そこで委員間から活発なる質疑がなされたのでありますがその主なものを二三申しあげますと一、予算関係で全部は出来ないという事であるがこれを逐次施工するとすれば六本の内どれを優先すべきかについて質した所松川小学校の正門に当る近い道を通学路として選定すべきだと思料されるというのであります。

二、納税督励をする場合それに依る成績状況の検討はしているか、又如何なる方法で督励するかについては納税督励は既に二回に亘って啓蒙運動をやってあり納税成績の悪い所は懇談会等をやって相当効果を挙げているので自信がある三原地域丈でも人口七千人戸数二千戸もあるので十五万円から二十万円位は捻出出来るのではないかと考えているというのであります。

三、施工費について質した所

一五〇米の道路に並行して橋が最小限度六万円かかるとして道路が八万円位で出来ると思うので大体十五万円位あれば施工出来るというのであります。

以上のような質疑応答があって現場視察に依り結論を見出すことに致し現場を調査し翌二十日委員会を開催引続きその審査を行ったのでありますが現場視察の結果当局として考えねばならないのは土地問題でありこの点について質した所土地問題は陳情者の一人である普久原議員も責任をもって三人の地主に当って居られ道路の分丈けなら提供するとの話合が成されてありますのでご心配ないと云う事であります。

問題の施工費については関係部落を通じ納税を督励して歳入獲得に全力を侭し万一歳入獲得が思うように行かない場合はこれを本庁予算で執行して貰うべく市長に極力要望する考えであるというのであります。

結論として本件については土地問題も三人の地主の承諾を得ていると云う事であり工事費の稔出についても当局の固い決意の程が伺われますので当局の案通り安全道路の件と橋梁を施工して貰うべく満場一致これを採択決定した次第であります。宜しく皆様の方の御賛同を得たいのであります。

○副議長（渡口麗秀君）

只今の報告に対し質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

では討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

討論もなければ討論を省略し採決に入ります。

日程第十六　三原区より松川小学校への通学路新設方の陳情につきましては只今の委員長報告通り採択することに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないと認め採択することに決定致します。

――― ○ ―――

○副議長（渡口麗秀君）

次日程第十七大道小学校校地に接する安里川護岸及び通学路排水溝設備の陳情について議題と致し委員長報告を求めます。

○建設委員長（新垣松助君）

日程第十七の大道小学校校地に接する安里川の護岸及び通学路排水溝設置の陳情について当委員会に於ける審査の結果を御報告申上げます本件に関しましては大道小学校の校長及びＰＴＡ会長が那覇区教育委員会を通じ陳情書を提出したものでありましてその概要を申上げますと、

一、大道校の校地に接する安里川は豪雨の際川上が氾濫して運動場は勿論校舎の床上二五糎も浸水し書類の被害も甚だしく学園児の通学安全保護の上から万一の事故発生に父兄や学校側として憂慮しているので早急に護岸を設備して頂きたい

二、通学路鋪装設置については真和志中学校と大道校の中間主要道路でありますが諸車の通行が頻繁なため砂塵濛々として学習児童の保健衛生上一日たり共忽せに出来ない状況にあるので早急に鋪装して頂きたい。

三、校地周辺の排水溝は素堀であるため崩壊し汚水は滞留するに至り悪臭と共にボーフラは発生し環境教育上学童に不潔感を与え尚且つ保健衛生上からも憂慮されるのでコンクリートか又は石積で施行して戴きたい。

以上三件が陳情の主意となっております。

依って六月二日委員会を開催し当局の説明を求めたところ陳情一の護岸設置については河川の護岸であるので政府の管轄であるから政府に於いて施行すべきと考えるので市に於いて折衝したい、二の道路鋪装については既に政府の手に依ってアスファルトになっている又吉道路から大道校東側の練兵橋間の道路とも接続している主要ヶ所でありバス路線であるので護岸設備と同様之も政府に対し早急に工事施工方を申請する積りであるとの事であります。

三の排水溝の問題は当局として是非やらねばならないヶ所であり納税を督励して歳入の見通しが付いたら早急に施工したいというのであります。

処で委員会と致しましては当局の説明丈では現状が判きりしないので一応現場を視察をすることに致し四日再び委員会を開催現場視察の結果委員会と致しましては当局の案通り陳情書の主意たる一・二の護岸の設備と道路の鋪装は政府がやるべき性質のものであると考えるので当局の計画案通り政府に対し五九年度予算を以って是非施行して貰う様当局の手腕を期待するのであります。

三の排水溝については当局に於いて六、七万円の経費をかければ十分でありコンクリートに依り早急に施行するとの確信ある答弁を信頼し結論として当委員会は本陳情を全会一致之を採択するに決定した次第であります

宜しく皆様方の御賛同を得たいのであります。

○副議長（渡口麗秀君）

只今の委員長報告について質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

では討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

討論もないようですから討論省略し採決に入ります。日程第十七大道小学校校地に接する安里川護岸及び通学路排水溝設備の陳情については只今の委員長の報告通り採決する事に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないようですから採択することに決定致します。

○副議長（渡口麗秀君）

次日程第十八牧志中央通り排水溝の掩蓋施工方の陳情についてを議題と致し建設委員会に於ける審査報告を求めます。

○建設委員長（新垣松助君）

只今議題になりました日程第十八の牧志中央通り排水溝の掩蓋施工方の陳情の概要を申上げますと、前島小学校区域内の牧志中央通りに沿う排水溝の掩蓋がなく学童や園児が通学の際自動車を避けるのを誤って溝って落込んで怪我をしたりするが最も重大なる事は豪雨の際道路と溝が見分けも付かない程氾濫し然も物凄い激流となり万一学童が落込んだ場合一瞬にしてその生命を奪われるのであり正に慄然たるものでありますので早急掩蓋をして頂き度いというのであります依って六月二日委員会を開催出席委員十二名出席の下に主管部課長の出席を求めまして審査を行ったのであります。当日の主管課の説明に依りますと該陳情ヶ所の道路は四間の幅員であるが自動車も片道通行になっており児童の通学にも支障がないという事であります。又従来排水溝を施行した場合掩蓋を造った事はなく掩蓋は殆んど附近の家主や地主が自主的に造っているとの事であります。所が陳情書にある通り学童や園児に危険を及ぼすとなれば学校や父兄は勿論、当局としても等閑視する訳にはいけないので審査の慎重を期する意味に於いて現場の状況を視察する事に致し翌日現場を視察し、明けて四日委員会開催現地の実地調査に依って当局の説明が納得出来たのであります。該陳情ヶ所は道幅も広く車輌も片道通行になっているし、さして学童の危険を感ずる様な事も考えられないのであります只下流の方の三叉路の曲り角は自動車でも落込むような危険な箇所であるので七尺位は是非市予算で掩蓋施工せねばならないとの全員の意見に依り当局に於いても十分之を認め早急施工するとの答弁があり本陳情は之を採択することに決定いたした次第であります、宜しく皆様方の御賛同をお願い致します。

○副議長（渡口麗秀君）

本陳情について議長からお諮り致します。お聞きの通り慎重審査の結果委員会としては之を採択したとの報告であります。之については別に御意見もないと思いますので質疑討論を省略し直ちに採決に入りたいと思いますが左様取計って御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○建設委員長（新垣松助君）

只今議題になりました日程第十九の安謝区劇場通り北側の排水溝施行の陳情について当建設委員会に於ける審査の経過と結果について御報告いたします。

本陳情につきましては去る四月二十五日本委員会に付託になったものであります。

依って四月二十九日委員会を開催委員十一名出席の許に真和志支所長の出席を求めまして説明を徴した後現場視察を行い翌三十日再び委員会を開催慎重審査を行ったのであります先ず陳情趣旨を申上げますと、

安謝区内中央線は北側排水溝の施設されないため一寸した雨にも地盤の低い北側の商店街や附近住宅に浸水し殊に豪雨の際は一号線より横溢する水量の濁水となって附近一帯を襲い該区唯一の南側排水溝のみでは致底排水出来ない状態にあり氾濫する水は更に北側凡そ一、二〇〇坪に亘る商店街や住宅に浸水するに及びその被害は実に莫大であり加うるに該区は又排水溝の設備がない為其の後に於いても汚水は停留しその湿気は晴天の際にも悪息を放ち衛生的にも憂慮される現状にあるので早急に劇場通り北側に排水溝の施設をして戴きたいというものであります。これについて当局の説明を求めました所該陳情ケ所は軍のマンホールが道路の真中を通っているため排水溝を中心として二間半（一五フィート）は軍用地になっているので若し施工するとなれば軍の承諾を受けなければならないヶ所でありますが承諾は与えて呉れるものと思います。排水溝で出来ないのでコンクリートで施工する考である、その場合海岸線迄施工するとして長さ一五〇米位になるが工事施工に伴って石粉舗装も必要であるがそれには七〇台分の石粉が入る勘定であるところが真和志の本年度末の石粉保有料は五〇台分しかない、この工事を施工するとなると他の重要な道路舗装の石粉が不足する結果になりもう一つの安謝区からの陳情も採択したばかりであり、これと両方施工することは予算関係からしても不可能だと云うのであります。一方土木関係事業は他にも優先してやるべき箇所が沢山あるので惧らく五九年度でも予算計上は難しいと云うのであります。結論と致しまして本陳情箇所は是非施工せねばならないとは考えるが、これより優先して是非やらねばならない工事は他にも相当あることを確認し尚一方歳入面から考えても財源の目途がつかない現状において之が施行は困難であります依って止むを得ずこれを不採択する事に相成った次第であります。

以上御報告申上げまして皆様方の御賛同をお願い致します。

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないと認め採決に入ります

日程第十八牧志中央通り排水溝の掩蓋施工方の陳情につきましては只今の委員長報告通り採択する事に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ）

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないと認め左様採択することに決定致します。

○副議長（渡口麗秀君）

次日程第十九、安里区劇場通り北側の排水溝施工方の陳情についてを議題と致し建設委員会の審査報告を求めます。

○副議長（渡口麗秀君）

只今の委員長報告について質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

質疑なければ討論に入ります

（「討論なし」と呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

では採決に入ります日程第十九安謝区劇場通りに北側の排水溝施工方の陳情については委員長報告通り採択することに御異議ありませんか

（異議なし」と呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないと認め委員長報告通り採択することに決定致します。

○副議長（渡口麗秀君）

次日程第二十、二中前区五班区内排水路改修についてその陳情についてを議題と致しまして建設委員長の報告を求めます。

○建設委員長（新垣松助君）

只今議題になりました日程第二十の二中前区五班区内の排水路改修方の陳情について当建設委会に於ける審査の結果を御報告致します本陳情の概要を申上げますと同地域一帯のため大雨の場合には真和志支所前大通り（高地）から流れ落ちる雨水が該地域に集りその水量は捌口を失い降雨の度毎に床上迄浸水する事屡々である溝が素堀りである為家屋の土台や狭い通路が浸触され夜は子供や老人は勿論大人に取っても歩行困難な、状況にあるが、それに増して憂慮されるのは停滞した水は沈澱物の腐敗しよって悪息なる瓦斯を発している事であって是は附近住民の保健衛生上誠に重大なる問題であり曽って該排水路の改善を隣組の作業で実施すべく計画したのであるが多額の費用を要す所から実現をすることが出来ず詮方なく今日迄放置されているのであるが住民の保健衛生の見地からこの際市予算で是非改修して戴きたいというのであります。

そこで六月二日委員会を開催真和志支所長の説明を求めました処該陳情ヶ所は陳情者の意を体し改善の必要は認めるが本年度の真和志予算では倒底出来ないのでこれを五九年度予算に編んで貰うべく真和志支所の土木工事箇所の第三順位として資料を提出したのでありますが歳入の関係でこの工事費は計上されてないというのであります処で委員会として真和志支所から五九年度予算枠内に入れて貰うべく支所からの要求に対財政上の都合で計上出来ないというのを予算議会が開かれない内に委員会で取上げる事は妥当ではなく筋が立たないと云う活発な論議が交はされたのであります即ち当局としては予算編成に当っては土木工事ヶ所の順位を決めてやっているから假にこの陳情箇所を委員会が採択した場合慎重に検討した当局の計画案に対して優先して施工せよという結論になり所謂陳情政治と言ったような片寄った結果を招く虞れがあり公明なる政治を行う意味から筋を立てて検討すべきとの慎重なる意見が交されたのであります依って当委員会は本件の外に三件の陳情ヶ所の視察を予定しているので序でに該ヶ所も視察してか結論を出すべきだと云うので翌三日現地視察を行い明けて四日委員会を再開視察結果としてこの排水溝は延長一七〇米幅二尺から四尺深さが二尺から三尺五寸位の素掘の排水路であるが下流の方で殆んど直角に近い極端な屈折ヶ所がある為大雨になるとそこが捌口を失い氾濫するものと思料されるのであります然し乍らこれが本格的工事を施行する場合には直線コースの排水路にしなければならない、その為には三区十七組と二中前区五班の境を成している道路を横断して工事を施工せねばならないので家屋の立退き料その工事費が七〇万円位経費を要する事からして本年度予算は勿論であるが財政不如意の今は五九年度予算に於いても既に幾多の優先工事を控え望まれない之が早期施工は困難であります依って当委員会と致しましても市当局今日の財政を顧慮し全会一致之を不採択と決定致した次第であります以上簡単乍ら審査の結果を御報告申上げ皆様方の御賛同を得たいのであります。

○副議長（渡口麗秀君）

只今の報告に対し質疑に入ります。

○久場景善君）

委員長にお訊ね致します。本件を不採択するという事は余りだと思います何んとか晢定的な措置でも出来ないものかどうかその点お訊ね致します

○新垣松助君）

本委員会に於いて実地調査を致しました所丁度排水の曲り角に道路に面した所の排水の上に建物がありその建物が瓦葺でありましてそれを退けない限り本格的な工事も出来ないし又晢定的な工事をするにしてもその路面に面した向う側の家屋の密集した所に排水溝が開けられるかと云う様な疑問があり是は今申上げた通り七十万円の工事費を要する関係上どうしても晢定的な措置を出来ない、この晢定工事というのは家屋の下の排水溝から急カーブになっておりましてそれ迄どうしても突抜かなければならないので技術面からもその氾濫を防ぐ事は不可能であるという事尚工事費も七十万円莫大なる予算が必要であります関係上排水路改修については不可能であるという見地から不採択と決定した次第であります

○久場景善君

水が溜って公衆衛生上非常に悪いと云う事でありますが委員会に於いて誠意があるならば溜水を流すだけの晢定措置でも出来ないかどうかその点について更にお訊ね致します

○新垣松助君

勿論本委員会としても是非とも為すべく努力は致しましたものの当局の予算の関係上止む得ずこれを不採択と決定した次第であります。

○赤嶺一男君

只今の一番議員の御質疑でありますが建設委員会として本件を不採択と決定した理由は委員長報告にもありました通り真和志支所長から出された予算要求はまず工事施工順位を付けて本庁に於いて予算の範囲内に於いて是だけは出来るといって取ったものか支所長が出した一番だけであったという風に聞いております。然もこの陳情になっている個所は支所長に於いて三番の順位を付けたものであ既に二番の順位にあるものを本庁に於いて蹴られておるのに三番目の陳情にある個所を採択すると云う事自体筋がたたないというような根本的な考え方からこの陳情を不採択した訳であります。それから溜水の所を晢定的に何とか出来ないかというお訊ねでありますがあの場所に於いて水を捌く措置と申しますのは上から流れて来ている溝に対して直角に下の方で道路が遮断しているこの水を捌かすためには直角に遮断した所の進路に暗渠を設けなければ水を捌かすという事すら出来ないという現地の状態でありましたのでこれ以上どうするというような措置は得られなかったのであります。以上委員長の説明を補足致します。

（「進行と」呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

では質疑を打切り討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

では討論を省略致しまして採決に入ります日程第二十　二中前区五班区内の排水路改修についての陳情につきましては只今の委員長報告通り不採択とする事に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ）

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないものと認め委員長の報告通り不採択とすることに決定致します。

○副議長（渡口麗秀君）

次日程第二十一沖縄水産高校西側公有水面埋立免許願同意の陳情についてを議題と致し建設委員長の報告を求めます。

○建設委員長（新垣松助君）

日程第二十一の沖縄水産高等学校西側公有水面埋立免許願同意の陳情について当委員会に於ける審査の経過と結果について御報告いたします。

本陳情について当局の説明を求めました所この埋立申請箇所は一つには泊港港湾区域である事、一つには旧真和志の地先水面であったため合併以前に真和志の方で埋立計画したものでありこの計画がその侭合併条件協定書に盛られている事更に水産学校の繋船問題や学校側の実修面にも影響を及ぼすのではないかと云う学校側の意見も考慮しなければならないし尚この陳情と関連して過日工交局が招致した港湾施設の権威者後藤博士の意見にもあったように該場所に乾トックが必要であるという事に対しては泊港の発展に伴い大いに望しい所ではあるが本陳情の埋立計画に依ると第一次埋立計画がセメントブロック工場敷地となっており主目的たる乾ドックは第二次計画の埋立によって施行するという事になっているが乾ドック規模に対する設計図がないのでどの程度の鉄工船がが収容出来るか不明であり造るのであれば将来に悔のな乾ドックを造って貰いたいと思うがその点を対象にして慎重に検討し具体案が纏まる迄審議未了の侭保留して戴きたいというのであります。

以上のような当局の説明により委員間から活溌なる質疑討論があったのでありますが結論と致しまして当局の言はれるように艦トックの問題水産高校との関係合併条件協定書の埋立計画等複雑な諸問題があるので当局のそれに対する具体案が審議未了の侭継続審議をすることに決定致した次第であります以上簡単に中間報告を申上げ各位の御了承を得たいのであります。

○副議長（渡口麗秀君）

只今の委員長報告に対し質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

質疑なければ討論に入ります

（「討論なし」と呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

討論もないようですから採決に入ります。日程第二十一沖縄水産高校公有水面埋立免許願同意については只今の委員長報告では中間報告となっており審議未了の侭議会開会中の継続審査したいという御意見でありますが左様取計らうことに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないようですから本陳情につきましては議会閉会中の継続審査をなさしめる事に決定致します。

（「休憩」というものあり）

○議長（高良一君）

休憩という声もありますのでこの辺で暫く休憩する事に致します

（午後三時三十七分休憩）

（午後三時五十六分開会）

○議長（高良一君）

開会致します。議長からお諮り致します。本日の日程としては後重要議案として、二二、二三が残っておりますが本日はこれで散会して明日の午前十時から再開致したいと思いますが御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないようでありますから本日はこれをもちまして散会いたし明日午前十時から再開することに致しますどうも有難うございました。

（散会午後三時五十九分）
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  	一、本日の会議を行った場所
  	市会議室
 




一、出席議員氏名


 
  	議長
  	高良一
  	議員
  	宮里敏慶
 

 
  	副議長
  	渡口麗秀
  	同
  	玉井栄次
 

 
  	議員
  	久場景善
  	同
  	高良清二
 

 
  	同
  	平良真次郎
  	同
  	糸数昌剛
 

 
  	同
  	比嘉佑直
  	同
  	大山盛幸
 

 
  	同
  	赤嶺一男
  	同
  	辺野喜英興
 

 
  	同
  	渡口政行
  	同
  	上原文吉
 

 
  	同
  	森田孟松
  	同
  	比嘉朝四郎
 

 
  	同
  	儀武息睦
  	同
  	宮城実
 

 
  	同
  	金城武一
  	同
  	仲宗根梶雄
 

 
  	同
  	仲尾次盛夏
  	同
  	具志清裕
 

 
  	同
  	仲松庸全
  	同
  	金城重宣
 

 
  	同
  	喜久山朝重
  	同
  	黒潮隆
 

 
  	同
  	石原昌進
  	同
  	浦崎康華
 

 
  	同
  	金城賢勇
  	同
  	備瀬知良
 

 
  	同
  	玉城正次
  	同
  	新垣松助
 

 
  	同
  	大城清徳
  	同
  	金城幸信
 





 
  	議員
  	儀間真祥
 

 
  	同
  	屋慶名政永
 

 
  	同
  	真栄田義晃
 

 
  	同
  	久高友敏
 

 
  	同
  	普久原朝光
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一、市当局より参与せる者の職氏名

記


 
  	市長
  	兼次佐一
  	衛生課長
  	比嘉政謙
 

 
  	総務部長
  	仲原英通
  	労務課長
  	喜瀬慎太郎
 

 
  	財政部長
  	義永栄善
  	真和志支所長
  	富山嘉仁
 

 
  	建設部長
  	松根稔
  	小禄支所長
  	神山孝標
 

 
  	水道課長
  	国吉長成
  	首里支所長
  	伊波広定
 

 
  	都計課長
  	知念英五郎
  	泊港務所長
  	山里将和
 

 
  	土木課長
  	安里一郎
  	消防隊長
  	具志清一
 

 
  	建築課長
  	水間平
  	財政課長
  	崎浜国宏
 

 
  	区画課長
  	永山政徳
  	出納課長
  	平田弦子
 

 
  	整理
 

 
  	総務課長
  	阿波連本平
  	税務課長
  	普久嶺則明
 

 
  	勧業課長
  	渡久地敬正
  	徴税課長
  	仲里徳男
 

 
  	戸籍課長
  	真栄里思温
  	社会課長
  	野村安彦
 




一、事務局出席者


 
  	局長
  	友寄隆次郎
  	書記
  	新垣襄二
 

 
  	書記
  	新垣繁
  	同
  	湧川朝興
 

 
  	同
  	山城正信
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一、会議録署名人


 
  	一九五九年十月十九日
  	
 

 
  	四番議員
  	比嘉佑直
 

 
  	一九五九年十月十四日
  	
 

 
  	四四番議員
  	久高友敏
 

 
  	一九五九年十一月二十五日
  	
 

 
  	議長
  	高良一
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一九五八年　七月十日

（午前十一時〇五分開会）

○副議長（渡口麗秀君）

開会いたします。

本日の出席三十八名欠席四名でありまして議会は成立しております。欠席議員は高良一君、金城賢勇君、玉那覇有義君、崎山喜達君、四名であります。

○副議長（渡口麗秀君）

只今から本日の会議を開きます。

諸般の報告を申あげます。

本月九日付をもって四十三番議員真栄田義晃君外議員十三名の連署をもって議長宛那覇市議会会議規則の一部を改正する規則、同じく請願書取扱い要綱の一部改正について以上二件の議案が提出されておりますのでその写しを印刷の上お手許に配布いたしました。

本件につきましては後刻議題といたし御審議願うことにいたしますから左様御了承を願います。

同じく九日付那総々発第三一四九号をもって市長から議長宛バスターミナルの建設について諮問第七号の送付がありましたので各位のお手許に配付いたし、文書の朗読はこれを省略いたします。本件につきましても後刻議題といたし御審議願うことにいたしますから左様御諒承願います。

本日の議事日程は印刷の上お手許に配布いたしておきましたからそれによって報告に替えます。

――― ○ ―――
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議事日程　第十一号

一九五八年七月十日（木）　午前十時　開議


 
  	第一　小禄小学校々地購入について
  	（文教厚生労務委員会審査報告）
 

 
  	第二　泊小学校附属幼稚園の敷地割當に関する陳情
  	（文教厚生労務委員会審査報告）
 

 
  	第三　世持神社敷地誤記訂正の件
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第四　中央農研所移転指定地買収と取上げ阻止について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第五　中央農研所移転用地買収反対について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第六　商業高校体育館建設に対する補助金交付方の陳情
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第七　沖縄畜産加工株式会社に対する助成金交付方について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第八　都市計画事業により潰地となる土地の適正補償について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第九　靖国神社奉賛会沖縄地方本部会に一九五九年度
  	
 

 
  	補助金交付方陳情について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第十　旧護国神社の敷地無償貸与方の陳情について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第十一　市有地売買に因る処分方の陳情について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第十二　泊港ターミナル内売店契約に関する不正収賄事実
  	
 

 
  	調査について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第十三　船揚場漁具漁網干場敷地無償貸与方の陳情
  	（総務財政委員会審査報告）
 





 
  	第十四　世持神社敷地払下げについて陳情
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第十五　泊港貨物滞貨料善処方に関する陳情
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第十六　市有地貸与方の陳情について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第十七　道路敷地買上げ方お願いについて
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第十八　解雇通知の取消し並びに臨時傭負の定数化について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第十九　替費地譲渡陳情
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第二十　バスターミナル建設について
  	（市長提出諮問第七号）
 

 
  	第二十一　バスターミナル用地内の市有地譲渡の陳情について
  	
 

 
  	第二十二　収入役の選任同意について
  	（市長提出議案第四十三号）
 

 
  	第二十三　那覇市議会会議規則の一部を改正する規則
  	（四十三番議員他十三名提出議案第四十七号）
 

 
  	第二十四　請願書取扱要綱の一部改正について
  	（四十三番議員他十三名提出議案第四十八号）
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本日会議に付した事件

一九五八年七月十日（木）


 
  	第一　小禄小学校々地購入について
  	（文教厚生労務委員会審査報告）
 

 
  	第二　泊小学校附属幼稚園の敷地割當に関する陳情
  	（文教厚生労務委員会審査報告）
 

 
  	第三　世持神社敷地誤記訂正の件　
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第四　中央農研所移転指定地買収と取上げ阻止について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第五　中央農研所移転用地買収反対について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第六　商業高校体育館建設に対する補助金交付方の陳情
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第七　沖縄畜産加工株式会社に対する助成金交付方について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第八　都市計画事業により潰地となる土地の適正補償について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第九　靖国神社奉賛会沖縄地方本部会に一九五九年度
  	
 

 
  	補助金交付方陳情について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第十　旧護国神社の敷地無償貸与方の陳情について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第十一　市有地売買に因る処分方の陳情について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第十二　泊港ターミナル内売店契約に関する不正収賄事実
  	
 

 
  	調査について
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第十三　船揚場漁具漁網干場敷地無償貸与方の陳情
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第十四　世持神社敷地払下げについて陳情
  	（総務財政委員会審査報告）
 

 
  	第十五　泊港貨物滞貨料善処方に関する陳情
  	（総務財政委員会審査報告）
 





 
  	第十六　市有地貸与方の陳情について
  	（総務財政委員会審査報告）
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○副議長（渡口麗秀君）

では只今から議事に入ります。

○儀間真祥君

昨日みたいにですなァ、議長にはこれより議場を騒がせないように民主的な方法でやって貰いたいということを要望いたします。

○副議長（渡口麗秀君）

昨日の場合は動議ですからね。そういうような場合は討論を省いて採択するのがゆき方なんですよ。昨日は民主的にやったつもりですが。

○真栄田義晃君

昨日の議事裁きこれについて二度とかかることのないよう要望いたします。実は日程第二、昨日のもんです。中央農業研究指導所の早期移転促進要請決議案これの審議途中において三十九番議員新垣松助から討論打切、採決の動議があったのであります。その場合に「賛成」と呼ぶものがあって動議は成立したが、動議の採決を賛成して直ちに議案採決に入っている。

（「諮ったはずです」と呼ぶ者あり）（「諮ってない」という者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

そんな不始末はやりませんよ。

○真栄田義晃君

動議だけで議案の採決に入っていますよ。賛成というものがあって動議の採決をなしてそれから更に議案の採決に入るべきであります。

（「議長は諮ったというじゃないですか」というものあり）

（「昂奮しないで下さい」というものあり）（「進行」と呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

では日程第一小禄小学校校地購入についてを議題といたし文教厚生労務委員会の審査報告をお願いいたします。

○平良真次郎君

只今議題となりました日程第一の小禄小学校校地購入方についての陳情の審査経過並びに結果について御報告申しあげます。本件は先月二十日当委員会にその審査を付託されたもので、その趣旨の概要を申しあげますと、本校は一四〇〇人余の在籍児童を抱えてその収容能力も限界に達しており、施設の上で何かと授業面に諸種の隘路が生じ、これの打開策として校舎増築を企図しているが校地狭小のため不可能の現況にあるので現校地南側の空地約四百坪を購入貸与してほしいという主意のようであります。先づ五月二十六日に全委員出席いたしまして審議に入りましたが今後においてこの種問題の続出が予測されるとの観点からこの際本委員会の基本的態度を見出す事が先決であるとの全員が纏まり、そのためには全教育委員、政府主管局を招致して協議すべく決定して当日は散会し、越えて二十九日文教局施設課長並びに全教育委員の参集を求め、校地の確保を如何にするかについて諮ったところ文教局としては現在の政府教育予算では到底学校敷地の獲得の線までは延せない窮迫した財政状態である旨の説明があり教育委員会の言分は「その財源とする教育税の幅が狭く且つ浅い為に起債するにしろ事業を計画するにしても現財政面においてその見透しが掴めない現況にあるので当分は市の援助をお願いしたい」とかように答弁されております。

勿論教育委員会の財政的苦境は察知出来るが独立した一個の法人であるとの立場からしても自主的に自己財源の確保を立案されて万事を尽して尚足らざる場合、市の援助を求めるべきが妥当であり、今一段と積極的な活躍をなすべきであるとの相当突込んだ意見が開陳され更に市当局の説明では従来の無償貸与校地が五九、四七九坪でその地料を最低値に見積っても四百万円余で更に個人有地、学校敷地の借用面積三五、六四一坪替費地三、〇六六坪になっております。本年度補助額が百七十八万五千円、五九年度も同額の予算を計上いたしており、四千万円近い厖大な補助額となり、従ってゆとりのない市財政の現況からしてこれ以上の捻出は不可能に近くその意に沿えない旨を述べているのであります。かくなりますと何れの機関或は団体がこれに当るかについては「法」においてその明確性が打出されていない。依ってこれの具体的解決案としては法的に明文化せしめるべきであるが一応財政に関する問題でもありますので総務財政委員会との合同委員会をもつ事に全委員意見の一致を見まして六月五日更に全教育委員招致の上、合同委員会を開催いたしたのであります。当日の審議概況を申しあげますと、議題は「那覇市教育の基本的財政面の援助について」他の一件は「小禄小学校校地購入方について」の二陳情で先づ教育委員会から教育税の徴収状況並びにあらゆる面から検討を加えた教育費の現況更に教育税の使途等の説明に続いて総務財政、文厚労両委員長から前述二件の審議経過報告を行い、次いで学校敷地を如何にして確保するかに関連して無償貸与校地の所属問題が論議され教育委員議会委員双方において終始活発な応酬が交わされましたが、具体的な決め手を得るに到らずして本委員会を閉じ越えて九日再開して討議を重ねましたが、結局教育委員会自体の自主的活動を側面より援助する意味において「立法院文教社会委員」「政府文教局」等関係当局に対し四つの案を持って鋭意折衝することといたしたのであります。即ち一つ、校地の獲得に関しては政府の責任とするよう立法改正要請する。

二つ、政府補助金の義務的予算計上要請。三つ、教育委員会自体で教育区債を起す。四つ、首都建設法に織込んで校地問題を明確化させる。以上の何れかを「主」におき他の三案を「従」として、その折衝を開始する事にいたしたのでありまして法的裏付けのない限り、本陳情の結論を得る事は困難であります。依って本件につきましては更に審査の慎重を期すべく議会の議決を得て継続審議をいたしたいと斯様に考える次第であります。

以上簡単ながら中間報告を申しあげ各位の御承認を得たいと思います。

○副議長（渡口麗秀君）

只今の委員長報告について質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶものあり）（「討論なし」と呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

議長からお諮りいたします。只今の委員長報告は中間報告ということになっておりますが、委員会としてはこれを議会閉会中の継続審査いたしたいというようなことでありますが左様取計らう事に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないようであります。よって本陳情は中間報告にとどめ当委員会に議会閉会中の継続審査をなさしめることに決定いたします。

――― ○ ―――

○副議長（渡口麗秀君）

次、日程第二、泊小学校附属幼稚園の敷地割当に関する陳情について議題といたし、文教厚生労務委員長の報告を求めます。

○平良真次郎君

只今議題となりました日程第二の泊小学校附属幼稚園の敷地割当に関する陳情についてその審査の経過並びに結果について御報告いたします。

本陳情は今月十九日付本委員会にその審査を付託された案件でその趣旨の概要を申しあげますと、本校には幼稚園の施設がない関係から止む得ず繋属措置として部落の私設幼稚園に依頼しているが父兄の要望もあり小学校との関連上附属幼稚園の設置を計画しているが現校地面積二千四百余坪では今後予想される在籍児童増加を考えた場合、小学校敷地基準たる坪数に達しない面積となり運動場その他室外遊戯の教育に支障を来たし到底現敷地内での幼稚園設置は不可能な実情であるので本校東方隣接地の公園予定地六百坪から約四百坪を附属幼稚園敷地として割当設定をして貰いたいというのであります。これに対し当局の意向を質しました所現在区画整理課においては三千余坪の替費地を抱えているが只今の陳情個所も計画としては小公園であるがこの替費地の一部でありこれを泊小学校に四百坪を貸与するとした場合精算事務に支障を来たし延いては都市計画にも支障を来たす結果ともなり慎重に検討をいたさねばならない問題であるというのであります。

本件はここに本委員会付託となって継続審議の決議を得ました「小禄小学校校地購入方」の陳情等学校敷地問題については教育法の法的な問題から市の負担においてなされることの法的な裏付けとしての明文もないようであり那覇市における学校敷地問題は今後も更に起り得る問題でありましてこれの解明は最も慎重を要するものと思料する次第であります。よって本陳情につきましても審査の慎重を期し、全会一致これを継続審査をいたすことに相成った次第であります。

よろしく各位の御承認を得たく簡単ながら中間報告といたします。

○副議長（渡口麗秀君）

只今の委員長報告に対し質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶものあり）（「討論なし」と呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

只今の委員長報告は中間報告となっておりますが委員会としては議会閉会中も継続審査をいたしたいというようなことでありますが左様取計うことに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないものと認め本陳情につきましては中間報告にとどめまして共に継続審査をなさしめることに決定いたします。

――― ○ ―――

○副議長（渡口麗秀君）

次日程第三、世持神社敷地誤記訂正の件についてを議題といたしまして総務財政委員長の報告を求めます。

○大山盛幸君

日程第三の世持神社敷地誤記訂正の件について委員会における審査の経過並びに結果につき御報告申し上げます。

本件は三月の定例議会で当局から今一度検討してもらいたいとの意見により継続審議になったものであります。

陳情の趣旨は戦後の混乱時代に誤って市有地に記載されたもので戦前の那覇市長並びに当時の市会議員の証明書を証拠書類として裁判所に和解の申し立てをしたものでありますが世持神社が法人組織してない為和解成立しなかったのであります。所が一九五八年二月五日民法第三十四条によって戦後新らしく設立を認可されたので敷地の誤記訂正方を願い出たものであります。

その後当局の検討した結果一、旧世持神社の戦前の法人組織と戦後新らしく設立された世持神社の社団法人との組織内容確認の疑義。一、申立人の人格関係即ち責任ある代表者としての適格性。一、承継者氏子総代としての疑義。

以上三つの疑問点があるというのであります。当時の関係者から種々事情を聴取いたしました所旧世持神社は法人組織でなかった事は明白であり当時の承継者総代の言によりますと敷地は市有地で無償貸付したものと思料されることになっていたとの証言がなされたとの事であります。

又、現在総代と自称する上間朝久氏は当時県の職員であって承継者総代氏子総代ではないことが明白であるというのであります。尚一九五八年二月五日に社団法人として認可されておりますが旧世持神社をそのまま承継するものとは断定出来ないというのであります。それで陳情者代表を招致しまして種々質疑を行ったのであります。その主なるものを申しあげますと、一、神社を建立する場合は当然内務省の神社局に報告されたと思うがその時に市会が満場一致で無償譲渡したという証拠資料を提出できるか如何か。

一、神社建立の場合敷地は神社所有でなければならないと神社法令に謳われていたと説明されたがそれを明確にするためにその法令を提示し得るか如何か。

一、お寺なら京都の本山に台帳があり、沖縄の寺院の坪数をはっきり示めされているがそれと同様に世持神社をその所管の財産台帳に登録されていると思うがこれを明示する証拠があるか如何か。以上の質疑に対し戦前は神社建立と同時に内務省の神社局に報告される事になってをりましたが戦後は新憲法によって民間事業として維持運営するようになっているとの事であり、戦前の資料である神社法令並びに無償譲渡の議決書数については日本にいる知人を介して日本政府並びに関係団体に問い合せてをりますがその証拠書類が発見できない関係上資料提出については自信がないとの答弁がなされたのであります。

よって当委員会といたしましては今までの当局並びに陳情者の説明、答弁からいたしましてその当時の関係資料もないし、又陳情者としても資料提出については自信を持ってをられないようであれば幾多の疑義を持つ訳であり明確に結論ずけることは出来ないのでありまして、若し陳情者に再陳情の意志があるならば資料を整えて陳情してもらうことに決定し本陳情を不採択とすることに決定した次第であります。以上簡単に御報告を申しあげ各位の賛同を得たいのであります。

○副議長（渡口麗秀君）

只今の委員長報告について質疑に入ります。

（「質疑なし」「討論なし」と呼ぶものあり）

では質疑、討論を省略して直ちに採決に入る事に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないと認め採決に入ります。日程第三、世持神社敷地誤記訂正の件につきまして只今の委員長の報告通り、不採択とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないと認め本件については只今の委員長の報告通り不採択と決定いたします。

――― ○ ―――

○副議長（渡口麗秀君）

次日程第四、日程第五は関連するようでございますので一括して処理したいと思います。

日程第四、中央農研所移転指定地買収と取上げ阻止についてと日程第五、中央農研所移転用地買収反対については何れも関連する事でありますので一括議題といたしまして総務財政委員長の報告を求めます。

○大山盛幸君

日程第四、第五一括して御報告申しあげます。

日程第四中農研移転指定の買収と取上げ阻止について及び日程第五の中央農研所移転用地買収反対については何れも同一主旨に基づく陳情でありますので一括して当委員会の審査の経過並びに結果を報告いたします。

両陳情の要旨を簡単に申し述べますと中央農研移転候補地に指定されている首里崎山区、旧真和志字真地、南風原村字新川の農地についてはこの土地を耕作して生活を営んでいる農民から一九五六年十月以来再三に亘り政府関係当局に陳情を続けた結果当時の副主席並びに経済局長から七項目の折衝方法取決めの約束が新聞を通じて公表されたのに拘わらず我々農民の期待と信頼を裏切り政府当局は裏面から土地の売収を企て自ら約束を破り不誠実な行為をなし、あまつさえ買収の手段として農民を脅迫している。このような状態に際し吾々農民の生きる権利と財産を守るために土地の売収と取上げを阻止し、又移転店舗地の変更を要求して戴きたいとの事であります。この陳情につきましては四回に亘って慎重な審査が行われ、その間陳情者代表及び中央農研所長、経済局長の出席を求めて両者の説明も審さに聴取したのであります。陳情者代表我如古氏は土地売収については吾々農民の生きる権利と財産を擁護するために絶対反対である。政府当局はさきに約束した七項目の取決めについてもその折衝方法には真の置けない状態であり、吾々は不安と緊張の連続で仕事も手につかずに一年有余を過ごしているので一日も早く候補地としての変更もしくは置上阻止をして貰いたいとの陳情者の補足説明がなされ委員各位から要旨次のような質疑応答がなされたのであります。即ち一、貴方の土地が農試験場予定地の近くにあるとした場合農試移転に対して反対するか。一、陳情書の中に農研所長が夜間人目を忍んで女世帯を訪れた事と嘘八百を並べ脅迫したとあるがその事実があったか。一、代表者がいっている委員会の構成と代表者の選定の方法はどうしてやったか。一、大多数の地主が買収に応じた場合止むを得ないという気持ちもあるか。

一、長期間に亘る反対運動を続けるには相当の費用が入るがその経費の捻出は如何様にしているか。等の質疑に対し関係者が反対すれば反対せざるを得ないし又純農家であれば必ず反対する。夜間女世帯を訪問したのは事実であり嘘八百というのはその席上で関係者八分どおりの方々が買上げについて承諾しているので承諾した方がよい。極力拒む場合は強制収用になるしそうなってからは土地の利用価値も落ちる等と口説いてをり脅迫についての事実の判断は陳情者がそう判断した。委員会の構成については関係三部落の地主小作人総会を開催し各部落から二名宛選出し委員長に私が選ばれた。買収については政府は各人の自由意志を尊重して実施するとの方針であり残った小数の人に対して強制収用を発動するとのことだが吾々は生活を守るためには飽迄絶対に反対の意志を表明する。この運動の経費の捻出は関係世帯で主旨に賛成する者が分担し合っている。との応答がなされたのであります。一方政府関係主脳の見解は候補地を数ヵ所保索したが現候補地が試験用地として全流の中庸な土質を備えまた水質の硬度等も勘案し政府にも近く事業普及の面利用価値参観者の便等も考慮に入れ買収を開始し現地の土地所有者を加えて調査した結果八割までは買受け可能の自信を得たのである。又代替地についても相当な考慮を払い度いし小作人も意志表示はないが坪当り十五円の補償を為す方針であり政府としては新聞でも発表されたように九項目の基本方針を打出して実行したいとの詳細な説明がなされたのであります。

更に市当局の意見も聴いたのでありますが勧業課長は直接この問題について上司から方針を示されていないとのことで個人としての見解を次のように開陳したのであります。

政府当局が地主側の要求を満たす適当な措置を講じたら円滑に運ぶし那覇近郊にこの施設を誘致することによって市自体の農業経営面に直接間接を問わず有益であり市の発展からも大いにプラスし又農民も農事を見聞しその指導によって生産意慾が刺激されると述べております。委員会としましては更にこれを農研所の現位置と首都としての都市計画の推進と関連しては住民福祉面を重点に活溌な意見の開陳が交わされたのでありますが結論といたしまして農研所は那覇近郊の現候補地に移転誘致すべき公共施設として特に農家の保護育成と住民福祉の面から誘致については異論はない。市当局においても農水課を設けて積極的に農家の指導育成に努めようとしている矢先農研所とのタイアップはこの上もない指導面のプラスである。

政府が打出した基本方針も充分な補償が適切に考慮されているし妥当な措置だとし採決の結果本陳情はこれを不採択と決定いたしたのであります。

以上御報告申しあげ各位の御賛同を得たいのであります。

○副議長（渡口麗秀君）

只今の総務財政委員長の報告につき一括して質疑に入ります。

○石原昌進君

総務財政委員長に質問いたします。報告の最後の方に政府当局は充分補助をやっているということがございましたがこの点についてもう少し具体的に話していただきたいと思います。

○大山盛幸君

これは発表されました通りその都度補償の条件がありましたし又政府経済局長から同じような説明がなされております。この事件につきましては御質同の点もあの内容によって充分お解りだと思います。とにかく政府に対し委員会の意志としても農民に犠牲を強いてはならない適当な補償をするといった意志があるかと追究したのであります。その点につきましては絶対に農民に困らないような処置を講ずるというような答弁があったのであります。

○仲松庸全君

今の十六番議員に対する委員長の答弁に関連しましてもう少し具体的にお答え願いたいと思っております。

つまり委員会では政府が補償するという政府の補償金に対しまして例えば補償の予算がどう組まれているかといった面について調査いたしましたかどうかお伺いいたします。

○大山盛幸君

補償の予算の問題については調査していません。

○石原昌進君

試験場用地においては八割まで獲得する自信があるということをいっているそうでありますが現在どの程度買収を行っているのか更にこの買収を八割まで確実ということを確証と申しますか。どれだけ確実性があるかという点につきまして委員長の見解を聞きたいと思います。

○大山盛幸君

この問題につきましては買収と関連して非常にデリケートな問題でありまして政府の方としてもそういうそういう質問に対しましては明確なる答弁はありません。

特に委員会から露骨な内容を質問しておりますが抽象的な説明しかございませんでしたがある程度の資料を申しあげますと予定面積十二万坪約四十町歩でこれの買収価格があの当時坪五十円とのことであり話してあるのが約四万坪話のないものが約三万坪その合計七万坪八割になっておりますがその程度で自信があるというような答弁と記憶しております。その八割程度自信があるということにつきましてはむこうのいうことを了承する以外にはしようがないんでありまして具体的な事については発表がなかったんであります。

○石原昌進君

勧業課長に質問をいたしますが委員会において勧業課長としては個人的な見解を述べ委員会において述べられた事についてもう一度議会において発表して頂きたいと思います。

（「進行」と呼ぶものあり）

○瀬名波栄君

私は不採択になった事に疑義を挟むものでありますが元来私は技術屋ではないのでありますが農事試験場の任務は原種を保存し、更にこれを沖縄の気候土質に適用するように改良し発展させて沖縄の農菜産業を発展させるということが農事試験場の任務であると考えますが原種を保存するということは都市の発展とは無関係であってはならないと考えます。日本本土でも同様でありまして農事試験場は相当遠隔の地に設けられ、然も周囲に余り農作物がないような地域こういう所を選んであの農作物の花粉その他に弊害のないようなところこれを選んで設けられているようであります。更に亦、土地の問題についてはその地域の特徴的な土質これと空いたところの地域、こういうのが適当な地域とされているように見受けられます。

そういう点から見ますならば現在農事試験場が予定している崎山その他これは周囲に広範な農耕地がありそこから出てくるところの花粉その他の胚芽等は原種保存という立場から適当というふうにも考えられます。

更に又、沖縄には広範な農耕地の約半数を軍用地にとられて現在の農民は狭小な農地に追い込まれ、更にそれも不毛地その他荒地にだんだん追いやられ、そういう候補地を政府の補償を得て開墾しなければならぬ農民は苦しい生活の中に追いつめられています。そういう候補地つまり、農耕地としては不適当な所として顧りみられないところに今度は鍬を入れなければならない人達のそのために農事試験場の任務がなければならないと思っております。ああいう地域で試験するということは沖縄の一般的な用地に不適当だということが考えられます。寧ろ農耕地は不毛の地、不適当な地、こういう所に積極的に鍬を入れることによって沖縄の零細化しているところの農民に対する援助をやることが考えられなくてはならないと思います。それを安易な場所に安易な方法でもって求め、更にそれによって農民の生活を閉塞するということに到ってはこれは政府として言語道断な措置だといわなければならないと思います。

しかもそれが那覇市にあることが奴何にも那覇市の農業の発展のために喜ばしいことのように委員会では報告しておりますが、全く了解に苦しむものであります。

農業試験場はまあ那覇市にも農家がありますが絶対多数の農家は那覇市にはない訳であります。そうであるならば絶対多数の農家これを対象にしたところの農事試験場でなければならない訳であります。

そういうところから現在の政府が予定しているところ、これはあながち適当であるということは絶対にいえない。しかも今朝の新聞で見ますと下地農研所長は裏から廻って百坪二百坪とぼつぼつ買収していたが効を奏したと得々として述べておられます。そういうふうにして搦手から農民の弱点をついて自分達の意図を成功させようとする態度はこれは住民しかも沖縄の人口の大多数を占めている農民の生活を守らなくちゃならない所の政の取るべき態度ではない。

現地の農民の諸君が自分たちの生活を守るためにしかも一年前には七つの項目に亘って口頭契約が為されているにも拘らず百坪、二百坪と切崩して封建的な独裁政治をそこにもっているということに対しては大きな怒をもつものであります。しかも農民は適当な土地を今後購入し或は借りることはあの周辺では非常に困難であって更に又農事試験場の用地については外の町村ではこれの誘致方を歓迎しているところもあるということを聞いてをりますが遠方になった場合は農事試験場の職員が困るというふうな職員の居住を中心にせられたところの地域の判定の仕方こういうところにも政府の不心得があるわけでそういうところから現在の農民の生活を守ってゆくためにどうしても今の土地が必要であるということがあの陳情書にもられているのであります。それにも拘らず市民の代表であるところの市会がその陳情を却下する。不採択にすることは市会として余程慎重を欠いた態度ではないかというふうに考えます。そういう点について委員長の御説明をお伺いいたします。

○大山盛幸君

結論を申しあげます。場所の件については政府の基本方針がはっきりしている。どうしても動かせない態度をもって強硬に着々と仕事をすすめていると問題は仰言る通りその場所で現在農耕を営んでいるところの農民各位の適正補償の問題も十分考えてやらねばならないしこれについては政府としても十分に応えたいということであります。又都市計画上からしても特にその場所がはっきり決った場合に適正補償の問題と農民の生活、労働問題につきましては充分に考えなければならん問題ではないかと思います。この場合の不適云々の問題につきましては委員会においてもその政府当局に相当活発に鋭く追求しておるようでありましたがこれは特に専門家の協議の結果、最も適当な場所であるということになり仰言る通り土質の問題でもなおそこには場所の問題におきましても全ゆるものがそこに備っているとなお首里の問題につきましてもいろいろと研究した結果、場所としては全琉農事改良にはこの場所が一番適当な場所であると専門家も指摘し明言されております関係上、自分達が不適当な場所であるということはいえないのであります。なお事業の普及面及び利用価値の便等も充分に考慮に入れているようでありますので委員会としては疑義をもっておる方もおりましたが結論としては先程申しました通り適正な補償と生活の擁護の問題を充分にしなければならんということは全員一致しておった点でありますので特に現在の場所におきまして指定した場合にお互いとしても特に市当局の農水課としても穴埋めをタイアップしてそれを充分にやって農民の蒙むるところの被害を十二分に埋合せするという最初の腹だったのですが「よかった」というような結果が生まれてくるということを期待してこういうようなことになったのであります。

○瀬名波栄君

成程議会は農業技術の専門家ではないのでむこうのいい方に理は負けたという事は感じられますが問題は沖縄、他の町村から誘致方の話もあるということを聞いております。

そこでは農民の犠牲によらず充分に農研所用地を確保することが出来るにも拘らずここでは農民の生活を犠牲にしてどうしてもここでなくちゃならんというわけでこれを強行しようとしてこれに対しては農民はあくまでも反対しているがそれにもかかわらず委員会としては一応不本意ながら政府の基本方針を呑むが農民の生活補償として今後の補償というものに対しては十分、十二分に努力して将来農民の方々に喜んでもらうことを期待してといっておられますが、では具体的にそういった見通しがあるのか。そういう見通しがあるならば、この人達の生活が充分補償され委員長の言葉を借りれば十二分その補償をされて喜ばれるというような具体的な見通しについてこれを説明して頂きたいと思います。

○大山盛幸君

具体的に申しあげることは出来ません。お互いが承認する以外はないと思います。ただ他の農村から是非と勧誘しておるにもかかわらずわざわざ農民の反対を押し切って何故現在の場所にもってくるかと委員会において相当当局に質疑が為されたのでありますが、こういう問題についていわゆる誘致策を講じている中央農村の農民と全然白紙の立場で政府と最初から話をすることが出来れば或は円満に解決出来るかと思料されます。

○勧業課長（渡久地敬正君）

お答えいたします。総務財政委員会において私が発言しました事は、この問題につきまして政府と地主相互間に円満の話合いが行われてそうして適正な場所かどうかかれこれ相互間に無理のない円満な交渉が成立したようであればこの問題を進めてもいいということをいった訳であります。

○石原昌進君

個人的な見解として那覇近郊に誘致することによって那覇近郊の農業振興のために役立つんじゃないかというような発表をしておるんでありますが首里においては崎山を中心にしてこれを誘致された場合には約十三万坪とられ更に琉球大学の農場として六万坪がとられ更に首里の寒川或いは金城においても中小企業飲料会社そういった会社が土地を買収しており更に軍用地に取られた農民たちが首里近郊に来まして既に土地を買ったり売ったりしている。

こういった実情にあって更に試験場に買収される場合にはここ二、三年の将来において首里の農業は壊滅に瀕するんじゃないかというふうに我々は考えております。農民は土地がなくては仕事が出来ない。農民の土地に執着する気持はよく御存知の事と思います。こういった事情にあることをよく存じておいて発言しているのであるかどうか。いくら試験場を誘致しても土地がなければ農業振興も成立たない事は当然の理であります。

○副議長（渡口麗秀君）

この辺で中食のため休憩いたしまして午後一時再開することにいたします。

（午前十二時〇分休憩）

（午後一時五分再開）

○副議長（渡口麗秀君）

開会いたします。質疑を打切り只今から討論に入ります。

○浦崎康華君

今日採択して頂くように。まず不採択に対しては反対であります。その理由を二、三申し上げます。市会は市民の福祉のために最大限の機能を果すべきであるにも拘らず各百十五名の地主並びに小作人の利益を裏切って唯政府の補償云々を信頼している。そして市民の福祉を中心におかずに政府事業の推進というそれ自体が非常に間違っていると私は考えます。と申しあげるのは御承知の通り軍用地を一方的に押進めてアメリカは今まで正当な補償をやっているんだというふうなことを屡々洩しておったんであります。

しかるにこの間において弱い農民に対して政府という背景をもって非常にこの人達が反対であるにもかかわらず手をかえ品をかえこれを強行しようという事それ自体が間違っている。御承知のとおり只今各委員から質問或は発言があったように農民は土地がなければその生存は勿論のことその産業もなりたたない。従って土地に執着心というものは他の産業の機具、機械、個人、資本と全く違った生き物のように愛護している。故に自らの土地の処理は自らの考えでいいけれどもこの百十五名の生産手段でありその家族まで扶養している。その生活手段である農耕地をただ政府の正当なる補償といった一言ではどうしても納得がゆかないと申しあげますのは御承知の通り補償というのは一遍やればその後は顧みられないのが従来の軍並びに政府のやり方であります。従いまして一遍に相当多額と思われるような金品をとってもこの人達はこれを喰潰してあとは沖縄のような社会保障も仕事もないようなところでは路頭に迷う以外にはないのであります。従いまして農民から土地を取上げるということは沖縄同胞として是非皆さん議員一同が念頭においてこの生産手段を失うことのないように考えて頂きたいという意味からも私は農民の生活を擁護しそして農民が無論その職についていけるよう、この百十五名の人々の利益を最大限に守ってやるのが市会の任務であると私は考える次第であります。次は立地条件でありますが先程からお話があったように農事試験場を誘致する村もあるやに聞いております。農事試験場は御承知のとおりこれは昭和三年に糖業振興費なるもので発足してその前にも西原に農事試験場みたいなものもありましたが大規模になったのは昭和三年に振興計画に織込まれてやってからは与儀試験場及び普天間を併せて三五町歩、名護に一五町歩これは北海道、静岡、愛知について全国で一番広い規模の大きい試験場でありました。それから現在におきましてはあの開放性病院敷地或はその他の理由で相当せばめられていまけれどもしかしそこの条件は御承知の通り「キビ」と「芋」で名護は「スイトウ」の試験が重点に行われています。

従いましてこの恩恵の面からいいましてもこの那覇の周辺はなるほど皆さんも知っていますけれども主として蔬菜園芸の方が重点であります。農事試験場を那覇市におく事によって市民が農家が利益するというようなことはそれはあるかもしれませんけれども総体から過大に評価する必要は豪もありません。それからまず試験の結果についても我々はむしろ市民を犠牲にしてまでやるならば政府に向って農事試験場の経営それ自体についても批判せざるをえない。これは議会の問題外かもしれませんけれども御承知のとおり「キビ」には優良品種が退化するのがあるからしょっちう顕微鏡で試験し中間苗圃を地方に委託経営させそれを全島各地において「キビ」の苗を配布してやっているようでありますが若し市民の犠牲を払わなければいけないならばこういったのを変更をしてそして地方の農業共同組合そういったものに委託試験でもやって頂くほかないんじゃないか、我々は断呼として市民の土地を守ってそして政府が適当な土地がないならば農事試験場の基本経営そういった面から再検討して実情にふさわしいようなことをやってもらいたい。こう思うんであります従いまして試験の結果についても御承知の通り試験はやったけれども農民がこれにつかないような試験もあります。

御承知のとおり戦争中には増産々々の一方であのうねをたて栽培を奨励し賞金制度まで設けても普及しなかった現在においては再び全島をひら栽培が普及している次第であります。従いましてこの試験なるものについても農民がついていくような試験、農民が欲しているような条件でなければならない雑草ばかりはやして雑草試験場の名をほしいままにするようなことはもっての外であります。

そういう意味から私の反対の理由は農民の土地を守ってあげる。この人々を現在社会補償も何もない不景気の深刻化してゆく時代においてこの人々を生産の機関から放りますことは人道問題であり市民が共に背負っていく苦難を和らげ農耕者が安んじてその業にいそしみ生活を営めるようにこの不採択ということは変更して採択して農民の意志を充分に汲んでいただく事が議会の常識だとこう考えます。

○仲宗根梶雄君

結論といたしまして総務財政委員長の報告に賛成を表明するものであります。長期間にわたって委員会においても縷々と審議いたしました結果本問題は即ち都市計画と勘案し相互助成の立場から考えた場合には早急に現与儀にある農事試験場を移転しなければならない段階に立到っているという立場にたって私は今試験場移転の問題について理由を二、三申し上げたいと思います。与儀試験場の移転に伴い補助するような御説明もあるように聞いております。だがしかし試験場そのものは独自な使命をもって沖縄における土地改良農事試験場の大きな使命をもっている立場から独自の自主的な構想があるべきであります。よそから私のところに試験場をもって来いといわれたからといってしからばそうしようと試験場の敷地の決定を為すべきではないと思います。それはややともすると一方的なものの判断になってしまう。八重山の方に広い土地があります。しからは八重山の方から農事試験場に無償提供するから八重山に来てくれといわれたらそれに従うかという論理もなりたつ訳であります。そういった一方的な考え方の上にたって本試験場が引張られるということは沖縄全島の重大な産業の育成にあたる試験場として当然自主的な判断があってしかるべきだと思っております。

専門的なことは申しあげ憎くなりますけれども全ゆる条件からして首里の土地は専門的科学的な立場から検討して最も適切であると適当な土地であると判断しております。その面についても専門的な立場から検討したことを私は認めるのであります。勿論一部には移転に対して反対している人もいると聞いておりますがこの問題については政府の施策にある通り六項目に分けて補償の問題があげられております。このことはやるのでなければ解らんじゃないか信用がおけないといえばそれまでであります。

だがしかし本庁から試験場長が直接みえていろいろ懇談しました中からたしかに補償してあげるという熱意の程を伺った訳であります。信頼しなければならないものが何時までも解決しなければならない事であったら那覇市の総合的な自主性は何時までも生れて来ないと思います。

以上の理由のもとに早急に与儀試験場が適当な場所へ移ってもらう事を私は強く要望しまして不採択案に賛成するものであります。

○儀間真祥君

議題にあがっております農研所の移転本陳情について意見を申しあげます。先づ私はそれに対して結論から申しあげます。この移転には大いに賛成します。但し移転地を陳情にありますところの崎山或は真和志にするという事に反対し現在の予定地以外に移転して貰いたいという意味で私の意見を申しあげたいと思います。

農研所の目的は農業の発展のためその基礎的な品種改良等による指導と事業の普及と徹底技術の養成などといっておりますがそういうような事からいった場合農研所長の六月二日の委員会においての答弁がありましたが何故に移転先を真和志にしたかという事については沖縄の土地を代表するところで水量も豊かだし、交通の便もよく普及事業もよく出来るという事をいっておりました。但し本員はこういう薄弱な根據の下で市民の生活を脅かすような立退きをやってまではいかんとその意味で今度の場合はまづ他に沖縄の土地を代表する土地があるとするならば科学的な研究によって沖縄の代表する土地にするように努力して貰うのが当り前だと思います。

次に水量も豊かで交通の便もよく普及事業も出来るというふうにいわれてをりましたけれども大体農研所は本来の姿に立返った場合には悪い環境からいい方向へもっていって少くとも沖縄の農業経営に貢献していくのが主題であると思われます。それであるならばはじめから苦労もしないで良い環境の方に移転するような考えは甘すぎると思ってをります。勿論この場合に崎山の農民が自分達の土地に来て貰いたいということであれば問題は又違う角度から検討しなければいかんと思っております。本員は六月二日の委員会で一九五七年一月十三日のタイムスにある農民代表が神村副主席、瀬長経済局長に会って脅迫的な農地接収はやらないという七項目の誓約書のことについて尋ねたとき飽く迄も所長は知らぬ存ぜぬと通しておりました。甚だしい事に副主席、経済局長対農民が納得ずくで約束しているという誓約書を経済局長がやらないから私は解らないんだといっておる。一体全体農研所は経済局とどういう関係にあるか位は知っています。こういうふうな矛盾したことを平気でいっておる。即ち崎山の農民がこの崎山を立退きさせられるということに絶対反対しております。又一方農研所の移転地を崎山に決めてそれ以上の土地に対しては調査不充分であると考えられる。

何故ならば農研所の移転問題が出てから受入れを勧迎している。新聞記事が二面にわたって載ったと聞いております。農研所のあり方から考えた場合にそういう機関は都計上の必要より多くの農民のためにして貰いたいと考えます。只今の見地から農研所は現在の予定地以外に早く移転しなければいけないと思います。次に補償の問題でありますけれども中央農研所の移転が五八年の時に六百万円であります。これが五九年には百二十万円になったという事態から充分な補償が出来ないという結論になります。それであるからして補償の問題を充分にやるとかそういうものでなくして我々がこの農民の生活をおびやかしつつあるのを守るために市会が本当に農民の立場に立って考えてこの問題を採択して貰いたいと思います。

○比嘉朝四郎君

我々が最も信頼する総務財政委員会で決定された委員長の意見に賛成するものであります。論議も既につくされていると思います。討論を打切って採択して下さい。

（「賛成」と呼ぶものあり）（「反対」と呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

只今の動議成立いたしました。これから採決に入ります。

只今の動議のとおり採決に入りたいという事について御賛成の方挙手を御願いいたします。

（挙手多数）

○副議長（渡口麗秀君）

二十一名の多数であります。よって採決に入ります。

（議場騒然とす）

○副議長（渡口麗秀君）

お静かに願います。

○副議長（渡口麗秀君）

日程第四、中央農研所移転指定地買収と取上げ阻止について委員長の報告どおり不採択にする事に賛成の方挙手を願います。圧倒的多数でございます。

（「農民の生活を責任をもって補償するか」との声あり）

○副議長（渡口麗秀君）

よって日程第四につきましてはこれを不採択とすることに決定いたします。

――― ○ ―――

○副議長（渡口麗秀君）

次日程第五中央農研所移転用地買収反対について採決に入ります。本陳情につきましては只今の委員長の報告通り不採択することに賛成の方挙手を願います。

圧倒的多数でございます。

（「圧倒的じゃないよ」と呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

よって委員長の報告どおり不採択と決定いたします。

――― ○ ―――

○副議長（渡口麗秀君）

二十四分経過しております。只今から中食のため休憩いたしまして一時から再開することにいたします。

（午後十二時二十五分　休憩）

（午後二時十五分　再開）

○副議長（渡口麗秀君）

午前に引続き本会議を再開致します。

次の日程に入ります前に議長からお願い致します本日附を以って只今市長から議長宛那覇都市計画文教地区の指定について諮問第八号が参っておりますので各位に配布致しました。本件につきましては本日の日程に挙げてありませんので本日の日程の最後に日程第二十五と追加致しまして後刻議題と致し御審議を願う事に致しますから御了承願います。

では日程第六商業高校体育館建設に対する補助金交付方の陳情についてを議題と致し総務財政委員長の御報告を求めます。

○総務財政委員長（大山盛幸君）

日程第六の商業高校体育館建設に対する補助金交付方陳情について委員会に於ける審査の経過並結果につき御報告申し上げます。本陳情の趣旨は今回商業高校体育館建設にあたり学校当局は勿論、同校同窓生並ＰＴＡ会が数年来から体育館建設に相協力してその有意義な事業を実現すべく各界層に呼びかけ資金の調達に鋭意努力して来たのでありますが建設に要する金額が約八百五拾万円の多額にのぼり政府に於いては之に対し補助金として三百三十六万円支出して貰うことになったのでありますが未だ二百万円余の不足を生じている現状でありますので特別なる御配慮により二百万円を補助して貰いたいというのであります。之に対し意見を聴しました所沖縄に於いて完備された体育館のないということはスポーツ界は勿論、都市計画事業の一端としてスポーツセンターの計画はあるが現在の市の財政不如意の現状からみて実現出来ないことは誠に遺憾なことであり尚青少年の体位向上の見地から心ある市民の不満の声を聞くことも屡々であります。この秋にあたり商業高校のＰＴＡ同窓会の方々が率先して建築費五〇〇万円の獲得に奔走し二四〇坪の沖縄最初の体育館を建設し学校は勿論市民大衆の室内運動競技場或いはその他文化的集合等に使用して貰うと云う事は市民は勿論のこと全琉の首都たる那覇市に取っても誠に有意義なる計画と思料するものであり新年度予算に於いて十万円の予算措置がなされているのでありますが之に予算を十分検討し四〇万円を追加して五〇万円の補助を與えることに致したいとの意見があり、これに対し活溌なる質疑討論がかわされたのでありますが結論と致しまして完成後この施設は学校所有ではなくＰＴＡ同窓会の名義となり支障のない限り市民に開放し大いに利用して戴く意向の様でもあり尚戦前沖縄に於ける唯一の市立学校として市当局と浅からぬ「えにし」を持ち現在に於いても在席総数の八十％が那覇市出身の生徒である関係上四十万円を追加し五十万円の補助を交付する事に全会一致を持って決定し本陳情を採択致した次第であります宜しく御審議の上各位の御賛同を得たいのであります。

○副議長（渡口麗秀君）

只今の委員長の報告について質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

質疑がなければ討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

討論なければ採決に入ります、日程第六商業学校体育館建設に対する補助金交付方の陳情につきましては只今の委員長の報告通り採択する事に御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ）

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないと認め採択することに決定致します。

○副議長（渡口麗秀君）

次日程第七沖縄畜産加工株式会社に対する助成金交付方について議題と致し総務財政委員会に於ける審査の経過並びに結果の御報告を求めます。

○総務財政委員長（大山盛幸君）

日程第七の沖縄畜加工株式会社に対する助成金交付方の陳情について委員会に於ける審査の経過並びに結果につき御報告致します。陳情の趣旨は沖縄畜産加工株式会社は、一九五四年六月当時の社長の横領事件により会社が破産状態に追詰められたが幸い政府当局並びに真和志市当局の理解ある措置により実情調査の上産業育成と財政確保の見地から会社が正常な経営状態に立直る迄の特恵措地として当分の間屠畜税の二割相当の助成金が交付されて今日に及んでいるのでこの措置を一九六〇年度迄是非継続して戴き予算に計上して助成金を交付して貰い度いと云うのであります更に陳情者からの祥細な説明によりますと、私設屠場としては只一つの施設であり発足は四十八年頃当時の郡島政府が是を指定屠場として認め各地区の屠殺業者が株主となって設立したのであるが市町村の経営にかかる屠場は経費を要せずして法みのによって屠畜税収があるので経営が容易である旧真和志当局としては当社の設立の意義を充分汲みとられてこの屠場を盛り上げるために随分と努力して貰ったが陳情書にあるような不正事件が惹起するに及んで経営状態がますます困難な状態におちいったのである。

旧真和志からの助成金も屠畜税徴収による納入援助の意味が含まれているのであり産業育成と云う面から実状を調査の上援助して貰い度いとの補足説明がなされたので当局に対し概略次の様な質疑を行ったのであります即ち

一、当局として中央屠場の設立をする構想の下に会社買収の意志はないか

一、合併により真和志とこの問題について事務引継がなされたか。

一、同一主旨の陳情ケースが別にもあるかこれに対し当局の説明によりますと中央屠場的な構想の下に新設することを条件に買収してもよいと思うが然し具体的な計画を樹てて検討したことはない。真和志との事務引継については合併当時屠場の所管事務は那覇市に於いては衛生課とし真和志に於いては勧業課としてその取扱いの主管を異にする丈であり合併条件として債権債務は当然引継がるべきであると云うのであります。ところで当委員会と致しましては一営利会社の赤字財政を援助する意図により特別徴収義務者と指定し尚且つ納入総額の二割を助成金として交付することが徴税吏員を常駐せしめ徴収することより財政上如何に不利であるかはたとえ特別徴収義務者として指定し得たとしても財源の獲得或は健全財政の確立という意味から決して妥当なる措置ではないと信ずるのであり結論と致しまして本陳情につきましては継続審査の上更に審査の慎重を期すべく全員意見の一致を見たのであります。以上中間報告を申し上げ各位の御賛同を得たいのであります

○副議長(渡口麗秀君)

只今の委員長報告に対して質疑に入ります

(「質疑なし」と呼ぶものあり)

○副議長(渡口麗秀君)

本件は中間報告となっており委員会としては議会閉会中の継続審査をしたいという事でありますが左様取計う事に御異議ありませんか。

(「異議なし」と呼ぶものあり)

○副議長(渡口麗秀君)

御異議ないと認め本陳情は中間報告に止めまして議会閉会中の継続審査を為しめる事に決定致します。

○副議長(渡口麗秀君)

次日程第八都市計画事業により潰地となる土地の適正補償についてを議題と致し総務財政委員長の報告を求めます

○高良清二君

日程第八の都市計画事業により潰地となる土地の適正補償について当委員会に於ける審査の経過並に結果につき御報告申し上げます陳情の趣旨は那覇市十区一組宮城継芳氏所有の百二十坪の土地は都計により七間幅の道路と緑地帯の計画があるため現在迄貸与売却或は抵当物件としての設定等地主として何等の利用も出来ず無価値同様となり老令病弱、貧窮に喘ぐ地主に対して実に大きな犠牲を強いて居る現状であるので左記事項を検討の上善処して頂きたいというのであります即ち

一、道路新設及び緑地帯としての都計の変更

一、時価相馬での買上げ

一、適正賃貸料による貸借契約（当分の間)一、評価の上市有地との交換

以上の四点であります。

審査に当り先ず当局の説明を聴しました処只今問題となっている路線の計画なものは最初区画整理課の担当者の方で美栄橋の区画整理をする場合はこういう具合に区画整理をした方が良いのではないかと言う係員の単なる私案であった様であり現在この陳情の箇所は区画整理としても計画外であり都計画としても緑地帯としての指定はしてないとの事であります。それに対し相当活溌なる質疑が展開されたのでありますその主なる質疑を申し上げますと

一、美栄橋地区の区画整理の計画図面からみると都市計画上から本陳情にある道路を新設し一銀通りに結ぶ様な計画は将来に於いても必要を認めないかどうかこれに対して将来に於いて道路を新設する事は望ましいが只今の所予算の関係上どうにも出来ない目下市民の福祉面からそれよりももっと優先する箇所があるとの答辯があり全員これを了承致した次第であります結論として本件に関しては都市計画でも区画整理課でも緑地帯並びに七間道路の計画はない関係上審議の対照にならないのでありますが結局之は当局の失態から起って居る事であり陳情者に対しては当局から陳謝せしめると共に本陳情は之を取り下げて貰う事に意見の一致を見た次第であります以上簡単に御報告申上げて各位の御了承を願いたいと思います

以上簡単に御報告申上げます

○副議長(渡口麗秀君)

只今の副委員長からの報告によっても御了知の通り本陳情につきましては陳情者の方でも充分その趣旨を納得致しまして本陳情につきましてはこれを取下げておる様であり従って本陳情につきましては質疑討論の必要もないと認めますので委員長よりの報告程度で了承すると云う風にしたいと思います。

○副議長(渡口麗秀君)

次日程第九靖国神社奉賛会沖縄地方本部会に一九五九年度補助金交付方陳情につてを議題と致し総務財政委員長の報告を求めます

○高良清二君

日程第九の靖国神社奉賛会沖縄地方本部会に一九五九年度補助金交付方陳情について本委員会の審査の経過並に結果につき報告申し上げます。陳情の主旨は靖国神社奉賛会は一九五七年十月十六日に結成されその目的は靖国神社の分社である護国神社を再建し靖国の神霊を祀り亦太平洋戦争に於ける一般戦没者の霊を合祀する計画を持って居るものであり沖縄出身戦没者の数は約五六、九九七柱で合祀済のもの二七、四〇三柱残り二九、五九四柱が未合祀となって居る現状である。

現在政府並立法院の援助によって毎年春秋二回の例大祭に往復旅費の政府援助で英霊を慰めて居るが今回旧護国神社を再建し靖国の神霊を祀り今次大戦で内外地で戦没した一般琉球住民の霊を合祀し靖国神社に準じ春秋の例祭を盛大に挙行できる様計画して居るが財源其の他の事情から意の如く進捗しない事を遺憾に思う本土に於いては各都道府県でその分担金を納入し運営されて居るが沖縄が諸般の状況が異なるため分担金が課せられてないが遺族に対する恩給年金等に諸遇については何等変る所はないその権利を正しく主張するには精神的な義務の一端は応分に負うべきではないかと考える現在迄の運営費は各市町村毎に会員証を売上げ運営して居るが新会計年度から更に組織を強化し事業の内容も遂次具体的に実現を期して行きたい只今の所会員から徴収する会費では事業遂行は期し難いので市より十五万円の補助をして貰いたい以上が本陳情の要旨となっております。

依って当委員会と致しましては審査の慎重を期する意味に於いて一応具体的内容について説明をして貰うべく奉賛会事務局長を招致し質疑を行ったのであります。主なる質疑について申し上げますと一、靖国神社奉賛会の結成が全琉市町村長会で結成されたとの説明であるがこの予算書をみると政府並びに市からの補助しか計上されてない様であるこれについて他市町村からも徴収し維持費の稔出方法を考えられた事はないか

一、靖国神社の維持経費は各都道府県で分担金として納入されて居る様であるが一、靖国神社に対する国庫負担が廃止された事は如何なる理由に基くものであるか

一、護国神社は宗教上の組織若しくは団体として考えられないか、之に対し陳情者の説明によりますと

全島各市町村に負担させなければならないと思うが大体財政面遺族並びに靖国神社参拝者の人数から見ると那覇市の方が全島の大部分を占めており従って護国神社が建立された場合直接恩恵を受けるのは那覇市民であるとの見解の下に市にお願いしたい、又靖国神社の経費が国庫負担を廃止された理由としては終戦後、進駐軍の占領政策から神社佛閣に対する国庫負担の憲法改正がなされた為である尚靖国神社奉賛会並びに護国神社は宗教上の団体とは考えて居ないその理由は毎年盛大に執行される大祭は神仏混淆で挙行されて居り明らかに宗教的な団体ではない事を意味すると云うのであります。之に対し当局の説明によりますと宗教とは神仏などを崇拝し及び信仰する一定の組織即ち神道、仏教邪邪教回回教との定義があり、靖国神社奉賛会も似たようなものであり宗教法人法の第二条「宗教団体とは教義を広め儀式行事を行い及び神社を強化育成することを目的とし一、礼拝の施設を備える神社、寺院、教会、修道院、その他これに類する団体二、前項に掲げる団体を包括する教派、宗派、教団、教会、修道会、司教、その他これに類した団体となって居り自治庁の見解としても神社、戦没者の霊を祀ってあるところを宗教団体と見做して居り又都道府県で護国神社を建立する場合にも補助はしてない様であります。又市長村自治法一六二条「市町村は宗教上の組織若しくは団体の便益、若しくは維持のため又は公の支配に属しない慈善、教育、若しくは、博愛の事業に対し公金を支出してはならない」という明文があり補助をした場合は明らかに違法行為であると思料されるとの辯明がなされた訳でありますそれで本委員会と致しましては陳情の主旨には賛成であるが宗教という定義の問題から明らかに市長村自治法第一六二条の規定に低觸し補助金を支出した場合は違法行為となるので陳情者に対しその旨を伝へ本陳情を撤回して貰う事に全員意見の一致を見たので五月十五日奉賛会事務局長をして一応撤回して頂く事に相成った次第であります。宜敷各位の御了承を願います。

○副議長（渡口麗秀君）

議長からお諮り致します。本件につきましても只今の委員長の報告通り陳情者に於いても充分納得の上本陳情を取下げる様になっております。従いまして本陳情について質疑討論の必要もないと思いますので単に報告により了承すると云う程度に止めたいと思いますが左様取計う事に御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ）

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないと認め左様決定致します。

○副議長（渡口麗秀君）

次日程第十旧護国神社の敷地無償貸与方の陳情についてを議題と致し総務財政委員長の報告を求めます

○高良清二君

只今上程されました日程第十の旧護国神社の敷地無償貸与の陳情について御報告申上げます本陳情につきましては只今の日程第九の靖国神社奉賛会に対する五九年度補助金交付方の陳情についての報告の中で申上げました様に宗教なる定義の中に神社も包含すると云う自治庁の見解から結局本陳情は市町村自治法第一四五条「市町村の財政又は営造物は宗教上の組織若しくは団体の使用便益、若しくは維持のため又は公の支配に属しない慈善教育若しくは博受事業に対しその利用に供してはならない」という規定に低觸する訳でありますのでその旨を伝え本陳情を取り下げて貰うことに決定致し五月十五日之を撤回致させたのであります。宜敷各位の御了承を得たいのであります。

○副議長（渡口麗秀君）

本件につきましても只今の委員長報告の通り陳情者も充分納得の上本陳を取下げたいと云う事であり本件も質疑討論の必要を認めませんので只今の報告により了承すると云う程度に止めたいと思います。

○副議長（渡口麗秀君）

次日程第十一市有地売買に困る処分方の陳情についてを議題と致し総務財政委員長の報告を求めます。

○高良清二君

日程第十一の市有地売買に困る処分方陳情について当委員会の審査経過並びに結果を報告致します。この陳情の内容を概略申述べますと。琉球に於ける糖業綿業その他産業の指導育成に又佛教の普及に幾多の業蹟を残して文化の向上発展に寄与された偉人儀間真常公の遺徳を偲んで欺界の各種団体に依って甘蔗栽培奨励のためその新品種を墓前に供えて感謝祭が挙行されるこのときにあたり県下各地に居住する門中も相呼応して真常公証生の四百年祭を併せて催すことを申し合わせたのであるが多数の門中を収容するのに墓庭があまりにも狭隘を極めて居りその拡張を迫まられて居るので隣接する市有地を譲渡して頂きたい。譲渡の上は年次計画で墓地周辺を緑化して美化清掃をなして首里の誇るべき名所となしたい。因みに該市有地は墓地の後方に位し急傾斜をなして居り塵芥捨場となって衛生的にも悪く霊園を汚してその風致を損いつつある現状であり調査の上早急に時価で売渡して貰い度いというのであります。当委員会と致しましてはこの陳情の趣旨に基き現地を調査の上措置することにして早速現地におもむき実情を審さに検分致したのであります。これについて当局の説明によりますと此の件については現地審議中の那覇市財産条例が今議会で通過した場合に於いては同条例の第二十三条「普通財産は市の財政運営上及び法令若しくは公益上必要がある場合の外これを交換譲渡又は売却してはならない」と云う条項がありますの財政運営上の問題としてではなく「公益上必要がある場合」と云う条項によって処分出来る訳であります又現行条例の財産の処分に就いてはこの様な条例はないので市有財産の取得管理及び処分条例中第十九条第一項第一号の条項によって処分することができるのであります以上のような当局の見解を聴取して慎重な審査を続けたのでありますが委員会としては琉球産業の恩人である儀間真常公の墓地拡張のための市有地の譲渡に対しましては将来陳情者が景勝の地として緑化し観光となし一般市民に開放するとなれば公益上の見地から尚且つ先人の遺した業蹟を永く顕彰する意味からも議会としては協力すべきであるとの全員意見の一致を見た訳でありますが価格の問題については市当局に於いて財産評価委員会も設置されて居るのでその点は十分検討して戴く事に致し本陳情は採択の上市町村自治法第六十五条の規定に基いて措置せしめる事に決定した次第であります。宜敷く各位の御賛同を得たいのであります。

○副議長（渡口麗秀君）

只今の委員長報告について質疑に入ります

（「質疑なし」と呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

では討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

討論なければ採決に入ります日程第十一市有地売買に因る処分方の陳情については只今の委員長報告通り採択する事に御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないと認め採択することに決定致します。

○副議長（渡口麗秀君）

次日程第十二泊港ターミナル内売店契約に関する不正賄事実調査についてを議題と致し総務財政委員長の御報告を求めます

○総務財政委員長（大山盛幸君）

日程第十二泊港ターミナルビル内売店の不正収賄事実調査についての当委員会の審査並びに結果を報告申上げますこの陳情の趣旨を申し述べる前に之に関連した問題即ち泊港ターミナルビル内売店の契約に関する陳情が前後八回に亘り提出されております。当委員会はこの陳情は八回に及んで慎重に審査したのでありますが結論の出る最終の討論に迄持ち込みましたけれども更に新しい事実の発生により審査続行の止むなきに至った次第であります即ちこの陳情の内容は泊港売店契約にからむ執行当局の内部的な事務取扱い措置の不正行為と収賄の事実更に職員の進退迄言及された訴えであります。さきに提出された八件の陳情とも関連があり審議の進行上再陳情をかみ合わせて検討致したのであります。当局の執られた泊港ターミナルビル内売店契約についての審査方法その他の措置は陳情の内容からも汲みとられるように市民から疑惑を持たれる様な事例もあるものと思われ陳情者の出頭を求めて証言を為さしめ冒頭申上げた様に慎重にそのその審査をなしたのでありますが、本陳情は刑事上の問題を含むもので法的に処置されねばならない点があり、委員会では審査の出来ない要素もあると思われますので行政的な面からの措置としてこの陳情に対する最後の結論を見出すことは事件の進展に伴う具体的事実によってしか解決を見出す事は出来ないものと思料するのでありますが陳情者から再三の要請もあって七月八日委員会は開催してこの陳情の解明に努力したのであります。御承知の様にこの陳情は内容に二つの要素が含んで居り解職の問題につきましては陳情者も第二義的なものであると証言していますが委員会と致しましても人事の問題は相当慎重に検討を要する事であり果して具体的にこの問題に触れて良いか否か、尚疑問を持つのであります。売店契約の解約については、さきに御報告申上げた様に当委員会に於いても当然提案による一部改正条例の看做規定即ち「この条例施行の際現に契約若しくは使用中のものについては、この条例によりなしたものと看做しその契約又は使用許可満了迄は尚従前のとおりとする」を削除した主旨は七月一日から施行する事を飽く迄も市長に義務付けたのである。それはつまり委員会の意志はハッキリ表明したものであり同時に適切なる公入札をなさしめる事表明した訳であります。依って喜屋武氏との契約については民法上の既得権の問題もあるが要は市長の意志によって解決できるものであり、その意志の確認をなして一気に結論を見出したらその為には本陳情を継続審査の上更に慎重な審査を期したとの全員意見の一致を見た次第であります。

以上御報告申上げて各位の御承認を得たいのであります。

○副議長（渡口麗秀君）

只今の委員長報告通り委員会としては中間報告となっております。議会閉会中の継続審査を致したいと云う事でありますが左様取計う事に御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ）

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないと認め本件については中間報告に止め議会閉会中の継続審査をなさしめる事に決定致します。

○副議長（渡口麗秀君）

一寸休憩致します。午後二時四十八分（休憩）

午後三時五分（再開）

○副議長（渡口麗秀君）

再開致します。

○仲松庸全君

昨日の本会議で収入役の選任同意の議案を審議する前に議長と本員が激げしく渡り合いその中で私は議長に対し馬鹿野郎と罵鳴りましたその失言を取消し議会の皆様と副議長に対し迷惑を掛けたという事に対し率直に判っきりお詫び申上げます。所で私はこの問題が起った時に私の発した失言は生来私の性格もあって言葉がとび出た後それを感付いて後悔すると云う様な性格であります為に斯う云う失言をしたと云う事は非常に残念に思っております。更に私が考えております私の言葉不使は悪かったが私の怒りは飽く迄も正しかったと云う事であります。私は議長の民主々義的な運営を要求したしその怒りの中からその言葉が出たこの私の怒りは飽く迄も正しかったと今も考えております。私は率直に自分の失言をお詫び申上げると共に渡口副議長に今後の議会運営を民主的にやって行くという判っきりした御答弁をお願いしたいと思っております。尚この問題が今茲で持出されないのは残念と思います。実は昨日渡口副議長と個人的に了解はついていたものと思って私は難なく済むと思っておりましたのが間違いと云う事を判っきり認め茲でお詫びを申上げます。

○副議長（渡口麗秀君）

只今十三番議員（仲松庸全君）から昨日の本会議に於ける失言の問題につきまして陳謝がありましたが本件につきましては私も時たま議長席に坐りますので私の不手際が十三番議員を昂奮状態に追い込んだんじゃないかと思います自分の議事運営につきまして今後充分なる反省を加えスムースに議事運営が出来ます様に最善の努力をしたいと考えております。何卒御了承願います。（拍手）

○副議長（渡口麗秀君）

では次に日程第十三船揚場漁綱干場敷地無償貸与方の陳情についてを議題と致しまして総務財政委員会に於ける審査の経過並びに結果の御報告を求めます。

○総務財政委員長（大山盛幸君）

日程第十三の船揚場漁綱干場敷地無償貸与方陳情について本委員会に於ける審査の経過並びに結果につき御報告申し上げます。本陳情の主旨は終戦後不便な土地にあって漁業に従事して居た旧垣花の漁業者は泊港埋立地の完成と相俟って同地域に住居を構え漁業生産に精励して居るが我々の生命であり財産を保護する船揚場や漁具漁漁綱干場等がない為非常に不便を感じ早急に之等の施設をしたいと思うが資力の乏しさから之の実現も不可態であるので水産業育成の意味から施設並びにえびすの塔の敷地として泊港南岸々壁突端の市有地より一五〇坪を無償貸与して頂きたいというのであります。本陳情の審議に入る前に一応現場視察を行ったのであります。論議の焦点は水産業育成の為に船揚場漁具漁綱干場の施設の必要性は十分に認められるのでありますがその位置を添付図面の通り内側に設置するのか或いは護岸の外側に設けるのか又漁業組合と垣花青年会との関連性について今一応慎重に検討する必要があるのではないか又市当局としても総合的計画の立案中であるとのことであるが要するに本陳情の如く一青年会に無償貸与することは各所に散在する漁民との関係もあって他日紛争の種となることは必然であります依って当委員会と致しましては本陳情の趣旨は十分に認められ、その必要性は全員これを了承して居るのであるが那覇地区漁協及び那覇水産組合がこの際統合して一個の法人組織体として筋を通して陳情するか若しくはその統合の見透しが立たない様であれば両者連名の上陳情をなし大きい視野のもとに漁民育成のための努力が望ましいのであり一応本陳情につきましては垣の花青年会に十分その意思を伝え取りさげてもらうことに相成った次第でありますよろしく各位の御賛同を得たいのであります。

○副議長（渡口麗秀君）

ただいまの委員長の報告にもあります通り本件につきましては陳情者においても十分納得の上本陳情を取りさげておりますので質疑討論の必要もないと思います。よってただいまの報告によって了承することにいたしたいと思います。

――― ○ ―――

○副議長（渡口麗秀君）

次、日程第十四世持神社敷地払いさげについての陳情を議題といたし総務財政委員長の報告をもとめます。

○総務財政委員長

日程第十四の世持神社敷地払いさげ陳情について本委員会における審査の経過ならびに結果につき御報告申しあげます。

陳情の趣旨は先に総務財政委員会において不採択と決定した世持神社敷地誤記訂正の件について本問題をいつまでもこれを紛糾せしめることは住民に悪影響を及ぼす結果になるので産業界の大恩人を祭る同神社の再建に協力する意味から該敷地（池城山）二、一八一坪をごく低簾な価格約十万円程度の形式的払いさげを切に御願いいたしたいとのことであります。

これに対し当局の説明によりますと世持神社期成会発行の産業の三大恩人の御事蹟の冊子によりますと奥武山公園（現敷地）が最適地として貸地申請を那覇市に提出し昭和十年三月に那覇市会でこれを承認したことが判明しておりこれは先に上間氏が当時の市会議員の譲渡証明書を提出されておりましたがこれは明らかに貸地申請に対する市議会の議決を曲解してみずから譲渡証明願いを作成して当時の市会議員に誤った証明をさせていることが明白であるというのであります。さらに上間氏がこの冊子の記録が自己に有利であり、あくまでも神社の所有であると主張するならば委員会からの要求する証拠書類となるべき資料または神社法令の参考資料等について要求があった時ただちに提出されたであろうがそれも提出せずに提供するという字句を曲解して所有権を取得しようということは沖縄の三大恩人をたねにかたるものであって祭神を冒涜するものであり社司として最も反省してしかるべきであり、前後して出された陳情書をみると一方においては市の所有であると認めて敷地払いさげの申請をし一方においてはまた自己所有であると主張するがごときは矛盾も甚だしい言動であり当局としては世持神社敷地は絶対的に市の所有であるというのであります。

以上の説明により全員これを了承いたした次第であります。結論といたしまして十万円の形式的払いさげを要求しているようでありますが仮りに該敷地を坪当り一、〇〇〇円で譲渡するとしても二百十八万円余の金額になりこれは明らかに市町村財政法第八条の主旨に反するし又市町村自治法第百四十五条（宗教、慈善、教育等の事業に供することの禁止）にも明らかに抵触する違法行為でありなお当局の理論上の説明からいたしましても十分了承されるのであり本陳情は全会一致之を不採択と決定した次第であります。よろしく御審議の上各位の御賛同を得たいのであります。

○副議長（渡口麗秀君）

ただいまの委員長報告について質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

質疑がなければ討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

では採決に入ります。日程第十四世持神社敷地払いさげについてはただいまの委員長の報告通り不採択することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないと認め不採択とすることにいたします。

――― ○ ―――

○副議長（渡口麗秀君）

次、日程第十五泊港貨物滞貨料善処方に関する陳情についてを議題といたし総務財政委員長の報告を求めます。

○総務財政委員長

日程第十五の泊港貨物滞貨料善処方に関する陳情について本委員会における審査の経過ならびに結果につき御報告申しあげます。

本陳情の趣旨は泊港管理使用条例中の荷揚場使用料について現行条例では二十四時間までは無料になっておりますが通関事務手続が輻輳をきわめ二十四時間以内での荷受けは困難であるので那覇商港同様三日間無料にしていただきたいというのであります。当局の説明によりますと荷揚場のフリー期間を那覇港と同様、三日間延長することになると泊港は那覇商港と違いバースが狭く三日間延長した場合には船舶の出入港が頻繁である関係上、荷捌きが遅延し、港湾管理上非常に支障を来たすというのであります。

これに対し活溌なる質疑討論がかわされたのでありますが結論といたしまして荷揚場使用料のフリー期間三日間の延長については委員会自体としても審査の慎重をきする為に那覇商港と泊商港との実態を比較検討しなおまた泊港の荷揚場における貨物の処理状況等を調査研究する必要もありまた陳情代表者からの意見も聴取しその上結論を出すべきだとの多数の意見により本陳情は継続審査することに決定いたした次第であります。以上簡単に中間報告を申しあげます。

○副議長（渡口麗秀君）

ただいまの委員長の報告について質疑に入ります。

○平良真次郎君

本陳情につきましてこれは大きな問題としまして泊港港湾施設管理条例に関する陳情であると思います。つまり荷揚場使用料の項の荷役終了から二十四時間以内を無料とする字句がございますが当局におたずねいたしたいのは荷役終了の字句解釈についてですがこれにつきましては二つの解釈が為されると思います。つまり貨物を岸壁におろしてから二十四時間であるのか、積荷荷役を終了してから二十四時であるのか、この問題でまず解釈を異にするものであります。本員としましてはこの荷役終了後の時間について那覇港務所長にいろいろ疑義をただしましたところ那覇港におきましては出港荷役の積み込み終了とこういうような意味において解釈しております。しかしいま聞くところによると規定は二十四時間だけれども実際は四十八時間ぐらいになるというこういうような曖昧な見解をもっているというような感じをしておりますのでこの点特に当局におきましては見解をただしていただきたいと思います。聞くところによりますと五月五日から那覇港は二十四時間以内しか貨物はおかないその後は全部滞貸手数料を取るという誤った解釈の違いを委員会に報告したというふうに聞いておりますがこの件につきましても那覇商港管理施行規則が五月五日に発せられいわゆる各業者港湾荷役会社に通達した書類をみました場合に従来の三社が荷捌きを完全に消化する為の協力方の措置でありましてそれは使用料の滞貨料問題とは全然別個であるということをわたくし、調査しておるのであります。

こういうような意味からもこの業者の陳情も少し慎重に検討していただきたいと思うのであります。

特に貨物の積載につきましてはつまり外航がそのほとんどを占めております。関係上税関も簡単に一時間そこそこでできるものはなく結局品物が来ても滞貨してしまう、また御承知のように港に上屋倉庫をつくってそこに搬入しております、最近琉銀の金融引き締めにより金融面が逼迫しほとんど薄利で業者は経営しているのであります、直接諸経費が過重になることは慎重に検討し業者を育成していただきたいのであります。特に条例ならびにこの陳情の趣旨をよく検討して一つ御審議していただくよう要望いたします。

○副議長（渡口麗秀君）

ただいま平良議員から要望がございましたがさきほどの委員長の報告は中間報告であり委員会としてはこれを議会閉会中の継続審査にいたしたいということでありますのでさよう取りはからうことに御異議ありませんか。

（「賛成」と呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないと認めさように取り計らい議会閉会中の継続審査をなさしめることに決定いたします。

――― ○ ―――

○副議長（渡口麗秀君）

次、日程第十六市有地貸与方の陳情についてを議題といたし総務財政委員長の報告を求めます。

○総務財政副委員長

日程第十六市有地貸与方の陳情について当委員会の審査経過ならびに結果について御報告申しあげます。陳情の趣旨を申しあげますと辻町は戦後特殊商業地域として指定され「公園」「市場」等都市計画がなされているが現在料理屋、バー　カフェー等数十軒もあって町内会結成の必要性にせまられており、今後町内自治会の推進親睦等の目的からクラブ建設について全町民がこれを痛感しており特に町内行事の打ち合せ子供を守る保育所その他納税組合事務所の設置等を計画し建設資金は町内有志のきよ金をもってあてるべく予定しているので事業をしんしゃくしてその建築敷地として市有地の百五十坪を貸与していただきたいというのであります。よって当委員会としては一応この陳情の場所を検分いたしその後当局の説明を聴取したのであります。この陳情による市有地貸与の現場は都市計画中の市場予定地として当初三一八坪予定していたのであるがこれは前島校敷地に個人有地が三七七坪あり、この個人有地の一部を換地するため、この市場予定地から一五、三二五坪充用したので現在一六、四七五坪しか残らず市場予定地の三一八坪を確保するためには他からもってこなければならない現状である。陳情の趣旨については十分了解できるがこの市場設置の計画は附近一体の情況から今後さらに必要でありなお実際問題として法人でない限り市有地を貸与することは考えられない区画整理の面で今後の計画にもとづいて替費地が出てこれを購入するということであれば別問題であるとの説明に加えてさらに区画整理課長から今後の整理より該地から一千坪余り替費地が造成される予定であるとの補足説明がなされたのであります。

結論といたしまして該地には市場予定地の一六四坪余の市有地しかなく市としては都市計画上必要であり陳情者の要望をみたすことはできない、しかし区画整理がなされたらさらに一千余坪の替費地が造成されるものと予想しておるのでこの替費地から優先的に譲渡することは可能であるが現状では不可能であるとのことにより本陳情はこれを不採択と決定いたしたのであります。よろしく各位の御賛同を得たいのであります。

○副議長（渡口麗秀君）

ただいまの副委員長の報告について質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

では討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

討論がなければ採決に入ります。

日程第十六市有地貸与方の陳情につきましてはただいまの副委員長の報告通り不採択とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないと認め本陳情は不採択とすることに決定いたします。

――― ○ ―――

○副議長（渡口麗秀君）

次、日程第十七道路敷地買いあげ方お願いについてを議題といたし総務財政委員会の報告をもとめます。

○総務財政副委員長

日程第十七の道路敷地買上げ方御願いについて当委員会の審査ならびに結果について報告いたします。

陳情の趣旨を簡単に申しのべますと旧真和志市三原区八班、十一班は尚家の所有する四、三〇〇坪の土地で一戸あたり約四十坪の割で八十三世帯が居住しており最近尚家からこの土地の買いあげ方の申しいでがあるが該土地に現在約七〇〇坪が道路として使用されその中には真和志小学校前を東北に通じ真和志支所に結ぶ重要路線もふくまれておりこれらの全地積をふくめた土地の買いあげ方を尚家は第一条件として交渉を進めておりこの条件を聞き入れない場合は売買に応じないとの意志表示をなしている、われわれはこの土地に永住したいのであるが道路敷地までもふくめて買いとるとなると現在の生活能力では到底不可能であり道路敷地は市で早急に買いあげてもらい八十三世帯が安住できるようにしてもらいたいとの事であります。よって当委員会におきましては審査にさき立ち行政区画された当時の状況等も知悉する必要がありまた現地の状況もつぶさに検分してから審査をなしたいとの全員意見の一致をみたので現場を視察したのであります。ところで戦後における状況を考察いたしまするに那覇市の場合このようなケースは各区域に相当数あると思考されるので当局に対し潰地の補償処理方針としてこの補償を年次計画でやるかもしくは区画整理の方法によってやるかあるいはこの両方を併用してやるかその基本方針はたてるべきであるとしこれに対する当局の意向をただしてみたら市としては明確な方針はたててないが区画整理による方法も考えられるしかしこの問題は説明のように同一のケースが多々あり政府に対して折衝したところ、政府においても今後に残された大きな課題としてこれに対する補償の道は立法措置を講ずる以外に解決の道はないとしてこの法案を研究しているようであります。

政府としてはこの法案の制定をまって処理すべきであるとの見解からこれの立法を待って政府とともに一体となって処理していきたいとのことであります。結論といたしましてこの陳情と類似する現象はひとり那覇市のみでなく戦後における全琉的な問題として今後にのこされた大きな課題でありこれをただちに結論付けるわけには参らぬものでありまして政府の立法措置により基本的方策が打ち出されない限り本問題の解決は至難であります。よって当委員会といたしましても政府における立法措置をまって市もこれと併行して検討してもらうことにいたし本陳情は全会一致不採択と決定した次第であります。

よろしく各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君)

再開致します次日程第十八解雇通知の取消並びに臨時傭員の定数化についてを議題と致し総務財政委員会に於ける審査の経過並びに結果の報告を願います。

○大山盛幸君

日程第十八の解雇通知の取消し並びに臨時傭員の定数化について本委員会に於ける審査の経過並びに結果につき御報告申し上げます。

陳情の趣旨は数年来から臨時傭員は何ら身分保障もなく中には僅かな日給で数年勤務し現在百数拾名居りますが現行条例ではいつまでも臨時の状態に置く様規定されておりかかる規定は労働法の規定にも反し、又一般職員なみの身分保障もされずこの分では何時までも前途に希望も持たれずその上に現在夏期手當、年末手當も差別的に取扱われ退職金も支給されずに共済会に加入も出来ませんので全臨時傭員の生活権擁護と身分保障のため那覇市定数条例を改正し臨時傭員を定数化し、尚現在三名の解雇者については一日も早く解雇取消しをして貰いたいというのであります。

これに対し當局の説明によりますと臨時傭人大会に於ける決議が本陳情となって提出されておる様であります。

三名の解雇者の中二人は別に仕事を探してあげる様話を進めお互に立場を理解し納得がついており問題はないのでありますが実際問題として只今の臨時傭人一七七名の定数化については役所に臨時的業務がある限りは臨時傭人は必要であり飽くまでも臨時的な業務に携るのが臨時傭人であって臨時的な仕事が無くなれば解雇される事は当然であり、そういった意味から臨時傭人を定数化するという事は場合によっては却ってマイナスになる場合があり得るというのであります。つまり現在の傭員の現員を以って定数化した場合にはそれ以上の工事が始まった場合に尚以上の臨時的な仕事に従事させる臨時傭員が必要である場合は採用することが出来ないということにもなるというのであります。

その中に一年二年或は五年も続いている方々もおるが業態そのものを調査してみましたところ或工事の為に採用された臨時要員がその工事が終る他に仕事があって改めて傭うよりは引続き傭うた方が都合が良く結局三年五年というふうに永い期間に亘って続いておる現状だとの事であります。それから業態別に見てそういった事が出来なかった理由は自治法第百九条第三項「職員の定数は条例でこれを定める但し臨時又は非常勤の職についてはこの限りでない」との規定に基づいておるのでありますが現在の復興事業の多い那覇市では常時雇傭するという事もあり得るので思うのでそういった面から考えた場合には定数の改正についての再検討をなすべき余地はあるというのであります。以上の説明に対し相當活発なる質疑討論がなされたのでありますが結局三つの意見があったのであります。

即ち那覇市傭員規則第二条第一項「六ヶ月未満の期間を定めて採用する者」となっておるが陳情者から出されたこの資料から見ると六ヶ月以上の六年という長期間の者が多数占めておる様でありこの規則からして速かに定数化して臨時の職員の生活権を守る様何等かの方法を講じなければいけないと考える。又那覇市の復興は数何十年か続くであろうしこういった点からこの労働者を臨時という差別待遇から守り生活と権利を擁護することは市長の公約でもあり之を採択して速やかに臨時傭員を定数化して貰いたいというのであります。

之に対し現在の臨時傭人の賃金は低賃金まではない全員を定数化し若しも市の事業が拡大された場合、臨時の職員が必要になっても採用出来ないというマイナスの点もあり市の行政面から見ても不利益の場合も出て来る訳でありこの資料から見た場合百数十名の数字になっておりますか現在那覇市の潜在失業者その他の失業者が相当数に昇ることが予想されるのでありますが若しこれを定数化した場合市が事業を拡張しこの潜在失業者を採用しようと思っても定数化によって限定されて居る以上出来なくなる場合が予想せられる、これは十八万市民の立場から失業者を何時までも採用して臨時的にも生活を擁護すると云う意味からその機会を失業者に均等に与えるべきものであり従って百数十名を対照にすべきものではなく飽くまでも全市の潜在失業者を対照にすべきであってその意味から定数化に反対であるというのであります。

以上賛否両論が出た訳でありますがこれを結論づける前に一応陳情の解雇通知の取消については市長との円満なる話し合により他に仕事を与えてやるという事になって居り本問題は別に審査の対照にならないと思料されるのでありますが特に当局に要望したいのは人事の問題については十分に検討を加え新年度からは新しく契約条件を明示して雇傭契約を結び現在の傭人に対しても納得の行く様に契約を結び今後そういう問題が起らないようにして貰い尚臨時傭人中に特に成績の優秀なものがあるならば職員に採用して貰う事にするが特に希望する者に対しては試験を行い成績順に採用候補者名簿を作成し缺員の有り次第是等の者の中から正式に職員に採用すると云う今後の採用方針を取って戴くよう強く要望を致し採決の結果多数を持って本陳情は之を不採択と決定した次第であります。

よろしく各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の委員長報告について質疑に入ります。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

質疑がなければ討論に入ります。

○瀬名波栄君

この解雇通知の取消これは大体解決がついている様で問題はないと云う風になっておりますがこの臨時傭員を定数化する事についてでありますが臨時傭員と云うてもこの陳情に添付されている資料を見ますとその仕事は土木関係道路維持修繕、あるいは水道事業あるいは衛生関係その他引揚者の事務と相当広範囲に亘っているようでありますそういった総合的な内容を持つ所の臨時傭員でありますがこの傭員の中には定数化する事が出来ない傭員もおり反対に定数化しても良いあるいは定数化しなければならないと云うような傭員もいるじやないかという風に考えております。是は臨時傭員と云うのは労働基準法にも明らかにされておりまして最初から期限を付されて雇傭している労働者これも臨時の中に入れます例えば引揚者の給付金の請求事務是に携わる者これも期限が三ヶ月と云う風に期限を決められて従事する臨時傭員もいる或は当那覇市にはないかも判りませんが季節的に雇傭しなければならない労働者もいる訳であります。例えば日本であれば冬の大雪の場合には除雪作業に雇傭される労務者こう云うのが季節労務者に該当する訳でありますその他試みの使用条件の許に採用して見たいと云うような場合の労務者これも臨時傭員であります更に天災その他突発的に発生してくる事態の為に雇傭する労務者斯う云ったのは誰が考えても働基準法に明記されている通り臨時傭員であります所が那覇市の現在の臨時傭員の中には例えば衛生課に於いて衛生夫こういった人も臨時傭員の中に入っておる人がおる訳でありますこの衛生事業と云うのは永続しなければならない仕事でありその証拠に那覇真和志の合併の際真和志の衛生夫であった臨時傭員が定数化され職員として採用されていると云う事もある訳であります更に水道或は土木の道路維持修繕特に都市計画区画整理が進むに従って那覇市の道路網と云うのは開放されて益々大きく膨張して行く一方であります然も那覇市の道路は自動車その他の車輌の交通が特に頻繁であり従って道路の整備というのは絶対的になくてはならない性質のものでありまして従いまして永続的に雇傭しなくてはならない当然定数化すべきであると云うふうに考える訳であります勿論全員を定数化すると云う事は不可能な話であります。

従ってその仕事の性質の内容その他を充分検討して然かもそこに働く臨時傭員の雇傭の条件そういったものも勘案致しまして修正するならば何人位が適当であって道路維持修繕に何名位が適当であると云う事をはっきりさせて然かも是は調整の見通の上に立って是を定数化すると云う事はそれ等の労務者の生活を守る為に或は平等の待遇をする為に非常に急務でなければならないと云うふうに思います又定数化した場合にはその他の臨時傭員が傭えなくなると云うふうな事を仰言っているようでありますが是は大きな間違いでありまして恒久的に継続する所の仕事に従事する労務者を定数化したからと云ってその他の労務者を雇傭する事が出来ないと云うふうに解釈する事は余りにも量見が狭ますぎる訳であります是は定数化すると云う事を出した所で自治法に明示されたように採用出来る訳でありますそういった労務基準法に基く所の臨時傭員是は速やかに定数化すべきだと云うふうに考える訳であります更に労働基準法の中にも六ヶ月以上継続したい場合は本採用並みの待遇を与えております。

従って六ヶ月工事或は三ヶ月で臨時傭員を更新して雇傭する事は労働者に対する基準法の裏を潜った事であり官庁としての那覇市役所がそう云う法律の裏を潜るような事をやってはいけないと思います従って法律を尊重する意味からも又労働三法が出された。労働者の利益を守らなくちゃあならないと云う立場からも当然働基準法に基き更に又那覇市の労働者の要望に応える為にも斯う云った人達の生活を守ってあげる為にも矢張り妥当な数の定数化と云う事は考慮されなくてはならないと思います。従いまして是は不採択ではなしに継続審議すべきではないかと云うふうに考える訳でありますそう云うふうに考えますと市当局が今後更に検討して貰う事によって臨時傭員の生活を補償して上げると云う事が最も望ましい訳でありますので私は本問題については不採択ではなしに是は継続審査に持って行き労働者の利益を守って上げると云うふうに要求するものであります。

（「賛成」と呼び「進行」と呼ぶ者あり）

○高良清二君

只今二十一番議員（瀬名波栄君）から本陳情については不採択にせずに継続審査すべきだと云うご意見であります要約致しますると本陳情は採択して貰いたいと云うふうに見る所であります。そこで本員も委員会の一員としてもう少し判りやすく付加えたいと思いますと申上げますのは瀬名波議員の仰言る定数化の問題については現在那覇市で働いております所の百数十名を対象にして定数化したいと云うのが論旨のようであります所が是を何故採択しなかったかと云う理由を申上げますと那覇市には現在数千人の潜在失業者或は数字的に計算されないその他の失業者が多数おられる事は我々はここできかされ或は何かの報導によりまして知らされておりますそう云う時に只単に数字の千数百名の那覇市の臨時傭員を対象として審議した場合に本当に那覇市民平等の原則に基く所の他の失業者に対して我々は相済まないというような観点から是は百数十名の問題ではなしに潜在失業者を対象にして就職の機会を与え生活を与えてやる機会を均等にならしめるのが当然であると云う見地から我々は不採択と云うようにした訳であります今二十一番議員が仰言るもう一つの発言の中には更新してはいけないと云うような発言は余りにも一方的であると申しますのは仮りに現在臨時傭員で働いている是は契約によってその契約機関中働いているものを更新してはいけないという事は根本的に誤りであると思います理由はこの人達は臨時傭員の約束に基いて折角職を得て生活を確立しているのに改めて更新する再契約をしないで次々と採用すると云うような結論になるがその辺は二十一番議員は一方的に解釈しているようにきこえ更新が適当であれば尚必要であろうと我々は思料する訳であります依って市陳情につきましては潜在失業者或は十分市民を対象に致しまして生活を維持している或はその生活を保護する建前から市民平等の原則に基き不採択する事に潜在失業者を全般的に今日はこの人達明日はこの人達を新に採用して働かしてやるのが我々の考え方であります。是を定数化した場合増員しなくても出来ない非常に潜在失業者に対する失策が生じて参りますので本案は不採択として潜在失業者を対象にして行きたいと云う考え方から不採択に賛成するものであります。

○仲宗根梶雄君

動議を提出致します本問題につきましては長期に亘って委員会に於いて充分に審議されており是以上本問題について論評する必要はないと思います。

（「ありますよ」と呼ぶ）

依って本員は討論を打切り直ちに採択に入って頂きたいと云う動議を提出致します。

（「賛成」と呼ぶ者「動議成立」と呼ぶ者、「反対」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今三十二番議員（仲宗根梶雄君）から本件については十二分に審議しつくされているので討論打切り直ちに採決に入って貰いたいと云う動議が提出され所定の賛成であって動議は成立しております。

依ってお諮り致します討論打切り採決に入る事に御賛成の方は挙手を願います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

多数でありますでは討論打切り採決に入ります日程第十八解雇通知の取消し並びに臨時傭員の定数化については只今の委員長の報告通り是を不採択とする事に賛成の方は挙手を願います。

（「賛成」多数）

○議長（高良一君）

次の日程に入ります前に日程追加について議長からお諮り致します先に那覇市消防隊の人事刷新について陳情書が参っておりましたのでその写を印刷の上御手許に配布致しました本陳情につきましては本日の日程に上げてありませんので本日の日程の最終に第二十六と追加をお願いし後刻議題と致し御審議願う事に致したいと考えますが御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

異議ないと認め左様決定致します。

○議長（高良一君）

次日程第十九替費地譲渡の陳情についてを議題と致し総務財政委員長の審査報告を願います。

○大山盛幸君

日程第十九の替費地譲渡陳情について委員会における審査の経過並びに結果につき御報告申し上げます。

本陳情の趣旨を申し上げますと現在の商工会議所隣接地「久米工事区三十六の二」三十七、九坪の替費地を貿易産業奨励館建築用地として使用する為に一九五六年五月七日土地委員会に当時の区画整理課長を招致し交渉の結果、口頭で分譲する約束をして居るがこれは本館との接償関係もあるので是非この土地を会議所に譲渡して貰いたいと云うのであります。

本件に関しては商工会議所の替費地使用の目的が勘案し尚又国際都市としての那覇市の機能を充分発揮せしめる為にも是非必要であり沖縄における産業貿易の促進を計る見地からもこの替費地の処分に当っては優先して売却すべきであると思料されるので本陳情を採択の上市町村自治法第六十五条の規定に基き当局に措置せしめること全員意見の一致を見た訳であります。以上簡単乍ら各位の御賛同を得たいと思います。

参考資料

新法律学辞典（抜萃）

「既得権」

一、人が既に獲得した権利国家と雖もこれを侵害することができないということが、自然法学により主として個人の財産権について唱えられた、歴史的には私有財産の確立に照応する理論である。今日既得権の不可侵は認められないが立法政策上既得権は出来るだけ尊重すべきものとされる。法の逆及効をなるべく避けるべしというのはその現れである。

二、特に国際私法上で適法に取得された権利は国家的に尊重せられるべしとする国際私法の根本原則とする説或はこれを法律抵触の問題から独立する国際私法上の原則とする説があるしかし一般に権利が適法に取得されたか否かは抵触規定によって指定された準據法によって始めて決定しうべき問題であるから既得権を以って国際私法の根據とすることをえない。またいわゆる既得権の尊重は抵触規定によって解決すべき問題であり且つ一国において適法に成立したと認められる法律関係であっても他国は自国の抵触規定に違反して認められたものを尊重すべきでないとして既得権説に反対する説が有力である。

○議長（高良一君）

只今の委員長報告に対して質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

質疑がなければ討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では討論省略し採決に入ります日程第十九替費地譲土陳情については委員長の報告通り採択する事に御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め採択する事に決定致します。

○議長（高良一君）

次日程第二十バスターミナル建設について日程第二十一バスターミナル用地内の市有地譲渡の陳情については何れも関連致しておりますので一括して議題として御審議願います。

○議長（高良一君）

時間延長致しますまず日程第二十バスターミナル建設についてを議題と致し当局からの説明を求めます。

○総務課長（阿波連本平君）

只今議題となっておりますバスターミナル建設について諮問第七号の説明を申し上げます去った合同委員会に於きましても当局としてはバスターミナルの建設につきましては業者の方にさせた方が色々な情勢からして妥当と発言しておりますが当局としての意思としては業者からの陳情によりまして検討しました結果当局の意思が決った訳であります尚本件につきましては前にも色々議論されましたが結局執行機関と議決機関の相互の意思双方のタイアップによってこのバスターミナル建設を業者に任せようじゃないかと云うような見解に当局は立った訳であります。

それでこの業者の陳情につきまして議会の御意見を拝聴致したく本諮問を提案した訳でありますよろしく御審議の上御意見を賜りますようお願い申しあげます。

○議長（高良一君）

次日程第二十一バスターミナル用地内の市有地譲渡の陳情につきましては前に建設委員長の報告がありましたので省略しまして日程第二十、二十一を一括して質疑に入ります。

○仲宗根梶雄君

本問題は先の合同委員会に於いて市会の意思は決定されておりましたがその後市当局の意思が奈辺にあるか重要問題である丈に両方の意見を聴取し一致点を見出して本問題を解決した方が適切であると云う意見の許に本案は継続している形になっております。合同委員会において決定しましただけに市長の諮問にある通り市長としても本問題は陳情されておるターミナル会社にやらすと云う意志がはっきりしておりますので質疑討論を省略し直ちに採決に入って頂きたいという動誠を提出致します。
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諮問第七号




バスターミナル建設について

バスターミナル建設については諸般の状勢により又那覇バスターミナル株式会社からの陳情もあるので、同会社をして建設させたいと思うが議会の意見を問う。




一九五八年七月九日

提出者

那覇市長　兼次佐一
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一九五八年三月十日

那覇市下泉町一丁目六十番地

那覇バスターミナル株式会社

社長上原敬和

那覇市長　兼次佐一殿

陳情書

那覇市内の交通機能の円滑化と、交通の安全を確保すると共に、バス利用者の利便を図るという政府の御方針によって一九五四年十二月五日現在の仮バスターミナルが、その用地の関係地主了解のもとに暫定的に（一ヶ年位という予想であった）設置されたのであります。

恒久バスターミナルの用地は、都市計画法の手続きに従って（一九五六年三月二三日告示第七十三号）那覇市下泉町に決定（四千坪）していますので、当会社はこの定められた用地に、恒久バスターミナルを建設し、早期に現在の仮バスターミナルを移転すべく目論んでおりますが、貴職の御協力、御支援がなければ、これの実現は到底不可能であります。

就きましては

(1)バスターミナル用地内に含まれる一、〇八八坪の市替費地を当会社に譲渡出来ますよう御配慮の上

(2)併せて「バスターミナルは市が建設する」ということがら（一九五六年四月六日市会の決議）を変更して当会社がバスターミナルを建設出来るような措置をとって戴きたく右陳情致す次第であります。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今の三十二番議員の動議に対し所定の賛成があって動議は成立しております。依ってお諮り致します質疑討論を打切って直ちに採決に入る事に御賛成の方は挙手を願います。

（「賛成」多数）

○議長（高良一君）

賛成二十一名多数であります依って質疑討論を省略し採決に入ります日程第二十バスターミナル建設について市長提出諮問第七号につきましては原案を承認する事に御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め原案通り承認することに可決々定致します。

（「要望があります」と呼ぶ者あり）

○宮里敏慶君

バスターミナル建設につきましては那覇市の貧困な財政状況に鑑み健全な財政を生み出す為に非常に有望な事業として当間市長時代に提案され議会も万場一致で賛成したのであります。又議会としても一旦可決した以上飽くまでも責任を持ってこれが実現に努力しなければいけないと思って本件について反対し続けて来たのでありますが肝心の市当局が起債の見通しがつかないとか或は建設しても業者が借りなければどうするんだと云ういうような事で折角立派なターミナルを建設しても市長の政治手腕が足りない為に斯う云う立派な事業が出来ないと云う事は実に遺憾だと思っておりますこの議決を変更してバス会社にさせると云う事は兼次市長就任後の第一号人口衛星ではなく第一号の大きな黒星だと本員は思料しております依って市長は今後十九万市民の為に努力して軍補助金並びに銀行融資の再開に全力を打込んで市民の福祉増進の為に努力して頂きたいと云う事を要望致します。

○久高友敏君

市長の提案通り民営にさせると云う事については異存はないのでありますが情勢の変化つまり市営で為すべき議決はなされたのでありますが情勢の変化により是を民営にさせた方が良いという事は本員として異議を差狭むものではありません然し首里バスがこのバスターミナル会社の発足当時首里バスをこのバスターミナル会社から除外すると云う事に対しては私は非常に不満を持つものであります。

（除外してはならないよ」と呼ぶ者あり）

委員会としては首里バスに千六百三十六株を割当る事を条件として是を承認しておるようでありますが若し株式会社の組織上総会や役員会議に於いて那覇市会に於いて議決されたもので然しバスターミナル会社の総会で若し首里バスに株を持たさないと云うような決議をやった場合市会に於いて飽くまでも首里バスに株を持たすと云う権限があるかどうか一応委員会にお訊ねしたい、これは出来ないと思います。それで要望として申上げますが万一この本会議に於いて要望が若しバスターミナル会社に於いて取り入れられない場合首里バスはバスターミナル会社から締出されると云う事は日を見るより明らかであります。

それで予定されている代替地の一部の中に首里バスの休憩所を与えて貰いたいと云う事をこの席上に於いて要望致します。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○仲松庸全君

議事運営上の意見を申し上げます。議会終了定刻の四時も過ぎて議員各位には早く閉会したいと思っておる方がいるかも判りませんが私は只今開かれている議会は正式な議会であると同時に市民福祉を論ずる為の議会であると考えております。故に議会では充分に原案に質疑し討論をつくして後に採決すべきであると思います。

只数を頼んで採決採決と云って強行して行く事自体正しいのかどうか、本日は最終議会日で当局による市民招宴が持っているかも知らないが、又早く終ったらと要求したいと思っているかも知らないが何故一つ一つの問題を真面目に質疑させ論じないのであるか、私は昨日の私の怒りもこの辺から厳しているし非常に不満に勘えないのであります。

もうすこし紳士的に正しく諸公が議員としての立場から振舞って貰いたいと云う事を強く断固として要望し私の意見として申し上げます。

（「賛成」「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）
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議案第四十三号

収入役の選任同意について

右の議案を提出する。

一九五八年六月二十五日

提出者　那覇市長　兼次佐一

収入役の選任同意について

本市収入役に左記を適任と認め任命したいので、議会の同意を求める。

記

住所　那覇市字寄宮三〇七番地

氏名　屋富祖太郎

（説明）

市町村自治法第百五条第四項の規定に基き本案を提出する。
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履歴書

本籍　那覇市字天久三十五番地

現住所　那覇市字寄宮三〇七番地

屋富祖太郎

明治三十四年二月六日生

一、学歴

大正四年三月　島尻農学校卒業




一、職歴

昭和十六年九月　命書記　真和志村

一九四六年一月　命庶務課長　右同

一九四八年三月　収入役に選任され引続き再任　真和志村

真和志市

一九五七年十二月十七日　副収入役に選任され現在に至る　那覇市




右の通り相違ありません

一九五八年六月二十五日

右

屋富祖太郎
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次日程第二十三収入役の選任同意について市長提出議案第四十三号を議題と致し当局の提案理由の説明を求めます。

○市長（兼次佐一君）

只今議題となっております収入役の選任同意を求めまして屋富祖氏の経歴について説明を申し上げまして御賛同を御願いしたいと思っております。屋富祖氏は戦前即ち昭和十六年以来長期に亘り真和志村に奉職し戦後引続き地方公務員として一九四六年以降真和志市に奉職しその間庶務課長を経て一九四八年三月に収入役に選任され収入役の重責を約十年に亘って合うされておる訳であります。合併後今日まで御承知の通り那覇市の副収入役として市の尨大な出納その他会計事務を立派に運営して来られておる訳でございます。

斯様にして戦前戦後を通じて役十七年の間地方行政に携って来られた民の経験とその人格の識見は大那覇市の収入役として応しい方であり是非皆さんの御賛同を得て屋富祖氏に市の為に充分働いて貰うべく御同意下さるよう御願い申し上げる次第でございます。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○高良清二君

只今日程第二十三の収入役の選任同意について市長提案議案四十三号につきましては今先の仲松議員からの質疑答論においては充分意見を云わしてから採決して貰いたいと云う要望につきましては本員も正しく賛成した一人であります。

所が只今議題となりましたところの御意見に反するかも知らないが質疑答論を打切って直ちに採決に入って貰いたい事を議長に動議として提出致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

動議は成立致しておりますのでお諮り致します只今の二十三番議員の動議に御賛成の方は挙手願います。

○議長（高良一君）

全員御賛成と認め質疑討論省略し直ちに採択に入ります。

○議長（高良一君）

日程第二十三収入役の選任同意について市長提出議案第四十三号につきましては原案通り同意承認する事に御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）（拍手起る）
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議案第四十九号

那覇市議会々議規則の一部を改正する規則を別紙のとおり提出する

一九五八年七月九日

提出者


 
  	四十三番議員
  	真栄田義晃
 

 
  	十三番〃
  	仲松庸全
 

 
  	十六番〃
  	石原昌進
 

 
  	二十一番〃
  	瀬名波栄
 

 
  	二十二番〃
  	玉井栄次
 

 
  	二十八番〃
  	上原文吉
 

 
  	三十三番〃
  	崎山喜達
 

 
  	三十五番〃
  	金城重宣
 

 
  	三十六番〃
  	黒潮隆
 

 
  	四十一番〃
  	儀間真祥
 

 
  	四十四番〃
  	久高友敏
 

 
  	四十二番〃
  	屋慶名政永
 

 
  	三十七番〃
  	浦崎康華
 

 
  	十番〃
  	仲尾次盛夏
 




説明　各委員会に付託する案件は、市町村自治法第四十九条、第六項の規定に基き議会に諮る必要があるため那覇市議会々議規則の一部を改正する必要があるので本案を提出する
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那覇市議会々議規則の一部を改正する規則

那覇市議会々議規則（一九四八年九月三日規則第一号）の一部を次のように改正する

第五十九条を次のように改める

第五十九条　請願書又は陳情書、その他これに類するものが提出されたときは、議長は議会に諮って所管の委員会に付託する但し委員会に付託する必要がないと認めるときはこの限りでない

附則

この規則は公布の日から施行する







1958年第24回那覇市議会会議録定例会その五






御異議ないと認め原案どおり同意する事に決定致します。

○久場景善君

是れは要望でありますが大湾政行氏は戦前戦後を通じて当市の為に相当な功労を挙げて居ります。

所が退職されましたがまだ退職慰労金が交付されていないし今度の予算にも計上されておりませんので九月の追加予算の時に是非計上して貰うように当局に要望致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

次日程第二十三那覇市議会々議規則の一部を改正する規則四十三番議員他十三名提出議案第四十九号についてを議題と致しまして提案者の説明を願います。

○真栄田義晃君

議案第四十九号について提案趣旨を御説明致します。

本案は現在那覇市会々議規則第五十九条の中に請願又は陳情書その他是に類するものが提出された時は議長は直ちに是れを議員に通告すると共にこれを適当の委員会に付託しなければならないという現行条例になっております。

是は市町村自治法第四十九条第六項の精神に違反していると思われます。是は議会に諮る必要がある即ち説明の中でも申上げておりますように第四十九条第六項と申しますと常任委員会は議会の議決により特に付託された事件については議会閉会中にも尚これを審査することが出来る是れはこの条項は明らかに議会の議決により付議されていない事件については閉会中是を審査することが出来ないと云う事を示しておるものだと思うのであります。又常任委員会と云うのは議会の審査活動省く為に専門的な委員会を設けてその審査を付託してより深く検討する為に便宜上設けられたものでありまして常任委員会それ自体が特別の意思をもって動く機関ではないのであります。その意味に於いて現行の条項を五十九条を次の通り改める。請願書又は陳情書その他これに類するものが提出された時は議長は議会に諮って所管の委員会に付託する但し委員会に付託する必要がないと認めるときはこの限りでないこういうふうに改正したいと考えておりますよろしく皆様の御賛同を得たいと思います。

○議長（高良一君）

只今の提案者の説明について質疑に入ります。

○仲宗根梶雄君

只今の提案者の御説によりまして陳情請願書処理の問題については本員もかねがねこの侭ではいけないといろいろと議会活動を活発に委員会活動を活発にすればする程陳情請願がでてきて詰らんものではないのでありますけれどもこれを議会に諮って委員会に付託するかしないかを決定することも結構であると思います。

私総務財政委員である立場から本問題は非常に私も意見はございますが当然委員会でもって提案者の意見も直接委員会で審議したいと思っております。それで本問題を委員会に付託して頂いて後日の本会議で決定したいと思いますので委員会付託の動議を提出致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今の三十二番議員の動議に対して所定の賛成があり動議は成立致しております。よってお諮り致します。只今の動議の通り質疑続行の侭総務財政委員会に付託することに御異議ありませんか

（「賛成」と呼ぶ者あり）

御異議ないものと認め本件については議会閉会中の継続審
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議案第五十号

「請願書取扱要綱」の一部改正について




右の議案を別紙のとおり提出する

一九五八年七月九日

提出者

 
 
  	四十三番
  	真栄田義晃
 

 
  	十三番
  	仲松庸全
 

 
  	十六番
  	石原昌進
 

 
  	二十一番
  	瀬名波栄
 

 
  	二十二番
  	玉井栄次
 

 
  	二十八番
  	上原文吉
 

 
  	三十三番
  	崎山喜達
 

 
  	三十五番
  	金城重宣
 

 
  	三十六番
  	黒潮隆
 

 
  	四十一番
  	儀間真祥
 

 
  	四十四番
  	久高友敏
 

 
  	四十二番
  	屋慶名政永
 

 
  	三十七番
  	浦崎康華
 

 
  	十番
  	仲尾次盛夏
 







説明

議案及び請願書等の委員会付託については議会に諮る必要があるため「請願書取扱要綱」の一部を改正する必要があるので本案を提出する。
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「請願書取扱要綱」の一部改正について

請願書取扱要綱の一部を次のとおり改正する「四、請願書の委員会付託」第一項を次のように改める。

1、議長は請願書を受理したときは議會に諮ってこれを関係常任委員會に付託する
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査を為さしめることとし質疑続行の侭所管の総務財政委員会に付託致します。

○議長（高良一君）

次日程第二十四請願書取扱い要綱の一部改正について四十三番議員外十三名提出議案第五十号を議題に致し提案趣旨の説明を求めます。

○真栄田義晃君

只今議題となっております請願書取扱要綱の一部を改正について是を提案した理由も先の日程第二十三の説明と全く同じであります。即ち自治法第四十九条に規定する請願書の取扱についても矢張り議会に諮ってという条項を入れる必要があると思いまして提案した次第であります。

よろしく御賛同を得たいと思います。

○久場景善君

本件も先の日程第二十三と同じようにその所管の委員会に付託して充分審議させて貰うよう動議を提出致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今久場議員から本件についても日程第二十三と関連した
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前島、久茂地文教地区区域

[image: 画像]
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泊文教地区

[image: 画像]
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壺屋文教地区

[image: 画像]
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諮問第八号

那覇都市計画文教地区の指定について

那覇都市計画文教地区を左のように指定したいので諮問します。

一九五八年七月十日

提出者

那覇市長　兼次佐一

記

一、前島、久茂地文教地区（第一種及び第二種）五二三二〇坪

二、泊文教地区（第一種）　一五七二〇坪

三、壺屋文教地区（第一種）　一五三四〇坪

文教地区指定理由

教育は本来、被教育者の個性を尊重し、その個人的自由と創意とを啓発し、伸長することを目的となすものである。

従って小、中学校教育もまたそこに教育の第一義的な目的を求めてゆかなければならないことは明らかである。

しかし、どんな人でも社会を離れて存在するものではなく社会を抜きにした個性というものは存在しない。特に成長期にある児童にとって社会環境から受ける影響は大きなものであり、「悪い行為」は子供達同志からというより、むしろ外部、大人達によって影響される。勿論地区指定だけでは環境の浄化は困難であり、その他の不良文化、即ち屋外広告場（映画広告、新聞広告等）出版物等も同時に規制する必要がある。

以上のことから今回は別紙のように三文教地区を指定し、学校の環境を守り、児童をしてその人間性の自由な闊達なる伸長をはかると同時にその社会性を陶治しつつ人間社会の一員として働けるような児童環境の育成に役立てたい
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（参考）

東京都文教地区建築条例

建築基準法（昭和二十五年法律第二百一号）に基きこの条例を定める。

（総則）

第一条　建築基準法（以下「法」という）第五十二条第一項の規定による文教地区内の建築物の建築の制限又は禁止に関する規定は、同条第三項の規定により、この条例で定めるところによる。

（文教地区）

第二条　文教地区は、建築制限の程度により、第一種文教地区及び第二種文教地区に分ける。

（第一種文教地区内の建築制限）

第三条　第一種文教地区内においては、法第四十九条の制限によるほか、別表一に掲げる用途に供するために建築物を建築し、又は用途を変更してはならない。

但し、知事が文教上必要と認め又は文教上の目的を害するおそれがないと認めて許可した場合は、この限りではない。

（第二種文教地区内の建築制限）

第四条　第二種文教地区内においては、法第四十九条の制限によるほか、別表二に掲げる用途に供するために建築物を建築し、又は用途を変更してはならない。但し知事が文教上必要と認め又は文教上の目的を害するおそれがないと認めて許可した場合は、この限りでない。

（罰則）

第五条　第三条、第四条の規定に違反した場合におけるその建築物の建築主、所有者、管理者又は占有者は、五万円以下の罰金に処する。

附則

この条例は、公布の日から施行する。
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ものであるので委員会付託したいという動議が提出され動議は成立しておりますのでお諮り致します。

動議の通り取計う事に御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め日程第二十四請願書取扱い要認の一部改正については議会閉会中の継続審査を為さしめることとし質疑続行の侭所管の総務財政委員会に付託する事に決定致します。

○議長（高良一君）

次日程第二十五那覇市計画文教地区の指定について諮問第八号を議題と致し当局の説明を願います。

○建設部長（松根稔君）

諮問第八号文教地区の指定につきまして提案理由の説明を申し上げます。最近の那覇市の経済的な発展に伴いましてどうしても文教地区を指定しなければならないような事態が起って参りまして新聞紙上その他にも文教地区設定の要望が一般の声として盛り上っておりますのでかねてから当局としてもその調査立案をやっておりましたところ前島校久茂地校、泊校、壺屋校の四校につきまして成案を得ましたので御手許に提出した次第であります。では図面に依って説明をお聞き願いたいと思います。泊校と壺屋校につきましては最近色々と物議を醸しております。好しくない営業をやっているものが多くそれが次第に増加すると云う傾向にありますのでその地域を指定してあります。

文教地区の場合第二種とございますがその現場は一番後の方の参考表に書いてありますように建築の制限に別表の第一は第一種の制限第二は第二種の制限になっておりますが第一種よりは第二種の方が完備されると云うふうになる訳であります。

尚都市計画に基く建築基準法に於きましては日本における市町村自治法に於いてこのような場合に条例でもって規則を制定してある訳でありますが沖縄の建築基準法は主席が規則で制定するようになっておりますので当局の方から規則の制定方を文章で以って主席にお願いしてあります。

尚本件につきましては市民の経済生活と非常に密接な関係がございますのでよろしく御審議の程お願い致します。

○議長（高良一君）

御諮り致します本件につきましては当局の説明聴取に止めまして議会閉会中の継続審査を為さしめると同時に質疑続行の侭所管の文教厚生労務委員会に付託して御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議ないと認めます依って左様決定致します。

○議長（高良一君）

次日程第二十六那覇市消防隊人事の刷新について陳情でありますが本件につきましても議会閉会中の継続審査を為さしめると共にその所管の総務財政委員会に付託致したいと思いますが左様う取計うことにして御異議ありませんか

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様取計う事に決定致します。

○議長（高良一君）

以上を以って本日の日程は全部終了しておりますが先程日程第二十三の収入役の選任同意についての議案で選任されました新収入役の御挨拶がございますので暫く御静聴願います。

○収入役（屋富祖太郎君）

この度収入役選任に際しましては不肖屋富祖に同意下さいました事については身にあまる光栄と存じ皆様に厚く御礼申しあげる次第でございます。どうぞ今後共より以上の御指導御鞭撻を御願い致します。有難う御座いました。

（「拍手」）

○議長（高良一君）

以上を持ちまして第二十四回那覇市議会で上程しました議案は全部審議終了致しました尚引続き市長の御挨拶がありますので暫く御拝聴願います。

○市長（兼次佐一君）

約一ヶ月間に亘る永い期間を通じまして議員諸公が一九五九年度の予算を初め盛沢山の議案の審議に御熱心に御検討して頂きまして今日無事に諸案件が処理されそして今日閉会に相成った事につきまして衷心から感謝申し上げる次第であります。開会中に於きましては何しろ市長としてのその権限と更に政治手腕の足らなさの点から致しまして議員諸公の御満足の行く様な提案を為し得なかった事につきまして改めて御詫びを申しあげます。然し私は斯う考えておるのでございます。

人間として完全なる人間が居い事と同じ様に如何なる職務についている者にしてもその職務にあるものかその職務にあるものがその職務に対して完全無欠なるものがいると云う事も稀ではなかろうかと思うのでございます。是は市長、議員の別なしに人間の持っている共通的な欠点と云えば欠点、短所と云えば短所ではないかと思うのでございます。然し人間は日々毎日進化しつつありやがては完全なる人間が完全なる職務の責任者になり得る時代が来るかも知れないその未完成なる人間によって形造される社会人類社会も人間の進化と同様に進歩致しつつあるのであります。この完全なる人類社会の完成に向って人類が幾世紀の間、誠に苦しい斗いを共同責任において為していることは歴史の示すものであり何人も否定出来ないと思います。こう云ったような時代の大原則の中に立って若し議員諸公の御満足を与えるような議案を提案し答弁が成し得なかった事を御詫びするのであるがそれは共々に又許して頂けるものだと思うのであります。

仮りに全員の御意見を取入れて議案が提出されるならば何を苦しんで市長の失政とかあるいは不満をあるいは反対され乍ら是を知りつつ議案を提案出来るか、全員には満足を与えられないが、最大多数の福利増進のためになるという見地において総ての行政は行われているのであります。

幸いにして四十二名の議員諸公は人間には長所短所があり自らの短所自らの欠点を棚に上げて相手の短所を摘み出して喜びいじめ市民のひんしゅくを買うような議員のいらっしゃらない事は那覇市民のために本当に心から喜んでおります。議会も当局の足らない処は相共に補って相手の長所を以って自らの欠点を補い自らの長所を以って相手の欠点を補うていくことが人類社会に於ける処の原則であればこれに則っとり市民の公僕としての市長議員の職務であると考えております。

こういった見地に立ちまして今後共々に協力していくならば今日のような那覇市政は明日から明後日えとそれこそ市民の本当に喜ぶ様な市政が共々の力で作り出されるものと考えております。自ら満足しようと思って互に相手は自分の要求に従はない事で敵に廻すということになれば人類社会の進歩はあり得ない人間の進歩もあり得ないと思うのであります。今回の五九年度予算に盛られた議案の中にいろいろ各部面に於いて予算が計上されておりますが、御満足まではいかないにしても有り得る力において今回の議会に可決されたものは夫々の面で市民の福祉になるものだと思うのであります。もし議決された議案の中に市民の福祉にならないようなものがあるとするならばその責任は果して誰にいくべきかその責任は如何に屁理屈並べてもそれは市当局と議会の責任にしかならない。従いまして福祉増進にならないとする点がありますならば福祉増進にこれを向けてゆくために議会閉会中においても開会中においても協力して下さるよう今期議会を閉ずるにあたり衷心から御願い申しあげまして御挨拶に替える次第でございます。

（拍手）

○議長（高良一君）

ではこれを以って第二十四回議会を閉ぢることにいたします。

長期間に亘り誠に有難うございました。

（午後四時三十七分閉会）
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